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本書をお読みになる前に 

安全にお使いいただくための注意事項や、本書の表記について説明しています。 
必ずお読みください。 

第1章添付ソフトウェアの概要 

この章では、添付のソフトウエアの概要について説明しています。 


第2章 0 S インス I 'ール前の確認 

この章では、 OS をインストールする前のサーバの準備、および注意事項について 
説明しています。 0S をインストールする前に、必ずお読みください。 

第3章 Windows のインス I —ル 

この章では、サーバに Windows をインストールする方法について説明しています。 


第4章 Windows インス I ル後の操作 

この章では、 Windows をインストールした後の操作について説明しています。 
サーバの運用を開始する前に、必ずお読みください。 

第5章 Linux のインストール 

この章では、サーバに Linux をインストールする方法について説明しています。 


第6章 Linux インストール後の操作 

この章では、 Linux をインストールした後の操作について説明しています。サーバ 
の運用を開始する前に、必ずお読みください。 

第7章高信頼ツール 

この 章では、高信頼 ツールのインストール や必要な設定に ついて 説明して います。 


付録 

Windows インスト'ールタイプのシステム環境、 Linux のシステム環境について説明 
しています。 
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本書をお読みになる前に 

本書は Server View Installation Manager VI 0.09.06 に対応しています。 


外国為替及び外国貿易法に基づく特定技術について 

当社のドキュメントには「外国為替及び外国貿易法」に基づく特定技術が含まれていることがあります。特定技術が含まれて 
いる場合は、当該ドキュメントを輸出または非居住者に提供するとき、同法に基づく許可が必要となります。 


本書の表記 


■ 本文中の記号 

本文中に記載されている記号には、次のような意味があります。 


記号 

意味 


お使いになるときの注意点や、してはいけないことを記述しています。必ずお読みく 
ださい。 

PPOINT 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

(— > P . nn ) 

参照先のページを示しています。クリックすると該当ページへ移動します。 


■他のマニュアルの表記 

本文中では、本書以外のマニュアルを『(マニュアル名称)』と表記しています。 

なお、特に記載がない場合、それらのマニュアルは 「 PRIMERGY スタートアップディスク」 
に格納されています。 「 PRIMERGY スタートアップディスク」のルートフオルダの 
「 index . html 」 を開き、 「 PRIMERGY ドキュメント」をクリックして、該当マニュアルをご覧 
ください。 

■ キーの表記と操作方法 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのではなく、説 
明に必要な文字を次のように記述しています。 

例： 【 Ctrl 】 キー、 【 Enter 】 キー、【—】キーなど 
また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「+」でつないで表記しています。 

例： 【 Ctrl 】 + [ F 3] キー、 【 Shift 】 +【 T 】キーなど 


■ DVD-ROM ドライブ / DVD-RAM ドライブの表記 

本書では、 DVD-ROM / DVD - RAM ドライブを 「 DVD ドライブ」と表記しています。 
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■ DVD ドライブのドライブ文字 

Windows の場合、 DVD ドライブのドライブ文字を 「 d 」 と表記しています。入力するときは、 
お使いの環境に合わせて読み替えてください。 

例： 

C : ¥> d : ¥ setup.exe 


■ DVD ドライブのマウントポイント 

Linux の場合、 DVD ドライブのマウントポイントを、 「/ media / cdrom 」 と表記しています。入 
力するときは、お使いの環境に合わせて次のとおり読み替えてください。 

• RHEL 5.3 の場合 

/ media / く メディアのボリューム名〉 

• RHEL 4.8 で DVD - ROM ドライブをお使いの場合 
/ media/cdrom 

• RHEL 4.8 で DVD - RAM ドライブ、 CD - R / RW ドライブをお使いの場合 
/ meaia / cdrecorder 


■ 連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「—」でつないで表記しています。 

例：「スタート」ボタンをクリックし、「すべてのプログラム」をポイントし、「アクセ 
サリ」をタリックする操作 

I 

「スタート」ボタン—「すべてのプログラム」—「アクセサリ」の順にクリックし 
ます。 

■ 画面およびイラストについて 

記載されている画面およびイラストは一例です。実際に表示される画面とは異なることがあり 
ます。また、イラストは説明の都合上、本来接続されているケーブル類を省略するなど簡略化 
していることがあります。 

■ サーバのモテソレの呼び方 

製品によっては SAS モデルと SATA モデルがあります。本書では特に断りのない箇所につい 
ては共通の内容として記載しています。モデルごとの情報については、それぞれ 「 SAS モデ 
ル」、 「 SATA モデル」と記載していますので、本書をお読みになる前に、お使いのモデルを 
ご確認ください。お使いのモデルを確認する方法については、サーバの『ユーザーズガイド』 
をご覧ください。 
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■ サーバの タイプの呼び方 

サーバの タイプを、次のように表記しています。 


サーバの タイプ 

本文中の表記 

Windows Server 2008 Enterprise が 

インストールされているタイプ 

Windows Server 2008 

インストールタイプ 

Windows インスト'ール 
タイプ 

OS インストール 

タイプ 

Windows Server 2008 Standard が 

インストールされているタイプ 

Windows Server 2003 R2 Enterprise が 

インストールされているタイプ 

Windows Server 2003 R2 

インストールタイプ 

Windows Server 2003 R2 Standard が 

インストールされているタイプ 

Linux インスト ■ —ル代行サ'ービスが 
バンドルされているタイプ 

Linux インストールタイプ 


■ お問い合わせ先 / URL 

本文中に記載されているお問い合わせ先や URL は2009年6月現在のものです。変更されて 
いる場合は、『サポート&サービス』をご覧になり、「富士通コンタクトライン」へお問い合 
わせください。 
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■ 製品の呼び方 

本文中の製品名称などを、次のように略して表記します。 


製品名称など 

本文中の表記 

PRIMERGY スタートアップ 
ディスク 

スタートアップディスク 

ServerView Installation Manager 

SVIM 

Microsoft® Windows Server® 2008 
Enterprise 

"Windows Server 2008 Enterprise 

または 

Windows Server 2008 Enterprise 
(64-bit )、 

Windows Server 2008 Enterprise 
(32-bit) 

Windows Server 2008 

または 

Windows Server 2008 
(64-bit )、 

Windows Server 2008 
(32-bit) 

Windows 

Microsoft® Windows Server® 2008 
Enterprise without Hyper-V™ 

Microsoft® Windows Server® 2008 
Standard 

Windows Server 2008 Standard 

または 

Windows Server 2008 Standard 
(64-bit )、 

Windows Server 2008 Standard 
(32-bit) 

Microsoft® Windows Server® 2008 
Standard without Hyper-V™ 

Microsoft® Windows Server® 2003 
R2, Enterprise x64 Edition 

Windows Server 2003 R2 Enterprise 

または 

Windows Server 2003 R2 Enterprise 
x64 、 

Windows Server 2003 R2 Enterprise 
x86 

Windows Server 2003 R2 

または 

Windows Server 2003 R2 

x64 、 

Windows Server 2003 R2 

x86 、 

Windows Server 2003 、 
Windows Server 2003 

x64 、 

Windows Server 2003 

x86 

Microsoft® Windows Server® 2003 
R2, Enterprise Edition 

Microsoft® Windows Server® 2003 
R2, Standard x64 Edition 

Windows Server 2003 R2 Standard 

または 

Windows Server 2003 R2 Standard 

x64 、 

Windows Server 2003 R2 Standard x86 

Microsoft® Windows Server® 2003 
R2, Standard Edition 

Microsoft® Windows Server® 

200 3, Enterprise x64 Edition 

Windows Server 2003 Enterprise 

または 

Windows Server 2003 Enterprise x64 、 
Windows Server 2003 Enterprise x86 

Microsoft® Windows Server® 

200 3, Enterprise Edition 

Microsoft® Windows Server® 

200 3, Standard x64 Edition 

Windows Server 2003 Standard 

または 

Windows Server 2003 Standard x64 、 
Windows Server 2003 Standard x86 

Microsoft® Windows Server® 

2003, Standard Edition 

Microsoft® Windows Server® 2003 
x64 Service Pack 2 

Windows Server 2003 Service Pack 2 

x64 

Service Pack 2 

Microsoft® Windows Server® 2003 
Service Pack 2 

Windows Server 2003 Service Pack 2 

x86 
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製品名称など 

本文中の表記 

Red Hat Enterprise Linux 5.3 
(for Intel64) 

RHEL5.3 (Intel64) 

RHEL5.3 


Red Hat Enterprise Linux 5.3 
(for x86) 

RHEL5.3 (x86) 


Red Hat Enterprise Linux AS 
(4.8 for EM64T) 

RHEL4.8-AS (EM64T) 

RHEL4.8 


Linux 

Red Hat Enterprise Linux ES 
(4.8 for EM64T) 

RHEL4.8-ES (EM64T) 

(EM64T) 

RHEL4.8 

Red Hat Enterprise Linux AS 
(4.8 for x86) 

RHEL4.8-AS (x86) 

RHEL4.8 


Red Hat Enterprise Linux ES 
(4.8forx86) 

RHEL4.8-ES (x86) 

(x86) 




商標および著住権について 


Microsoft 、 Windows、Windows Server 、 Hvper - V は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録 
商ネ亜古たは商標です。 J 

ィンテル、 Intel は、ァメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporation またはその子会社の商標または登録商 

埋ャォ 

Linux は 、 Linus Torvalds 氏の米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。 

Red Hat および Red Hat をベースとしたすベての商標とロゴは、米国およびその他の国における Red Hat , Inc . の商標ま 
たは登録商標です。 

ARCserve は、米国 CA , Inc . の登録商標です。 

その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。 

その他の各製品は、各社の著作物です。 

Copyright FUJITSU LIMITED 2009 
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第1章 


添付ソフトウェアの概要 


この章では、添付のソフトウェアの概要につい 
て説明しています。 
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1.1 ServerView Suite 


1-1 ServerView Suite 

ニヤ :: rrr 一::::.:::：:：:二-.::::.- — ——=== .二 === 二: 3 


ServerView Suite は、 OS のインストールを支援したり、サーバの管理や監視をし 
たりするソフトウェア群で、サーバのより安全で確実な運用を実現します。 
ServerView Suite は、次のソフトウェアなどで構成されています。 

■セットアップ支援ツール 

# ServerView Installation Manager ( SVIM ) 

サーバに os をインストールするときに使用するソフトウェアです。 

■ 高信頼 ツール 

# ServerView Operations Manager / ServerView エージェント 

サーバの状態を監視するソフトウェアです。 

# ServerView RAID 

アレイの管理や監視をするソフトウヱアです。 
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1.2 セツトアツプ支援ツール rServerView Installation Manager」 


1-2 セットアップ 支援 ツール 

rServerView Installation 
Manager 」 


ServerView Installation Manager ( SVIM ) は、サーバのセットアップを支援するソ 
フトウェアです。 

〇 S のインストール作業の簡素化、高信頼ツールや推奨ドライバの確実なインス 
トールを実現します。 

1.2.1 SVIM を使用したセツトアップの特長 


參アレイの自動構成 

RAID 管理ツールを使用することなく、 RAID レベルと使用するハードディスクの台数を指定 
してアレイを構成できます。 

• 高信頼ツールの一括インストール 

高信頼ツールを一括してインストールできます。ガイドモードではインストールする高信頼 
ツールを選択することもできます。 

參ドライバの自動インストール 

自動認識した拡張カードなどに対して、 0 S のインストール時に推奨ドライバをインストール 
できます。これにより、古いパージョンやサーバに対応していないドライパをインストール 
するなどの、ドライパのインストール間違いを防止します。 

參リモートインス!ル （ Windows のみ） 

0 S や Service Pack などインストールに必要なリソースをネットワーク上のサーバに格納し、 
ネットワーク経由で 0 S をインストールできます。 

1.2.2 SVIM のインストールモード 

SVIM には、次のインストールモードがあります。 

• クイックモード 

最低限の設定を行って 0 S をインストールする方法です。素早く簡単に 0 S をインストールし 
たい場合は、クイックモードをお使いください。 



► クイックモードは Windows Server 2008の Server Core インスIルには対応していません。 
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1.2 セツトアツプ支援ツール rServerView Installation Manager 」 


參ガイドモード 

セットアップ情報をウイザードに従って設定し、 0 S をインストールする方法です。クイック 
モードに比べて詳細な設定が可能です。 



► ガイドモードは Linux には対応していません。 


參リモートインストール 

OS や Service Pack などインストールに必要なリソースをネットワーク上のサーバに格納して 
おき、セットアップ対象のサーバをネットワーク起動 （ PXE ) して OS をインストールする 
方法です。 

サーバに DVD ドライブがない場合や、遠隔地のサーバに 0 S をインストールする場合に適し 
ています。 



► リモートインストールは Linux には対応していません。 

1.2.3 SVIM 対応 OS 


SVIM では次の 0 S をインストールできます。 

• Microsoft ® Windows Server ® 2008 Enterprise 

• Microsoft ® Windows Server ® 2008 Enterprise without Hyper - V ™ 

• Microsoft ® Windows Server ® 2008 Standard 

• Microsoft ® Windows Server ® 2008 Standard without Hyper - V ™ 

• Microsoft ® Windows Server ® 2008 Foundation 

• Microsoft ® Windows Server ® 200 3 R 2, Enterprise x 64 Edition 

• Microsoft ® Windows Server ® 200 3 R 2, Enterprise Edition 

• Microsoft ® Windows Server ® 2003 R 2, Standard x 64 Edition 

• Microsoft ® Windows Server ® 2003 R 2, Standard Edition 

• Microsoft ® Windows Server ® 2003, Enterprise x 64 Edition 

• Microsoft ® Windows Server ® 200 3, Enterprise Edition 

• Microsoft ® Windows Server ® 2003, Standard x 64 Edition 

• Microsoft ® Windows Server ® 2003, Standard Edition 

• Red Hat Enterprise Linux 5.3 (for Intel 64) 

• Red Hat Enterprise Linux 5.3 (for x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux AS (4.8 for EM 64 T ) 

• Red Hat Enterprise Linux AS (4.8 for x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux ES (4.8 for EM 64 T ) 

• Red Hat Enterprise Linux ES (4.8 for x 86) 
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1.2 セツトアツプ支援ツール rServerView Installation Manager 」 


PPOINT 

► サーバが対応していない OS はインストールできません。お使いのサーバの対応 0 S については 、サー 
パの『ユーザーズガイド』の「付録 A 本体仕様」をご覧ください。 

► 0 S と共にインストールできる Service Pack は 、 Windows Server 2003の Service Pack 2 です。 
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1.3 高信頼ツールの紹介 


1.3 高信頼 ツールの 紹介 


高信頼ツールは、サーバの運用において、システムの安定稼働のために総合力を発 
揮するソフトウェア群です。通常運用時からトラブル発生時の復旧まで、次の各 
ツールが役割を分担します。 

• 「 1.3.1 サーバ監視ツール」 （ —P.16) 

• 「1.3.2運用管理支援ツール」（― P .18) 

• 「1.3.3システム診断支援ツール」 （— P .18) 

- 「1.3.4遠隔保守支援ツール」（― P .19) 

. 「1.3.5 LAN ドライパ詳細設定ツール」 （— P .19) 



► お使いの OS により、サポートされていないツールがあります。お使いの環境で使用できる高信頼 
ツールについては ' 「 1.3.6 高信頼ツールがサボートする OS」 （— P.19) をご覧ください。 

1.3.1 サーバ監視 ツール 


サーバ監視ツールは、管理者に代わってハードウェアの状態を監視し、異常発生時には管理 
者に異常を通知します。 

■ サーバ異常の早期発見 「ServerView Operations Manager / 

ServerView エージエント」 

Server View Operations Manager / ServerView エージェントは、サーバの大切な資源を保護する 
ために、サーバのハードウェアの状態を監視するソフトウェアです。 

ServerView エージ ェントはハードウェアの監視機能、 ServerView Operations Manager は 
ServerView ェージェントからの情報を基に Web ブラウザで一括監視/集中管理を行うクライ 
アント機能を提供します。 

ServerView Operations Manager / ServerView エージェントを使用すると、ネットワ^ーク上の各 
サーバのハードウェアが常時監視下に置かれ、トラブルの原因となり得る異常が検出された 
場合には、管理者にリアルタイムに通知されます。これにより、サーバの管理者は早期に対 
応してシステムの異常を取り除き、トラブルを未然に防ぐことができます。 

• サーバ監視の重要性 

サーバを安全に運用するため、必ず ServerView Operations Manager によるサーバ監視を実施 
してください。冗長構成で運用しているサーバでも、異常に気づかず放置してしまうと、シ 
ステムの停止やデータの損失といった事態に陥る場合があります。冗長構成の部品が1つで 
も故障した段階で、確実に異常に対処する必要があります。 

ServerView Operations Manager / ServerView エージェントを使用しなかつた場合、次のような 
非常に危険な事態が発生することが予想されます。 


ソフトウェアガイド 

16 











1.3 高信頼 ツールの 紹介 


. アレイ異常監視 

アレイの異常を運用中に確認できません。アレイの異常を放置していると、マルチ DEAD 
によるシステム停止の原因となります。 

• メモリ監視 

メモリの Single Bit Error を運用中に確認できません。異常を確認するには、 BIOS セット 
アップユーティリティを使用しなければならないため、サーバを再起動する必要がありま 
す。このエラーを放置した場合、 Multi Bit Error に発展し、サーバの誤動作やシステム停止 
の原因となります。 

. ファン 監視 

ファンの異常（故障、停止）を運用中に確認できません。異常を確認するには、 BIOS セッ 
トアップユーティリティを使用しなければならないため、サーバを再起動する必要があり 
ます。ファンの異常を放置した場合、サーバ内部の温度が異常となり、サーバの誤動作や 
システム停止の原因となります。 

• 温度監視 

ファンの異常などによるサーバ内部の温度の上昇を運用中に確認できません。異常を確認 
するには、 BIOS セットアップユーティリティを使用しなければならないため、サーバを 
再起動する必要があります。温度の異常を放置した場合、サーバの誤動作やシステム停止 
の原因となります。 

• 電圧監視 

電圧の異常を運用中に確認できません。異常を確認するには、 BIOS セットアップユー 
ティリティを使用しなければならないため、サーバを再起動する必要があります。電圧の 
異常を放置した場合、サーバの誤動作やシステム停止の原因となります。 

• 電源監視 

電源の異常を運用中に確認できません。異常を確認するには、 BIOS セットアップユー 
ティリティを使用しなければならないため、サーバを再起動する必要があります。電源の 
異常を放置した場合、サーバの誤動作やシステム停止の原因となります。 

■ディスク異常の早期発見 「ServerView RAID 」 

ServerView RAID は、アレイの管理や監視を行うソフトウェアです。 

イベントが発生した場合、アプリケーションイベントログにイベントを記録します。また、 
管理画面にて、ハードディスクの故障、リビルド状況などを確認できます。 

■ 保守支援ツール rHRM/serverJ 

HRM/server は、システムの安定稼働を目的とし、保守作業の迅速かつ確実な実施を支援する 
ソフトウェアです。 

■ 定期交換部品の状況監視 「 RAS 支援サービス」 

RAS (Reliability, Availability, Serviceability) 支援サービスは、サーバの定期交換部品、消耗品 
の使用状況を監視し、交換時期を事前に通知するソフトウェアです。 

定期交換部品、消耗品の寿命による、サーバの故障を回避できます。 
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1.3 高信頼 ツールの 紹介 


1.3.2 運用管理支援ツール 

運用管理支援ツールは、サーバの運用が正常に行われるようにするための装置の管理を支援 
します。 

■ テープ装置の管理 「Tape Maintenance Advisor 」 

Tape Maintenance Advisor は、テープ装置の運用時間に応じてへッドクリーニングの時期を通 
知するソフトウエアです。 

1.3.3 システム診断支援ツール 


システム診断支援ツールは、通常の運用時やトラブル発生時などにシステム状態の診断を支 
援します。 

■ ドライバと高信頼ツールの更新 rUpdateAdvisor (本体装置)」 

UpdateAdvisor (本体装置）は、 サーバを 最新の状態に更新するためのソフトウェアです。 
サーバに インス トールされ ている ドライバ や 高 信頼 ツールに 対する修正 モジュールの 最新 版 
を、 まとめて更新できます。 

■ トラブルの早期解決 rPROBEPROJ 

PROBEPRO は、トラブルが発生したときに、サポート要員がトラブル発生前後のシステム環 
境の変更点や特異点を客観的に特定し、トラブル解決をより迅速に行うことを目的としたソ 
フトウェアです。 

PROBEPRO は、 システムの トラブル発生に備えて、 システム 稼働中に システム 情報（モ 
ジュール 情報、 レジス トリ情報、 パフォーマンス 情報） を 収集します。 

収集したパフォーマンス情報から、システム全体やプログラム単位のメモリ使用量をグラフ 
に作成できます。 

■ トラブルの早期解決 「 DSNAP 」 

DSNAP は、サーバ環境情報などの障害調査用資料を一括して採取するためのソフトウェアで 
す。 

システムファイルの 構成情報や主要な レジストリの 設定、イベントログを コマンド ライン操 
作で容易に採取できます。 

DSNAP は、システムに問題が発生したときに、サポート要員がお客様のシステム•ソフト 
ウェア構成および設定状況を正確に把握し、調査を円滑に進めるために使用します。 


■ トラブ^/の早期解決「ソフトウェアサポートガイド」 

ソフトウェアサポートガイドは、ソフトウェアトラブルの発生時に、トラブルの原因を調査 
するうえで必要な情報を採取するためのソフトウエアです。 
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1.3 高信頼 ツールの 紹介 


1.3.4 遠隔保守支援ツール 

遠隔保守支援ツールは、遠隔地からのサーバの保守を支援します。 


■サポートサービス 「REMCS エージ エント」 

REMCS エージェントは、弊社サポートセンターとの連携サービス（リモート保守サービス） 
をご利用になるときに使用するソフトウェアです。 

1.3.5 LAN ドライバ詳細設定ツール 


LAN ドライバ詳細設定ツールは、チーム化（ロードパランス）機能や VLAN 構成など、 
LAN に関する詳細な設定を行います。 

■ LAN ドライバの詳細設定 「 Intel ® PROSet 」 

Intel ® PROSet は、複数の LAN ポートでチーム化機能を使用する場合や、 VLAN を構成する 
場合などに、 LAN ドライパの詳細な設定を行うソフトウェアです。 


1.3.6 高信頼 ツールがサボー トする 0 S 


高信頼ツールのサポート 0 S は次のとおりです。 


〇：サポートしています。 
一：サポートしていません。 


高信頼ツール 

Windows Server 2008 

Windows Server 2003 

Linux 

フル 
インス 
卜ール 

Server 

Core 

インス 

1— ル 

x64 

x86 

x86 

Intel64 

EM64T 

Server view Operations 

Manager (Apache 版) 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 [注 1] 

ServerView Operations 

Manager (IIS 版） 

〇 [注 2] 

— 

— 

〇 

— 

— 

ServerView エ' — ジェント 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ServerView RAID 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

RAS 支援サービス 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

HRM/Server 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

REMCS エージェント 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

UpdateAdvisor (本体装置） 

〇 

〇 

〇 

〇 

—[注 3] 

DSNAP 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

PROBEPRO 

- 

— 

- 

〇 

— 

- 

Tape Maintenance Advisor 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

ソフトウュアサポートガイド 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

— 
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1.3 高信頼ツールの紹介 


高信頼 ツール 

Windows Server 2008 

Windows Server 2003 

Linux 

フル 
インス 
卜ール 

Server 

Core 

インス 
卜ール 

x64 

x86 

x86 

Intel64 

EM64T 

Intel® PROSet 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 


注1: Web ブラウザを使用した画面表示はできません 。 ServerView Operations Manager の画面表示を行う場合は、別 
のサーバ/バソコンの Web ブラウザを使用してください。 

注2 : Windows Server 2008 (64- bit ) には対応していません。 

注3 : Linux をお使いの場合は、『サポート&サービス』をご覧ください。 
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1.4 SVIM でインストールされる高信頼ツール 


1.4 SVIM でインストールされる高信頼 
ツ-ル 


高信頼ツールは、 SVIM の「アプリケーションウイザード」で指定することにより、一括し 
てインストールできます。 

• 「1.4.1 Windows の場合」（― P .2 1 ) 

. 「1 .4.2 Linux の場合」（― P .22) 

1.4.1 Windows の場合 


各モードでの新規インストールおよび Windows インストールタイプでの、高信頼ツールのイ 
ンスト ーノレ設定は次のとおりです。 

〇:自動でインストールされます。 

△:インストールする場合、選択が必要です。初期状態では選択されています。 
▲:インストールする場合、選択が必要です。初期状態では選択されていません。 
-:手動でインストールしてください。 


高信頼 ツール 

新規インストール 

Windows インス 1 —ル 
タイプの開封 

クイック 

モード 

ガイド 

モード 

Windows 

Server 

2008 

Windows 

Server 

2003 

Server view Operations Manager (Apache 欣ノ 

〇 

A 

A 

A 

ServerView Operations Manager (IIS 版) 

— 

A [注] 

— 

— 

ServerView エ' — ジェント 

〇 

〇 

〇 

〇 

ServerView RAID 

〇 

△ 

△ 

A 

RAS 支援サービス 

〇 

A 

A 

A 

HRM/Server 

〇 

A 

A 

A 

REMCS エージェント 

〇 

A 

A 

A 

UpdateAdvisor (本体装置） 

〇 

A 

〇 

〇 

DSNAP 

〇 

A 

〇 

〇 

PROBEPRO 

- 

▲ 

- 

▲ 

Tape Maintenance Advisor 

- 

— 

▲ 

- 

ソフトウュアサ ポー トガイド 

〇 

A 

〇 

〇 

Intel® PRO Set 

〇 

〇 

〇 

〇 


注 ： Windows Server 2008 (64- bit)、Windows Server 2003 x 64 では選択できません。 



► OS でサポートされていないツールはインストールされません。 
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1.4 SVIM でインストールされる高信頼ツール 


■ 高信頼ツールのインストールにおける留意事項 

• SVIM を使用したインストールでは、 ServerView エージェントは選択を解除できません。 

• ServerView Operations Manager の全機能を利用するには、 「 Java 2 Runtime Environment 
Standard Edition J および 「 Web サーバ」のインストールが必要です。 SVIM を使用したイ 
ンストールの場合、「 Java 2 Runtime Environment Standard Edition 」 は同時にインストールさ 
れます。 「 Web サーバ」は、選択したメニューにより次のいずれかがインストールされま 
す。 

• ServerView Operations Manager (Apache 版）を選択した場合 

ServerView Web-Server (Apache for Win 32 べ^ースの ServerView 専用 Web サーバ）がイン 
ストールされます。 

• ServerView Operations Manager (IIS 版）を選択した場合 

Windows の IIS がインストールされます。ただし、 IIS が存在しないためインストールで 
きない場合は 、 ServerView Web - Server がインストールされます。 

1.4.2 Linux の場合 


クイックモードでの新規インストールおよび Linux インストールタイプでの、高信頼ツール 
のインストール設定は次のとおりです。 


〇:自動でインストールされます。 

一：手動でインストールしてくださし、。 


高信頼 ツール 

クイックモード 

Linux インス 1 ルタイプ 

ServerView Operations Manager 

〇 

— 

ServerView エ'ーシェント 

〇 

— 

ServerView RAID 

〇 

〇 

RAS 支援サービス 

〇 

— 

HRM/Server 

〇 

— 

REMCS エージェント 

〇 

— 

lape Maintenance Advisor 

- 

- 


■ 高信頼ツールのィンス I ^ールにおける留意事項 

ServerView Operations Manager の全機能を利用するには、 「 Java 2 Runtime Environment Standard 
Edition 」 および 「 Web サーバ」のインストールが必要です。 SVIM を使用したインストール 
の場合、「 Java 2 Runtime Environment Standard Edition J および「 Web サ^ー バ」は同時にインス 
トールされます。 
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第 2 章 


OS インストール前の確認 


この章では、 os をインストールする前のサー 
パの準備、および注意事項について説明してい 
ます。 0 S をインストールする前に、必ずお読 
みください。 


2.1 サーバの準備 . 24 

2.2 インストール方法の選択 . 26 

2.3 インストール前の留意事項 . 31 
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2.1 サーバの準備 


2.1 サーバの準備 


0 S をインストールする前に必要なサーバの準備について説明します。 

2.1.1 ハードウェアの設定 


■オプションの取り付け 

カスタムメイドサービスを使用せずに別途ご購入されたオプションがある場合は、 OS のイン 
ストール前に取り付けます。ただし、 OS のインストール先以外のハードディスクは、ここで 
は取り付けないでください。オプションの取り付け方法については、サーバの『ユーザーズ 
ガイド』の「第2章内蔵オプションの取り付け」をご覧ください。 

■ アレイ構成の削除 

0 S のインストール先以外のアレイ構成済みハードディスクをサーバに接続してお使いになる 
場合、 0 S のインストール前にアレイ構成を削除してください。アレイ構成を削除しないと 
0 S のインストールが正常に行われない可能性があります。なおアレイ構成の削除によりデー 
夕も失われますので、再インストールの場合などデータが存在している場合は、必要に応じ 
てデータのバックアップを行ってください。 

アレイ構成を削除する方法については、「アレイ コントローラ ドキュメント& ツール CD 」 内 
の マニュアルを ご覧ください。お使いの サーバの アレイ コントローラと ご覧になる マニュア 
ル名称については、 「アレィ構成に ついて」 （― P.31) をご覧ください。 

■ 外付けストレージの接続について 

外付けの SCSI / SAS オプション装置、 ETERNUS などの外付けストレージシステム 、 USB 
ストレージデバイス （ USB フロッピーディスクドライブおよび USB DVD ドライブは除く） 

は、 0 S のインストール時には接続しないでください。接続していると OS のインストールが 
正常に行われない可能性があります。 

■ 内蔵データカートリッジドライブユニットを使用する場合 

内蔵データカートリッジドライブ ユニッ トが搭載されている場合、 0 S のインストール前に 
データカートリッジを取り出してください。データカートリッジが入っていると 0 S のイン 
ストールが正常に行われない可能性があります。 

■ LAN への接続 

0 S のインストールが正常に行われるために、インターネットに接続していない LAN にサー 
パを接続してください。 
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2.1 サーバの準備 


■ USB DVD ドライブ、 USB フロッピーディスクドライブの接続 

SVIM を使用して 0 S をインストールするには DVD ドライブが必要です。サーバに DVD ド 
ライブが搭載されていない場合は 、 USB DVD ドラィブを接続してください。 
コンフィグレーションファイルをフロッピーディスクに保存する場合や、作成済みのコン 
フィグレーションファイルを利用して、インストールを行う場合は、フロッピーディスクド 
ライブも必要です。サーバにフロッピーディスクドライブが搭載されていない場合は 、 USB 
フロッピーディスクドライブを接続してください。 



► PRIMERGY TX100 S1 をお使いで、インス！ル中にアレイを構成する場合または Windows Server 
2008 (64-bit) / Windows Server 2008 Foundation をインス I ルする場合は、 USB フロッピーデイ 
スクドライブまたは USB メモリが必要になります。 

お使いのサーバで使用可能な USB DVD ドライブ、 USB フロッピーディスクドライブ 、 USB 
メモリについては、 「 PRIMERGY 」 ページの「システム構成図」 （ http :// primeserver . fuj _ itsu . com / 
primergy / system . html ) をこ覧、たさい。 

2.1.2 BIOS の設定 


次の場合は、 BIOS の設定が必要です。それぞれの詳しい設定方法については、サーバの 
『ユーザーズガイド』の「3.3事象別 BIOS 設定」をご覧ください。 

• リモートインストールを行う場合 

リモートインストールを行う場合は、ネットワーク起動 （ PXE ) を有効に設定し、デバイ 
スの起動順位を変更してください。またネットワーク起動 ( PXE ) をする LAN ポートの 
MAC . アドレスを確認してください。確認した MAC . アドレスは忘れないように書き留めて 
おいてください。 

• SVIM を使用して Windows Server 2008 (64- bit ) をインス I >— ルする場合 

SVIM を使用して Windows Server 2008 (64- bit ) をインストールするとき、コンフィグレー 
シヨンファイルをフロッピーディスクに保存する場合は、デパイスの起動順位を変更して 
ください。起動順位を変更しないと、自動インストールが途中で止まってしまいます。 
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2.2 インストール方法の選択 


2.2 インストール方法の選択 


〇 S をインスト_ルする方法を選択します。 

PPOINT 

► Windows インストールタイプを開封する方法については、『はじめにお読みください』をご覧くださ 
い。 

2.2.1 新規にインストールする場合 

次の フローチャートを 参考に、 インストールの 方法を決定してください。 
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2.2 インストール方法の選択 


PPOINT 

► Windows を手動で インストール する場合は、 「 PRIMERGY 」 ページの 「マニュアル」 ( http :// 
primeserver . fujitsu . com / primerqy / manual . html ) から、モデル名および発表時期を選択して、 『0 S の手 
動 インストー ル』をご覧ください。 

► Linux を手動でインストールする場合は、次の手順で『インストールガイド』をご覧ください。 

1. 「PRIMERGY」 ページの「ダウンロード」 (http://primeserver.fujitsu.com/primerqy/downloads/) 

で、「ダウンロード検索」をクリックします。 

2. お使いのサーバの製品名、型名、 0 S を選択し、「添付ソフト/ドライバ名称」に「インストール 
キット」と入力して「検索開始」をクリックします。 

3. インストールキットをダウンロードします。 

4. ダウンロードしたインストールキット （ tar . gz 形式）を展開します。 

2.2.2 再インストールする場合 


以前にガイドモードでインストールを行い、コンフィグレーションファイルをフロッピー 
ディスクに保存していた場合、同じ設定で os を再インストールすることができます。 

以前のイ ンス トール時に作成した コンフイ グレー シヨン ファイルを使用した再イ ンス トール 
は次の手順で行います。 



► 再インストールを行うと、それまでのディスク内容はすべて消去されます。 

必要なデータやシステム構成などは、あらかじめバックアップしておいてください。また OS のイン 
ストール後に別途インス！ルしたドライバやソフトウェアなどは、 0 S の再インストール後、再度 
インス I ルを行ってください。 

► オプション装置を搭載または接続した状態で再インストールする場合の注意事項については、 「2.1.1 
ハードウェアの設定」（― P .24) をご覧ください。 

► 以前に使用した SVIM のバージョンと、今回使用する SVIM のバージョンが同じである必要があ y ま 


す。 


1 サーバの電源を入れて、すぐにスタートアップディスクをセットします。 

しばらくするとコンフィグレーションファイルの保存先を選択する画面が表示されま 
す。 

2 以前のインストール時に使用したフロッピーディスクをセットして、「口一力 
ルドライブ」と 「 A :」 が選択されていることを確認し、「次へ」をクリックし 
ます。 

「Installation Manager の初期化処理を実行中」画面が表示され、 SVIM の初期化処理が 
開始されます。ハードウェアの構成により、初期化処理には数分かかる場合がありま 
す。 

初期化処理が終了すると、「自動インストール用コンフィグレーションファイルを見つ 
けました。」という画面が表示されます。 
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2.2 インストール方法の選択 


3 「開始」をクリックします。 



「自動インストールを開始します。」というメッセージが表示されます。 

4 「OKJ をクリックします。 

以降は、 「3.2ガイドモード」 （— P .43)_ の 手順10 へ進み、インストールを続けてください。 
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2.2 インストール方法の選択 


2.2.3 2台目以降にインストールする場合 


1台目のインストールをガイドモードで行い、コンフイグレー シヨ ンファイルをフロ ッ ピー 
ディスクに保存していた場合、同じ構成の別のサーバに、同じ設定で os をインストールす 
ることができます。 

1台目のインストール時に作成したコンフィグレーションファイルを使用した 0 S のインス 
トールは次の手順で行います。 



► 1台目で使用した SVIM のバージョンと、2台目以降で使用する SVIM のバージョンが同じである必要が 
あります。 

►ガイドモードで変更の必要がある項目は次のとおりです。 


画面名 

設定項目名 

変更の必要性 

基本設定 

コンピュータ名 

1台目と2台目以降が同じネットワーク上 
にある場合は、変更が必要です。 

プロダクト キー 

変更が必要です 。[注 ] 

TCP / IP システム 
(Windows Server 2008の場合） 

IP アドレス 

DHCP サーバを使用しない環境で、1台目 
と2台目以降が同じネットワーク上にある 
場合は、変更が必要です。 

ネットワークの設定 
(Windows Server 2003の場合） 


注：サーバに添付の 0 S インストールディスクをお使いの場合は、プロダクトキーの入力は不要です。 

1 サーバの電源を入れて、すぐにスタートアップディスクをセットします。 

しばらくするとコンフィグレーションファイルの保存先を選択する画面が表示されま 
す。 

2 1台目のインストール時に使用したフロッピーディスクをセットして、「口一 
カルドライブ」と 「 A :」 が選択されていることを確認し、「次へ」をクリック 
します。 

「Installation Manager の初期化処理を実行中」画面が表示され、 SVIM の初期化処理が 
開始されます。ハードウェアの構成により、初期化処理には数分かかる場合がありま 
す。 

初期化処理が終了すると、「自動インストール用コンフィグレーションファイルを見つ 
けました。」という画面が表示されます。 
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2.2 インストール方法の選択 


3 「中止」をクリックします。 



以降は、 「3_2ガイドモード」 _(— P .43) の 手順3 へ進み、インストールを続けてください。 



► 「3.2ガイドモード」 （— P .43) の 手順5 では、「以下のコンフィグレーシヨンファイルでインストール 
を開始します。」で、 「 serstartbatch . xml 」 を選択してください。 
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2.3 インストール前の留意事項 


2.3 インストール前の留意事項 


0 S のインストールを開始する前に、留意事項をご確認くださし、。 


2.3 ■丄アレイを構成するときの留意事填 

アレイを構成する場合は、次の事項をあらかじめご確認ください。 

■ アレイ構成について 

アレイコントローラ により構成可能な RAID レベルは 異なります。詳しくは、 「アレイコント 
ローラドキュメント & ツール CD 」 内のマニュアルを ご覧ください。 

各アレイコントローラと、対応するマニュアル 名称、構成可能な RAID レベルは次のとおり 
です。お使いのサーバで 使用して いるアレイコントローラは、サーバの『ユーザーズ ガイド』 
の 「付録 A 本体仕様」 で ご確認ください。 


アレイコントローラ 

マニュアル名称 

構成可能な RAID レベル 

SAS コントローラ 
(integrated Mirroring SASj 

Integrated Mirroring SAS ユーザーズガイド 

1 

SAS アレイコントローラ 
(MegaRAID SAS ) 

MegaRAID SAS ューザーズガイド 

0 / 1 / 1+0 / 5 / 6 

オンボードソフトウエア RAID 
(Embedded MegaRAID SATA ) 

Embedded MegaRAID SATA ユーザーズガイド 

0/1 


■ PRIMERGYTX 100 S 1 をお使いの場合 

SVIM を使用して新規にアレイを構成することはできません。 SVIM を実行する前に、 
WebBIOS でアレイを構成してください。詳しくは、「アレイコントローラドキュメント& 
ツール CD 」 内の 「MegaRAIDSAS ユーザーズ ガイド」の「第2章アレイの構成と 管理 
[ WebBIOS ] 」をご覧ください。 

■ アレイの構成実績のあるハードディスクを使用する場合 

アレイの構成実績のあるハードディスクには、不要なパーティシヨン情報やアレイ構成情報 
が書き込まれていることがあり、それにより予期せぬ問題が発生することがあります。アレ 
イの構成実績のあるハードディスクを使用する場合は、あらかじめそのアレイを構成したシ 
ステムで口'ー レベルフオ'—マツ トを行 つてく ださい。口' — レベルフオ'—マツ トの方法に つい 
ては、使用するシステムに添付のマニュアルをご覧ください。 

■ディスク台数について 

設定したディスクの台数（ホットスペアありの場合は+1台）より実際に搭載されている台数 
が少ない場合、 SVIM での自動インストールは エラーで 終了してしまいます。 
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2.3 インストール前の留意事項 


設定したディスクの台数より実際に搭載されている台数が多い場合、設定どおりに構成され、 
余ったディスクはスタンバイディスクになります。 

■ ロジカルドライブサイズの上限 

0 S のインストール先として、ドライブサイズが 2 TB 以上のロジカルドライブを指定した場 
合、 SVIM での自動インストールはエラーで終了してしまいます。 

あらかじめ 0 S インストール 先の ロ ジ カルドライブを 2 TB 未満に構成し 直して ください。 
詳しくは、 「アレイコントローラドキュメント&ツール CD 」 内の マニュアルを ご覧くださ 
い。 お使いのサーバの アレイコントローラと ご覧になる マニュアル 名称に ついては、 「アレィ 
構成に ついて」 （— P .31) をご覧ください。 

2.3.2 SVIM のご使用にあたって 


SVIM を使用してインストールを行う場合は、次の事項に注意してください。 


■ソフトウェア説明書について 

本書で説明する事項以外で参考となる情報や留意事項は、『ソフトウェア説明書』に記載され 
ています。 SVIM をお使いになる前に必ずお読みください。 

『ソフトウェア説明書』は、 「 ReadMe . txt 」 というファイル名で、スタートアップディスクの 
ルートフォルダに格納されています。テキストェディタなどでご覧ください。 

■ マウスの用意 

SVIM の操作は、主にマウスを使用します。 【 Tab 】 キーおよびカーソルキーで項目の移動な 
どが行えない場合があります。 SVIM ご使用時には、必ずマウスをご用意ください。 


■ フロッピーディスクの用意 

SVIM を使用して OS をインストールする場合、設定した情報をコンフィグレーションファイ 
ルとしてフロッピーディスクに保存できます。保存したコンフィグレーションファイルは、 
「22.2再インストールする場合」 （— P .27) や、 「2.2.3 2台目以降にインストールする場合」 

い P .29) で、利用できます。 

コンフィグレーションファイルをフロッピーディスクに保存する場合は、フォーマット済み 
のフロッピーディスクを1枚用意してください。 


► PRIMERGYTX100S1 をお使いで、インス!ル中にアレイを構成する場合または Windows Server 
2008 (64-bit) / Windows Server 2008 Foundation をインス I ルする場合は、フロッピーディスク 
または USB メモリが必要になります。 

► コンフィグレーションファイルのファイル名は任意に指定できますが、インストールするときに使用 
できる名前は 「SerStartBatch.xml」 のみです。 
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2.3 インストール前の留意事項 


■ 添付ディスクについて （Windows Server 2003 R 2 のみ） 

サーバに添付されている OS インストールディスクには 、 Service Pack 2は含まれていません。 
SVIM を使用してインストールを行う場合は、「オペレーティングシステムのインストール」 
画面で「 ServicePack 1 J を選択してください。 
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第 3 章 


Windows のインストール 


この章では、サーバに Windows をインスI 
ルする方法について説明しています。 


3.1 クイックモード . 35 

3.2 ガイドモード . 43 

3.3 リモートインストール . 59 
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3.1 クイックモード 


3-1 クイックモード 


最低限の設定を行って 0S をインストールする方法です。素早く簡単に 0S をイン 
ストールしたい場合は、クイックモードをお使いください。 



► クイックモードは Windows Server 2008の Server Core インスIルには対応していません。 

► Windows Server 2003をインストールする場合、自動的に Service Pack 2がインストールされます。 

1 サーバの電源を入れて、すぐにスタートアップディスクをセツトします。 


しばらくするとコンフィグレーションフアイルの保存先を選択する画面が表示されま 
す。 


2 「RAM ディスク」を選択し、「次へ」をクリックします。 



► PRIMERGYTX100S1 をお使いで、インス!'•ール中にアレイを構成する場合または Windows 
Server 2008 (64-bit) / Windows Server 2008 Foundation をインス I —ルする場合は、フォー 
マット済みのフロッピーディスクまたは USB メモリをセットし、「口ーカルドライブ」を選択 
して、セットしたドライブを選択します。 


p POINT 

► 「システムがリブートされると全ての設定情報は失われます。」というメッセージが表示される 
場合がありますが、「はい」をクリックしてください。 
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3.1 クイックモード 


「 InstallationManager の初期化処理を実行中」画面が表示され、 SVIM の初期化処理が 
開始されます。ハードウェアの構成により、初期化処理には数分かかる場合がありま 
す。 

初期化が終了すると、「ようこそ ServerView Installation Manager へ」画面が表示されま 

す。 


3 「 Deployment 」 をクリックします 0 



「 Installation Manager Deployment Process Selection 」 画面が表不されます。 
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3.1 クイックモード 



戻 S I | | 


5 


「オペレーティングシステムのインストール」画面が表示されます。 

インストールする 0 S を選択し、「次へ」をクリックします。 
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3.1 クイックモード 



► Service Pack には、インス！ルに使用する OS インストールディスクのサービスパックレべ 
ルを指定します。 

-サーバに添付の Windows Server 2008インストールディスクを使用する場合 
「ServicePack なし」を選択してください。 

-サーバに添付の Windows Server 2003 R2 インストールディスクを使用する場合 
rServicePack1j を選択してください。 


「 RAID とディスクの構成」画面が表示されます。 


6 次の手順で RAID とディスクの構成を設定します。 

►新規にアレイを構成する場合 

1. 「 RAID コントローラ0」の「新規に RAID を構築する」を選択します。 

2. 「 RAID レベル」と「ブートパーティションサイズ」を設定し、「次へ」をクリツ 
クします。 

「RAID レベル」 で「自動」を選択した場合、搭載されているディスク数に応じて 
次の RAID レベルで構成されます。 


ディスク数 

RAID レベル 

2 

RAID 1 

3 

RAID 5 

4以上 

ホットスペア付 RAID 5 


既存のアレイはすべて削除され、ロジカルドライブ0にパーティシヨンが1つ作 
成されます。 


— U ケ ^- 


ServerView Installation Manager 


\M Configurati' 

Q RAID とデイスク 0) 
D Windcv.-： 3X 
Q 廳 


MS Windows Server 2008 

RAID とディスクの構成 


也檐成可篇な RAID レペル 13RAID コントロ-ラがサボートしXI レのみです。 

K 存の RAID 格成？使用する埔合Iま r ロジカルドライプ J を還択して 


f RAID コントローラ0: LSI 1064 e 4-port SAS Controller 


r ロジカルドライプ0: Islloglcloglcal volume 3000 

A 新規！こ RAID を構装する：<既存の RAID 構成は全て則除枕はす。〉 
RAID レペル： |自助 こ] 

プ - トティ':^ンサイズ：| 全てのディスり ：! 



厳」次へ」 r 和ン 
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3.1 クイックモード 


►既存のアレイを使用する、またはアレイを構成しない場合 

1. 「 RAID コントローラ0」の「ロジカルドライブ0」を選択します。 

2. 「ブートパーティションサイズ」を設定し、「次へ」をクリックします。 

ロジカルドライブ0にパーティションが1つ作成されます。 



p POINT 

► 作成されるパーティションは次の設定になります。 
■ ボリュームラべル: system 
■ ファイルシステム : NTFS 
■ パーティシヨンの利用形態: Boot および〇 S 

「 Windows の設定」画面が表示されます。 
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3.1 クイックモード 


7 インストールする OS の情報を設定し、「次へ」をクリックします。 

サーバに添付の OS インストールディスクをお使いの場合は、プロダクトキーを入力 
しないでください。 



「設定内容の確認」画面が表示されます。 


8 設定内容を確認し、「インストール開始」をクリックします。 


ServerView Installation Manager 



「Installation Manager インスト'—ルモ'ード」画面が表示され、10秒後に自動的にインス 
トールが開始されます。 
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3.1 クイックモード 


p POINT 

► アレイを新規に構成するように設定した場合は、ここでシステムが再起動します。再起動後 
セットアップが継続されますのでそのままお待ちください。 

9次のディスクをセットするようメッセージが表示された場合は、そのデイス 
クをセットし、「〇 K 」 をクリックします。 

• 「アレイコントローラドキュメント&ツール CD」 

• OS インストールディスク 

• Service Pack CD 

• スタートアップディスク 

pPOINT r 

► Windows Server 2003の場合、使用許諾の画面が表示されます。内容をご確認のうえ、「同意 
する」をクリックしてください。 

ファイルのコピーが終了すると、「システムが再起動します」というメッセージが表示 
されます。 

10 CD/DVD を取り出し、「〇 K 」 をクリックします。 


XJ 


4 システムが再起勒します。 

全てのメディアを取り出して下さ U 
一 (フ□ツビーディスク、 CD / DVD、USB メモリ、… 


OK 


システムが再起動し、設定に従って自動的にインストールが行われます。インストー 
ルが完了するまで、何度かシステムは再起動します。 



► Windows Server 2008 (64-bit) で、フロッピーディスクをセットしている場合は、インストール 
が完了するまでフロッピーディスクを取り出さないでください。取り出してしまうと、自動イ 
ンストールが止まってしまいます。 

► Windows Server 2008 (64-bit) で、 USB メモリをセットしている場合は、再起動後コンフィグ 
レーシヨンファイルの保存先を選択する画面が表示されます。「口ーカルドライブ」を選択し、 
USB メモリがセットされているドライブを選択して、「次へ」をクリックしてください。イン 
ストールが続行されます。 

► インストールが完了するまでマウスおよびキーボード操作を行わないでください。インストー 
ルに失敗する場合があります。 
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3.1 クイックモード 


11 すべてのインストールが完了したら、 0 S の種類に応じて次の操作を行いま 


す。 


► Windows Server 2008の場合 

「 Windows のセットアップ」画面が表示されます。 

1. 設定を確認して「次へ」をクリックします。 

「ライセンス条項」画面が表示されます。 

2. 内容をご確認のうえ、「ライセンス条項に同意します」にチェックを付け、「次へ」 
をクリックします。 

「ありがとうございます」画面が表示されます。 

3. 「開始」をクリックします。 

しばらくするとログオン画面が表示されます。 

4. 設定したパスワードを入力してログオンします。 

► Windows Server 2003の場合 

インスト'ール完了のメッセ'—ジが表示されます。 

1. 【 Enter 】 キーを押します。 

2. 「スタート」ボタン—「シャットダウン」の順にクリックし、「再起動」を選択し 
ます。 

3. オプションを選択し、 「 OK 」 をクリックします。 

再起動後、設定したパスワードを入力してログオンします。 

以上でサーバのセットアップは完了です。 

サーバの運用を開始する前に 「第4章 Windows インストール後の操作」 （— P .75) をご覧に 
なり、必要な操作を行ってください。 
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3.2 ガイドモード 


3.2 ガイドモード 


セットアップ情報をウィザードに従って設定し、 0 S をインストールする方法です。 
クイック モー ドに比べて詳細な設定が可能です。 

1 サーバの電源を入れて、すぐにスタートアップディスクをセツトします。 

しばらくするとコンフィグレーションファイルの保存先を選択する画面が表示されま 
す。 


2コンフィグレーションファイルの保存先を指定して「次へ」をクリックしま 


す。 

通常は 「 RAM ディスク」を選択します。 

コンフィグレーションファイルをフロッピーディスクに保存する場合は、フォーマット 
済みのフロッピーディスクをセットし、「ローカルドライブ」と 「 A :」 を選択します。 



► PRIMERGYTX100S1 をお使いで、インス！ル中にアレイを構成する場合または Windows 
Server 2008 (64-bit) / Windows Server 2008 Foundation をインス I —ルする場合は、フォー 
マット済みのフロッピーディスクまたは USB メモリをセットし、「口ーカルドライブ」を選択 
して、セットしたドライブを選択します。 

p POINT 

►「RAM ディスク」を選択した場合、「システムがリブートされると全ての設定情報は失われま 
す。」というメッセージが表示されますが、「はい」をクリックしてください。 

► 〇 S や Service Pack などのリソースをネットワーク上のサーバの共有フォルダから取得する場 
合は、「リモートインストールを行う」にチェックを付け、 IP アドレスの設定をします。 
この場合、あらかじめリモートリソースサーバを準備しておく必要があります。詳しくは、 
「3_3_4」J モートリソースサーバの準備」 _(—R69) をご覧ください。 
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3.2 ガイドモード 



「 InstallationManager の初期化処理を実行中」画面が表示され、 SVIM の初期化処理が 
開始されます。ハードウェアの構成により、初期化処理には数分かかる場合がありま 
す。 

初期化が終了すると、「ようこそ ServerView Installation Manager へ」画面が表示されま 
す。 

3 「 Deployment 」 をクリックします。 





「 Installation Manager Deployment Process Selection 」 画面が表不されます。 
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3.2 ガイドモード 



猫 I 次へ』 ゃ ( C / te ; レ」 

「オペレーティングシステムのインストール」画面が表示されます。 
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3.2 ガイドモード 



► Service Pack には、インス！ルに使用する OS インストールディスクのザービスパックレべ 
ルを指定します。 

■ サーバに添付の Windows Server 2008インストールディスクを使用する場合 
「ServicePack なし」を選択してください。 

■ サーバに添付の Windows Server 2003 R2 インストールディスクを使用する場合 
rServicePack1j を選択してください。 


「 RAID とディスクの構成」画面が表示されます。 


6 次の手順で RAID とディスクの構成を設定します。 

1.「 RAID コントローラ」の左の 「+ J をクリックします。 

RAID コントローラの詳細が表示されます。 

• 新規にアレイを構成する場合 

「既存の RAID 構成を使用する」のチェックを外し、アレイを構成します。既 
存のアレイはすべて削除されます。 

「構成モード」で「自動」を選択した場合、搭載されているディスク数に応じ 
て次の RAID レベルで構成されます。 


ディスク数 

RAID レベル 

2 

RAID 1 

3 

RAID 5 

4以上 

ホットスペア付 RAID 5 
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3.2 ガイドモード 


既存のアレイを使用する、またはアレイを構成しない場合 
「既存の RAID 構成を使用する」にチェックを付けます。 


FU ^ TSU ServerView Installation Manager 


isi Configuratio 

田 Gl raid とデイス!! XD 
<■ Q Windows 2008 Ser 
アブリケ 
® Q 設定内？ 


MS Windows Server 2008 

RAID とディスクの構成 

A n - ドディスク上に®る全て則除汾ほす。 

Note : 構成可徒な RAID レペルは RAIDZ ] ントロ-ラがサボ-卜し - a ^ RAID レペルのみです。 
搭瞬れて W 全て听イス： 

ディスク数を直格指定する埸 


日 - RAID] ント0~ラ ： LSI 1064 e 4 -port SAS Controller 


RAID コントローラ： 
トロ-ラ: 

コントロ- 55 K ナ 
：3> トローラ番号： 


[ ibl/Mylex Raid Controller 


I Lbl 1U:4e 4-p'ji 1oHb L'Oiilifilter 


(苡存 の RAID 福成を使用する 


RAID «® 用 um tfg 合も S 折します。 




搞成モ-ド 

<5■自勅手 * b 

RAID レペル： 

| RAID 1 

ディスク©: 

FJ 

ホットスペア： 

f ' 使用する f a 礼ない 


通用 L UtohJ 


| デ v *7 ク 1 Isilogiclogical volume 3000 




辭 I » 八 | J 


2. 「適用」をクリックします。 

3. 「パーティションの追加」をクリックします。 

パーティションが追加されます。必要な数のパーティションを追加してください。 

4. 各パーティションの左の「+」をクリックします。 

初期値が設定されていますので、必要に応じて設定を変更し、「適用」をクリック 
します。 



Configuratio I 

田 Gl RAID とデイスクの I 
田 〇 Windows 2008 Ser I 
田 €3 アブリ•プーンヨン I 
® D 設定内容の確認 


MS Windows Server 2008 

RAID とディスクの構成 


I ハードディスク上に©る©!存の区画13全て則除 sns す。 


Note : 搞成可徒な RAID レペルは RAID = D •トロ-ラがサボートして V & RAID レ勺!/®みです。 

搭教3れて I 、る全てのディスクを使用して RAID を描成する垠合、「ディス娜こ「0」を入力して 
ディスク数^る塌合' 本ットスペア听ィス观找咖 I rg < だ改 、。 

田 一 RAID] ント Q- ラ ： LSI 1064 e 4 -port SAS Controller 


ディスク 1 3000 I 

日 … boot os - 2500 0 - NTFS - system 削除 



朽ュ-ムラへル| system 
フバルシステム |NTFS 

ハ*■テ咖>1>イス*广自助 （ T サイズ ( MB ) 126000 
クィ.か i ， 卜する r ua ' 

17 Boot I 7 OS T Data 


酬 1 リセ外 | 
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3.2 ガイドモード 


5. 「次へ」をクリックします。 

► Windows Server 2008の場合 

「インストールイメージの選択」画面が表示されます。 

► Windows Server 2003の場合 

「基本設定」画面が表示されます。 

7 インストールする〇 S により、次の操作を行います。 

• 「Windows Server 2008の場合」い P .48) 

• I Windows Server 2003の合 . I い P .52) 

► Windows Server 2008の場合 

1. 「インストールメディア」、「インストールのタイプ」を指定し、「次へ」をクリッ 
クします。 

それぞれの項目は次のとおり選択します。 


項目 

条件 

選択する項目 

インストールメディア 

サーバに添付の OS インストール 
ディスクを使用する場合 

インストールディスク 

別途ご購入されたメディアを使用する 
場合 

Microsoft メディア 

インストールのタイプ 

Server Core インストールを行う場合 

Core 

フルインストールを行う場合 

フルインストール 



「基本設定」画面が表示されます。 
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3.2 ガイドモード 


2. インストールする 0 S の基本情報を設定し、「次へ」をクリックします。 

サーバに添付の 0 S インストールディスクをお使いの場合は、プロダクトキーを 
入力しないでください。 



「システムの設定」画面が表示されます。 
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3.2 ガイドモード 


3. 各項目を設定し、「次へ」をクリックします。 

0 S をネットワーク上のサーバの共有フォルダから取得する場合は、「ネットワー 
ク共有パスから OS をインストールする」を選択し、あらかじめ準備しておいた 
共有フォルダのパラメータを入力します。この場合、あらかじめリモートリ ソー 
スサーパを準備しておく必要があります。詳しくは、 「3.3.4リモートリ ソース 
サーバの 準備」 （— P . 69 ) をご覧ください。 


fu|itsu J ServerView Installation Manager 


| 團 Configurati' 

S Q RAID とデイスクの 
H Q Windows 2008 Ser 
S Q アブリケーンヨン 
i Q 設定内容の確言, 5 


MS Windows Server 2008 


システムの設定 


参加先 ： a n - w^-r 卜*メイン 

7~■奴ル'■ア/ドメイン: S: | WORKGROUP 

:] ン tWf) ウントの fE 成：| 

バスヮ-ド：~ 


画面： SS 悚度： P 024 * 768 こ1 PX 


P 5 z\ Hz SifikT ) 色.: p ~6 ，| Bit 


OS ® インストールソース 

ローカル CD/DVD か 50 S £ インスト'-ルす 5> 

广ネットワ-ク共有パ:«叱0筠インスト-ルする 

ネットワーク共有バス：|~ 

ユ-ザ名 ： f 
パスワ-ド ：I 


鼓」I网| キゃン咖11 


JP 令 般 1 


「 TCP / IP システム」画面が表示されます。 

4. ネットワークを設定し、「次へ」をクリックします。 
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3.2 ガイドモード 


「役割と機能の追加」画面が表示されます。 

5. 必要な機能や役割を選択し、「次へ」をクリックします。 

「SNMP サービス」は必ずインストールしてください。インストールしない場合、 
Server View エージエントのインストールに失敗します。 



「追加のパラメータ」画面が表示されます。 

6. 各項目を設定し、「次へ」をクリックします。 



「アプリケーションウイザード」画面が表示されます。 手順8 へ進みます。 
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3.2 ガイドモード 


► Windows Server 2003の場合 

1. インストールする OS の基本情報を設定し、「次へ」をクリックします。 

サーバに添付の OS インストールディスクをお使いの場合は、プロダクトキーを 
入力しないでください。 



「システムの設定」画面が表示されます。 


ソフトウェアガイド 

52 













































3.2 ガイドモード 


2. 各項目を設定し、「次へ」をクリックします。 

0 S や R 2 コンポーネントなどのリソースをネットワーク上のサーバの共有フォル 
ダから取得する場合は、「ネットワーク共有パスから 0 S をインストールする」/ 
「ネットワーク共有パスから R 2 コンポーネントをインストールする」を選択し、 
あらかじめ準備しておいた共有フォルダのパラメータを入力します。この場合、 
あらかじめリモートリソースサーバを準備しておく必要があります。詳しくは、 
「3.3.4リモートリソースサーバの準備」 P .69) _ をご覧ください。 



「ネットワークの設定」画面が表示されます。 
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3.2 ガイドモード 


3. ネットワークを設定し、「次へ」をクリックします。 



「ソフトウェアコンポーネント」画面が表示されます。 

4. 必要なコンポーネントを選択し、「次へ」をクリックします。 



「サービス」画面が表示されます。 
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3.2 ガイドモード 


M し onriguratio 

田 _C3 RAID とデイスクの ： | 
IS Q Windows Server 21 
ffl Q アプリケーション 
HD 設定内容の確 il 


MS Windows Server 2003 

サービス 

r ドメインネームシステム (DNS) 

「 Active Directory^-O ストうレす？） 

17簡易ネットワーク安理ゴロトコ J レ (SNMP) 
r Microsoft ネットワーク用^ラ^アント 
「 Netware ネットワーク用ク5イアント 
17方イル tf HSW — ビス 
r ル-ティガ 1H:> (RRAS) 

厂 QoS パケットスケジューラ 
r Macintosh 用印刷サ-ビス 
「 UNIX 用印刷サービス 


r Windows イン$—ネットネームサ'•ビス (WINS) 
r ネットワークモニタ、:/-ル 
r 動的ホスト横成ブロト=»レ (DHCP) 

厂 tai, tcp/ip サービス 
「ぞかネット颇サ-ビス 
r 接铳ポイントサ-ビス 
r 接铳マネージャ音理+■'ノト 
r Macintosh 用ファイルサ~ビス 


戻5 J 次八 J 


「アプリケーションウイザード」画面が表示されます。 


5. 必要なサービスを選択し、「次へ」をクリックします。 

「 SNMP サービス」は必ずインストールしてください。インストールしない場合、 
Server View エージエントのインストールに失敗します。 



R 2 _ld_JJ^J 
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3.2 ガイドモード 


アブリケーシヨンの選択 
W 剛苷 3* ッ-ル 
|7 ServerView I- ジ心卜 
17 REMCSX- ジ 1>卜 
|7 HRM / server 
f ? ras 支播サ -e ス 
|7ゾポ-トガイド 
|7 DSNAP 
|7 UpdateAdvisor 

17 Server View Operations Manager( Apache 版〉 


Note: 

Windows インストールタイゴの出荷時、 rsNMP Service」 の「ス$-トアップの種類」の設定は(•手助」になってし法す爪 ServerView Installation 
Manager を使って聞封した埔合、「自助」に変更轨ます。 


戻る j ス 11 


般_ •] ❹丌 


「設定内容の確認」画面が表示されます。 


8 必要な高信頼ッールを選択し、「次へ」をクリックします。 

「 RAID 管理ツール」および 「MS Windows Server 2003 Service Pack 2」をネットワ^ーク 
上のサーバの共有フォルダから取得する場合は、「》」をクリックし、「インストール 
ソース」で「ネットワーク共有」を選択し、あらかじめ準備しておいた共有フォルダ 
のパラメータを入力します。この場合、あらかじめリモートリソースサーバを準備し 
ておく必要があります。詳しくは、 「3.3.4リモートリ ソースサーバの 準備」（― P .69) 
をご覧ください。 


FU 1 |TSU J ServerView Installation Manager 


: 母 : Configuratio 

ffl Q RAID とデイス^® 
田〇 Windows 2008 Se 
s Q アブリケーンヨン 
田 D 設定内容の確15 


MS Windows Server 2008 

アプリケーションウイザード 


4^ 注意： 

Windows Setver Service Pack 適厢斉み OS メディア5使用する場含、 Setvice Pack を通択す?)必要 IJ® 1 」 ません0 
莉言*!ツー必ずインスト ーJW- てくださ U 具常発生時のほ旧など!こ時間がかか？)ことが® 1 J ます。 

ServerView Operations Managed 3,デ—5ペースを S 1 】 にしたい場合®除き、必ずどち^■か®還折してくだ3い。 


>> !_— |>>|一>>||>>|一>>||>>|~|>>|__|»||>>|| 
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3.2 ガイドモード 


9 設定内容を確認し、「インストール開始」をクリックします。 



「 InstallationManager 自動インスト'ールモ'ード」画面が表示され、10秒後に自動的にイ 
ンストールが開始されます。 

p POINT 

► アレイを新規に構成するように設定した場合は、ここでシステムが再起動します。再起動後 
セットアップが継続されますのでそのままお待ちください。 

10 次のディスクをセットするようメッセージが表示された場合は、そのデイス 
クをセットし、 「OK」 をクリックします。 

•「アレイコントローラ ドキュメント& ツール CD 」 

• OS インストールディスク 

• Service Pack CD 

• スタートアップディスク 

p POINT 

► Windows Server 2003 の場合、使用許諾の画面が表示されます。内容をご確認のうえ、「同意 
する」をクリックしてください。 

ファイルのコピーが 終了すると、「システムが再起動します」というメッセージが表示 
されます。 
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3.2 ガイドモード 


11 CD / DVD を取り出し、 「0 K 」 をクリックします。 

フロッピーディスクをセツトしている場合は、フロッピーディスクも取り出します。 



► Windows Server 2008 (64- bit ) で、フロッピーディスクをセットしている場合は、インス！ル 
が完了するまでフロッピーディスクを取り出さないでください。取り出してしまうと、自動イ 
ンス I ルが止まってしまいます。 

► Windows Server 2008 (64- bit ) で 、 USB メモリをセットしている場合は、再起動後コン フィ グ 
レーシヨンファイルの保存先を選択する画面が表示されます。「口ーカルドライブ」を選択し、 
US 巳メモリがセットされているドライブを選択して、「次へ」をクリックしてください。イン 
ストールが続行されます。 

► インストールが完了するまでマウスおよびキーボード操作を行わないでください。インストー 
ルに失敗する場合があります。 

システムが再起動し、設定に従って自動的にインストールが行われます。インストー 

ルが完了するまで、何度かシステムは再起動します。 

12 すべてのインストールが完了したら、 OS の種類に応じて次の操作を行いま 


す。 


► Windows Server 2008の場合 

「ライセンス条項」画面が表示されます。 

1. 内容をご確認のうえ、「ライセンス条項に同意します」にチェックを付け、「次へ」 
をクリックします。 

「ありがとうございます」画面が表示されます。 

2. 「開始」をクリックします。 

しばらくするとログオン画面が表示されます。 

3. 設定したパスワードを入力してログオンします。 

► Windows Server 2003の場合 

インストール完了のメッセージが表示されます。 

1. 【 Enter 】 キーを押します。 

2. 「スタート」ボタン—「シャットダウン」の順にクリックし、「再起動」を選択し 
ます。 

3. オプションを選択し、 「 OK 」 をクリックします。 

再起動後、設定したパスワードを入力してログオンします。 

以上でサーバのセットアップは完了です。 

サーバの運用を開始する前に 「第4章 Windows インストール後の操作」 （— P .75) をご覧に 
なり、必要な操作を行ってください。 
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3.3 リモートインストール 


3.3 リモートインス!ル 


0 S や Service Pack などインストールに必要なリソースをネットワーク上のサーバ 
に格納しておき、セットアップ対象のサーバをネットワーク起動 ( PXE ) して 0 S 
をインストールする方法です。サーバに DVD ドライブがない場合や、遠隔地の 
サーバに 0 S をインストールする場合に適しています。 

3.3.1 リモートインストールの概要 


②電源投入 



LAN 


① SVIM 起動 




注1: os がインストールされるサーバです。 

注2:ターゲットサーバをネットワーク起動 （ PXE ) するための PXE サービスが実行されているサーバです。 

注3 : PXE サーバを使う場合に必要な DHCP サービスが実行されているサーバです。 

注4 :リソースを共有するためのファイル共有サービスが実行されているサーバです。 

リモートインストールでは、ターゲットサーバをネットワーク起動 （ PXE ) してインストー 
ルを行います。この方法では、インストールに必要なリソースをリモートリソースサーバか 
ら取得するため、ターゲットサーバに DVD ドライブは必要ありません。 
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3.3 リモートインストール 


3.3.2 リモートインストールを行うための要件 


リモ'ートインスト'ールはネットワ'ーク経由でインスト'ールを行うため、ネットワ'ーク環境と 
1台以上の Windows サーバが必要です。 

■ PXE サーバ /リ モー トリ ソース サーバの 要件 



PXE サーバ 

リモートリソースサーバ 

動作 0S 

Windows Server 2008 

Windows Server 2003 

Windows Server 2008 

Windows Server 2003 

メモリ 

1 GB 以上 

1 GB 以上 



PXE サーバの 留意事項 

► 同ーネットワーク上に、他の PXE サービスが実行されていないことを確認してください。 

► すでに System castWizard > System castWizard Professional 、 クイックリカバリマネージャ 、 Microsoft 
RIS 機能などの PXE 機能をもつソフトウヱアがインストールされているサーバは、 PXE サーバとし 
て利用できません。 

■必要な サービス 

. PXE サービス （ SVIM によりインストールされます） 

. ファイル共有サービス 
• DHCP サービス 

サーバが1台のみの場合は、すべての必要なサービスをそのサーバで実行します。 

サーバが複数台存在する場合は、どのサービスをどのサーバで実行するか決めてください。 

pPOINT r 

► 格納するリソースを複数のサーバに分散させることもできます。 
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3.3 リモートインストール 


■ サーバの 空き容量の確認 

リモートリソースサーバ/ PXE サーバに必要な空き容量が十分にあるかどうかを確認します。 
リソースごとに必要な容量は次のとおりです。 


サーバ 

リソース 

必要容量 

PXE サーバ 

SVIM 

約 2GB 


Windows Server 2008 Enterprise (64-bit) 

2.67GB 


Windows Server 2008 Enterprise (32-bit) 

1.9GB 


Windows Server 2008 Standard (64-bit) 

2.67GB 


Windows Server 2008 Standard (32-bit) 

1.9GB 


Windows Server 2003 R2 Enterprise x64 Disc 1 

631 MB 


Windows Server 2003 R2 Enterprise x64 Disc 2 

172MB 


Windows Server 2003 R2 Enterprise x86 Disc 1 

610MB 

リ モー トリ ソースサーバ 

Windows Server 2003 R2 Enterprise x86 Disc 2 

125MB 


Windows Server 2003 R2 Standard x64 Disc 1 

629MB 


Windows Server 2003 R2 Standard x64 Disc 2 

172MB 


Windows Server 2003 R2 Standard x86 Disc 1 

609MB 


Windows Server 2003 R2 Standard x86 Disc 2 

125MB 


Windows Server 2003 Service Pack 2 x64 

368MB 


Windows Server 2003 Service Pack 2 x86 

421 MB 


アレイコントローラ ドキュメント <& ツール CD 

約 250MB 


必要な空き容量が、 PXE サーバ/リモートリソースサーバにあることを確認します。空き容 
量が足りない場合は、サーバの容量を増やすか、台数を増やす必要があります。 


3.3.3 PXE サーバの準備 


リモートインストールを行う場合は、 PXE サーバに SVIM をインストールするなどの準備が 
必要です。 

次の流れで PXE サーバの準備を行います。 

DHCP サービスの開始 （― P.62) 

▽ 

f SVIM のインス！ル （― P.62) 

▽ 

〔 サービスの確認 （― P.68) | 

▽ 

f TFTP の 設定」一 P.69) 
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3.3 リモートインストール 


■ DHCP サービスの開始 

同ーネットワーク上で DHCP サービスが動作していることを確認します。 

DHCP サービスがインストールされていない場合は、次の方法で DHCP サービスをインス 
トールします。ここでは 、 Windows Server 2003の場合を例に説明します。 

Y 「スタ _ 卜」ボタン—「コントロールパネル」—「プログラムの追加と削除」 
の順にクリックします。 

2 「 Windows コンポーネントの追加と削除」をクリックします。 

3 「ネットワークサービス」を選択し、「詳細」をクリックします。 

4 「動的ホスト構成プロトコル （ DHCP )」 にチェックを付けます。 

5 「 OK 」 をクリックし、「次へ」をクリックします。 

DHCP サービスがインストールされます。 

6 「完了」をクリックします。 

7 DHCP スコープを作成し、 IP アドレスを配布できるように設定します。 

■ SVIM のインス|-ール 

1 PXE サーバにスタートアップディスクをセットします。 

「 PRIMERGY スタートアップディスク」画面が表示されます。 

2 rServerView Installation Manager V 10. 09.06」をクリツクします。 

「Installation Manager セットアップ」画面が表示されます。 

p POINT 

► 実行する OS や Web ブラウザの設定によって何度かウィンドウが表示される場合があります。 

その場合はウィンドウの指示に従って処理を続行してください。 

►「PRIMERGY スター トアップ ディスク」 画面が表示されない場合は 
d :¥ SeStSetup . exe を直接実行してください。 
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3.3 リモートインストール 


3 次の項目にチェックを付け、 「 OKJ をクリックします。 

•リ モー トインストーノレ 

• PXE サーバ 

• DVD の内容を HDD にコピーします 

• Python 

• Apache Web サ^ーノく 



「 Python2.5.2 Setup 」 画面が表示されます。 


4 次の手順で Python をインストールします。 

1. 「Install for all users 」 を選択し、 「 Next 」 をクリックします。 

「 Select Destination Directory 」 画面が表示されます。 

2. Python のインストール先のフォルダを指定し、 「 Next 」 をクリックします。 
rCustomized Python 2.5.2」画面が表示されます。 

3. 設定を変更しないで、 「 Next 」 をクリックします。 

Python のインストールが開始されます。インストールが終了すると 、 「Completing 
the Python 2.5.2 Installer 」 画面が表示されます。 

4. 「 Finish 」 をクリックします。 

「ApacheHTTP Server 2.0」画面が表示されます。 

5 次の手順で Apache をインストールします。 

1. 「 Next 」 をクリックします。 

「 License Agreement 」 画面が表不されます。 

2. 内容をご確認のうえ 、「I accept the terms in the license agreement 」 を選択し、 
「 Next 」 をクリックします。 

「ReadThis First 」 画面が表示されます。 

3. 内容をご確認のうえ、 「 Next 」 をクリックします。 

「 Server InformationJ 画面が表示されます。 
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3.3 リモートインストール 


4. 各項目を設定し、 「 Next 」 をクリックします。 



「Setup Type 」 画面が表示されます。 

5. 「 Typical 」 を選択し、 「 Next 」 をクリックします。 

「 DestinationFolder 」 画面が表示されます。 

6. 「 Next 」 をクリックします。 

Apache のインストール先フォルダを変更する場合は、 「 Change 」 をクリックして 
変更します。 

「 Ready to Install the Program 」 画面が表示されます。 

7. 「 Install 」 をクリックします。 

Apache のインストールが開始されます。インスト^ールが終了すると 、 「Installation 
Wizard Completed 」 画面が表示されます。 

8. ITinish 」 をクリックします。 

「 Fujitsu Server View Installation Manager PXE Server 」 画面が表示されます。 

6 次の手順で PXE サービスをインストールします。 

1. 「次へ」をクリックします。 

「インストール先のフォルダ」画面が表示されます。 

2. 「次へ」をクリックします。 

PXE サービスのインストール先フォルダを変更する場合は、「変更」をクリック 
して変更します。 

「 LAN カードの選択」画面が表示されます。 
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3.3 リモートインストール 


3. ネットワーク起動 ( PXE ) に使用する PXE サーバの LAN ポートを選択し、「次 
へ」をクリックします。 



「 DHCP 構成」画面が表示されます。 


p POINT 

►「 Windows セキュリティの重要な警告」画面が表示された場合は、「ブロックを解除する」を 
クリックしてください。 

4. インストールを行う PXE サーバ上で DHCP サービスを動作させる場合は 「はし、」 
を、ネットワーク上の他のサーパ上で DHCP サービスを動作させる場合は「いい 
え」を選択し、「次へ」をクリックします。 

「プログラムをインストールする準備ができました」画面が表示されます。 

5. 「インス!'ール」をクリックします。 

PXE サービスのインストールが開始されます。インストールが終了すると、 
「 InstallShield ウィザ'ードを完了しました」画面が表示されます。 

6. 「完了」をクリックします。 

「 Fujitsu ServerView Installation Manager Data packages V 10.09.06 セットアップ」画面 
が表示されます。 

7 次の手順で SVIM データパッケージをインストールします。 

1. 「次へ」をクリックします。 

「ライセンス契約」画面が表示されます。 

2. 内容をご確認のうえ、「ライセンス契約に同意します」を選択し、「次へ」をク 
リックします。 

「ューザ情報」画面が表示されます。 

3. ユーザー情報を入力し、「次へ」をクリックします。 

「インストール先フォルダ」画面が表示されます。 
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3.3 リモートインストール 


4. 必要に応じて共有名を変更し、「次へ」をクリックします。 

SVIM データパッケージのインストール先フォルダを変更する場合は、「参照」を 
クリックして変更します。 



「データ パッケージに アクセスするための ユーザ アカウント」画面が表示されま 
す。 

5. 既存のユーザー名とパスワードを入力し、「次へ」をクリックします。 

「新しいユーザの作成」をクリックすると、新しいユーザーを作成できます。 


Server View Installation 




テ夂灿リケーン M こアクセスするための：カウント 

リトンストルを設定する際にテ Mi が力—/にアクセスするための 
2—サフカウントを指定して < ださ U 


Fujfrsu 




トナ'名：「 


ハ # スワ十厂 


新しいユ - ヂの作成 … 


ヒント 

リモ-トインストルを設定する際にテ'' HwV ク-上'' にアクセスするための：^サ'アカウントを指 
定する必要が®ります。トサ''7カウントの指定を弓 I き続き、次 V — / I こて行し法す。 

テ•力〜/は、自觔的に共有されます。 


Wise Installation Wizard (R) 

_< 戻 5 _(]) 欠へ> I _キャンセル 

ここで設定された、ユーザー名、パスワードは、ターゲットサーバが SVIM デー 
タパッケージにアクセスするために、 「3.3.6リモートインストールの開始」（― 
P .70) の 手順5 で使用されます。 

「アプリケーションをインストールする準備」画面が表示されます。 

6. 「次へ」をクリックします。 

インスト'ールが開始されます。インスト'—ルが終了すると、「正常にインスト'ール 
されました。」画面が表示されます。 

7. 「終了」をクリックします。 

「Fujitsu ServerView Installation Manager セツトアップ」画面が表示されます。 
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3.3 リモートインストール 


8 次の手順で SVIM リモートインストール機能をインストールします。 

1. 「次へ」をクリックします。 

「ライセンス契約」が表示されます。 

2. 内容をご確認のうえ、「ライセンス契約に同意します」を選択し、「次へ」をク 
リックします。 

「ユーザ情報」画面が表示されます。 

3. ユーザー情報を入力し、「次へ」をクリックします。 

「インストール先フォルダ」画面が表示されます。 

4. 「次へ」をクリックします。 

SVIM リモートインストールのインストール先フォルダを変更する場合は、「参 
照」をクリックして変更します。 

「 Web サーバの構成」画面が表示されます。 

5. 「次へ」をクリックします。 

それぞれのインストール先フォルダを変更する場合は、「参照」をクリックしま 
す。 



「 Web サイト用ユーザ情報」画面が表示されます。 

6. 既存のユーザー名とパスワードを入力し、「次へ」をクリックします。 

「新しい ユーザの 作成」 を クリックすると、新しい ユーザーを 作成できます。 
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3.3 リモートインストール 


ここで設定された、ユーザー名、パスワードは、 PXE サーバ上で SVIM を起動す 
るために、 「3.3.6リモートインストールの開始」（― P .70) の 手順2 で使用されま 
す。 


「 Apache のセキュリティ設定」画面が表示されます。 

7. 必要に応じて SSL 用 Apache Web サーバの設定を変更し、「次へ」をクリックし 
ます。 



「アプリケーシヨンをインストールする準備」画面が表示されます。 

8. 「次へ」をクリックします。 

SVIM リモートインストールのインストールが開始されます。インストールが終 
了すると、「正常にインストールされました。」画面が表示されます。 

9. 「終了」をクリックします。 

「選択された製品のインストールは終了しました」というメッセージが表示されま 
す。 


以上で SVIM のインストールは完了です。 


■ サービスの 確認 

參 「PXE Services 」 と 「TFTP Service 」 の確認 

1 PXE サーバで、「スタート」ボタン—「管理ツール」 — 「サービス」の順にク 
リックします。 

「PXE Services 」 および 「TFTP Service 」 がインストールされ、開始されていることを確 
認します。 
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3.3 リモートインストール 


參 DHCP サービスの 確認 

PXE サーバで DHCP サービスを実行している場合のみ、次の確認を行ってください。 

1 PXE サーバで、「スタート」ボタン—「管理ツール」— 「 DHCP 」 の順にク 
リックします。 

2 「サーバオプション」をクリックします。 

r 060 ClassIDJ という名前のオプシヨンが追加されていることを確認します。 


■ TFTP の設定 

TFTP は、認証の必要がない FTP サービス機能です。リモートインストールでは TFTP サー 
ビスを利用し、起動に必要なブートイメージを配布します。 

ネットワーク起動 （ PXE ) 経由でイメージを取得するため、 TFTP のフォルダに対する Guest 
アカウントの適切なアクセス権を設定します。 

1 「スタート」ボタン — 「すべてのプログラム J — 「アクセサリ」—「エクスプ 
口ーラ」の順にクリックし、 TFTP のフォルダ（初期設定の場合 C:¥Program 
Files ¥ Fujitsu ¥ DeploymentService ¥ tftp ) を選択します。 

2 TFTP のフォルダを右クリックし、「プロパティ」をクリックします。 

3 「セキュリティ」タブをクリックし、 Guest アカウントを追加して「読み取り 
と実行」、「フォルダの内容の一覧表示」、「読み取り」のアクセス許可を設定 
します。 


以上で PXE サーバの準備は完了です。 

続いて 「3.3.4リモートリソースサーバの準備」（― P .69) を行ってください。 

3.3.4 リ モー トリ ソースサーバの準備 


リ モー トリ ソースサーバに 必要なリ ソースを 格納し、共有します。 

1 インストールに必要なリソースを準備します。 

•インストールする 0 S の OS インストールディスク 
•インストールする 0 S の Service Pack CD 
•「アレイコントローラドキュメント&ツール CD 」 

2 管理者権限でログオンします。 

3 リソースを格納するフォルダを作成します。 

フォルダは、リソースごとに作成しても、1つのフォルダに複数のリソースを格納し 
てもかまいません。ここでは例として次のフォルダを作成します。 

C:¥SHARE 
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3.3 リモートインストール 


4 作成したフォルダを共有にします。 

5 既存のユーザーまたは新規に作成したユーザーに、作成した共有フォルダに 
対する読み取りの許可を設定します。 

6 作成した共有フォルダに、各リソースをコピーします。 

ここでは例として次の よ うに リソースをコピーし ます。 

c：¥share 
|— 2003 R2Stdl 
|—2003 R2Std2 
|—2003 SP2 
|—2008 Std 
1 —— RAID 


3.3.5 ターゲットサーバの 準備 


■ネットワーク起動 （ PXE ) の設定 

リモートインストールは、オンボード LAN を経由して行います。ターゲットサーバがネット 
ワーク起動 （ PXE ) をできる状態に設定しておいてください。 

設定方法については、 「リモートインストールを行う場合」 （— P .25) をご覧ください。 



► オンボード LAN 以外の LAN ポートはネットワーク起動 ( PXE ) には対応していません。 

■ MAC アドレスの確認 

リモートインストールでは、ターゲットサーパを MAC アドレスで識別してインストールを 
行います。 MAC アドレスは LAN ポート固有の情報です。ターゲットサーバごとに確認して 
ください。確認した MAC アドレスは、忘れないように紙などに書き留めておいてください。 
確認方法については、 「リモートインストールを行う場合」 （— P .25) をご覧ください。 

3.3.6 リモートインストールの開始 

1 PXE サーバで「スタート」 ボタン—「すべてのプログラム 」— r Fujitsu 
ServerView」—•「Installation Manager」—「Installation Manager の起動」の 
順にクリックします。 

ユーザー名とパスワードを入力する画面が表示されます。 

2 「 SVIM のインス！ル」 （― P .62) の 手順8 で設定したユーザー名とパスワー 
ドを入力します。 

「 Server View Installation Manager へようこそ」画面が表示されます。 
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3.3 リモートインストール 


3 「Installation Manager 」 をクリックします。 

「 Server View Installation Manager 」 画面が表示されます。 


4 「 Deployment 」 をクリックします。 

「ターゲットシステムの選択」画面が表示されます。 

5 各設定を行い、「次へ」をクリックします。 


FU J |TSU ServerView Installation Manager 


ターゲットシステムの選択 


二! > フィグレーシ s ンフアイ 'j レ r 


PRIMERGY 棵種名 | PRIMERQY BX920 S1 


Deployment サーバ上の InstaHation Manager data packages へのアクセス： 

アクせス梅限の®るユーザ'®報 S 入力じ?:ください。 


ユ-ザ名 [ 
パスワ-ド r 


タイプ Management Blade 


パスワ-ドの入力「 



はべージが表示されました 


厂厂厂 厂厂® Ttfm サイト 


•夕 ーゲットサーバの MAC アドレスを、 「 nn - nn - nn - nn - nn - nn 」 のように2文字ずつハ 
イフンで区切って入力します。 

• ターゲットサーバの 機種名を選択します。 

• 「 SVIM のインストール」（― P .62) の 手順7 で設定したユーザー名とパスワードを入 
力します。 

「オペレーティングシステムのインストール」画面が表示されます。 
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3.3 リモートインストール 


6 各設定を行い、コンフィグレーションファイルを作成します。 



► 「システムの設定」画面では、「ネットワーク共有パスから 0 S をインストールする」を選択し、 
「3.3_4リ モー トリ ソースサーバの 準備」 P .69) で 設定した共有フオルダの情報を入力しま 
す。 

インストールする 0 S により、設定画面が異なります。次は Windows Server 2008の場合で 
す0 



is ベ-ジ臟示?似は r r r r 「 言抵斉みサ仆 


Windows Server 2003 R 2 で、 「 R 2 コンポーネントをインストールする」にチェックを付けた 
場合も、同様に設定します。 

► 「アプリケーションウィザード」画面で次のアプリケーションをインストールする場合は、そ 
れぞれのアプリケーションの「>>」をクリックし、 「3.3.4リモートリソースサーバの準備」 
(― R 69) で設定した共有フォルダの情報を入力します。 

■ RAID 管理 ツール 

■ MS Windows Server 2003 Service Pack 2 
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3.3 リモートインストール 



Confiauration 

$ D RADt ディスクの榷 
(il Q \Mndows 2008 Serv 
由.. Cj アブリケーン3ン 
&Q 設定内容の確 IS 


アプリケーションウイザード 


尨 注意： 

Windows Server Service Pack 通用；'I[み OS メディアを使用する埸合、 Service Pack $通折する必要は®りません0 

高 ff 親ツー JW3 必ずノストーてください。異常発生時の? S 日など！こ■棚がかかることがあります0 

ServerView Operations Managed 3s デ-:^-ス SSU にした t 调合を除？、必ずどち枕'® S 択して<£执 U 〈補足牾報参照:） 


アプリケーションの選択 
|7 


|7 ServerView I- ジ 卜 
17 REMCS エ-ジIント 
HRM / server 
17 RrtS 支择サ -(f7_ 

|7 'J フトウ iFWt- トガイド 
|7 DSNAP 
|7 JpdateAdvisor 

|7 ServerView Operations Manager (Apache 版） 


[RAID 苷理ツール 1 

ServerVlewRAID は、ア H ■の構成やディスクの扨撕ヒ、ディスクア LH" 
施洪を f わソフトウIアです。 


説明 

m 

id 

B 

»i _ インストールソース 
»|| [>> トワ- 5 共有 _d 

ネットワ-ク共有バス： 


バスクード: r 


叫次八 I 




|‘ s ] ぺ-ジが表示されました 


" 1 | | | | か 言親;'斉みサ仆 


コンフィグレーションファイルの 作成が終了すると、「設定内容の確認」画面が表示さ 
れます。 

7 設定内容を確認し、「インストール開始」をクリックします。 

「Remote Installation Monitor 」 画面が表示されます。 

8 夕ーゲットサーバの電源を入れます。 



► ターゲットサーバがサーバブレードの場合は、シャーシのメイン電源を入れた後一定時間経過 
してから、サーバブレードの電源を入れてください。すぐにサーバブレードの電源を入れる 
と、スイッチブレードが起動していないために PXE を使用して起動できないことがあります。 
詳しくは、サーバブレードの『ユーザーズガイド』の「1.3電源を入れる/切る」をご覧くだ 
さい。 

► インストールが完了するまでマウスおよびキーボード操作を行わないでください。インストー 
ルに失敗する場合があります。 

ターゲットサーバがネットワーク起動 （ PXE ) し、自動的にインストールが開始され 
ます。しばらくすると、 PXE サーバで 「 OS の自動インストールのための準備が完了し 
ました。」というメッセージが表示されます。 

以降、設定に従って自動的にインストールが行われます。インストールが完了するま 
で、何度かシステムは再起動します。 
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3.3 リモートインストール 


9 すべてのインストールが完了したら、 os の種類に応じて次の操作を行います。 

► Windows Server 2008の場合 

「ライセンス条項」画面が表示されます。 

1. 内容をご確認のうえ、「ライセンス条項に同意します」にチェックを付け、「次へ」 
をクリックします。 

「ありがとうございます」画面が表示されます。 

2. 「開始」をクリックします。 

しばらくするとログオン画面が表示されます。 

3. 設定したパスワードを入力してログオンします。 

► Windows Server 2003の場合 

インスト' —ル完了のメッセ'—ジが表示されます。 

1. 【 Enter 】 キーを押します。 

2. 「スタート」ボタン—「シャットダウン」の順にクリックし、「再起動」を選択し 
ます。 

3. オプションを選択し、 「 OK 」 をクリックします。 

再起動後、設定したパスワードを入力してログオンします。 

以上で サーバのセッ ト アップは 完了です。 

サーバの 蓮用を開始する前に 「第4章 Windows インストール 後の操作」（― P .75) をご覧に 
なり、必要な操作を行つてください。 
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第 4 章 

Windows インストール後の操作 


この章では、 Windows をインストールした後の 
操作について説明しています。サーバの運用を 
開始する前に、必ずお読みください。 


4.1 サーバの 設定 . 76 

4.2 システムを最新の状態にする . 78 

4.3 ドライブサイズの変更 . 81 

4.4 高信頼ツールの設定 . 83 

4.5 メモリダンプの設定 . 86 

4.6 システム修復のためのバックアップの作成 . 92 
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4.1 サーバの設定 


4.1 サーバの 設定 


0 S をインストールした後に必要なサーバの設定について説明します。 

4.1.1 ハードウェアの設定 


■ アレイの再構成 

OS のインストール前にアレイの構成を削除した場合は、アレイを再構成し、バックアップし 
たデータがある場合は復元します。 

アレイを構成する方法については、「アレイ コントローラ ドキュメント&ツール CD」 内のマ 
ニュアルをご覧ください。お使いの サーバの アレイ コントローラと ご覧になるマニュアル名 
称については、 「アレイ構成について」 （—P.31) をご覧ください。 

■外付けストレージの接続 

0S のインストール前に接続しなかつた外付けの SCSI / SAS オプシヨン装置、 ETERNUS な 
どの外付けストレージシステム、 USB ストレージデバイスを接続します。 

4.1.2 BIOS の設定 


次の場合は、 BIOS の設定が必要です。詳しい設定方法については、サーバの『ユーザーズガ 
イド』の「3.3事象別 BIOS 設定」をご覧ください。 

• WOL (Wake On LAN ) を使用する場合 

4.1.3 複数の LAN ポートが存在している場合の設定 


■ガイドモードでインス I ^ールした場合 

複数の LAN ポートを搭載したサーバに、 SVIM のガイドモードを使用して 0S をインストー 
ルする場合、アダプタ1、アダプタ2、…の順でアダプタ番号を選択し、アダプタ番号ごとに 
ネットワークを構成できます。ただし、アダプタ番号は搭載されている LAN カードのスロッ 
卜順やポートの順番と必ずしも一致するわけではありません。どの LAN ポートに、どのアダ 
プタの設定内容が反映されたかを必ず確認してください。 
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4.1 サーパの設定 


■ クイックモードでインストールした場合 

複数の LAN ポートを搭載したサーバに、 SVIM のクイックモードを使用して 0 S をインス 
トールする場合、1つの LAN ポートに対してのみネットワークを構成できます。他の LAN 
ポートに ついては、 手動で設定してください。 

■ 0 S インストールタイプを開封した場合 

複数の LAN ポートを搭載した 0 S インストールタイプを、 SVIM を使用して開封する場合、1 
つの LAN ポートに対してのみネットワークを構成できます。他の LAN ポートについては、 
手動で設定してください。 
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4.2 システムを最新の状態にする 


4.2 システムを最新の状態にする 


0 S や高信頼ツールなどを最新の状態にします。 

4.2.1 Service Pack のインストール 


SVIM を使った Windows Server 2003のインストール時に 、 Service Pack 2をインストールしな 
かった場合は 、 Service Pack 2をインストールします。 

サーバに添付の Service Pack 2 CD に格納されている次のファイルを実行してください。 

• Windows Server 2003 x 86 の場合 

d :¥ WINDOWSSERVER 2003- KB 914961 - SP 2- X 86- JPN.EXE 

• Windows Server 2003 x 64 の場合 

d :¥ WINDOWSSERVER 2003. WINDOWSXP - KB 914961 - SP 2- X 64- JPN.EXE 

新しい Service Pack が提供されている場合は、新しい Service Pack の 「 READMESP . HTM 」 を 
ご覧になり、必要に応じてインストールしてください。 

4.2.2 ホッ トフィ ッ クスのインストール 

SVIM を使用して OS をインストールまたは開封した場合には、お使いの OS に最低限必要な 
ホットフィックス（修正モジュール）がインストールされます。 

インストールおよび開封方法による、重要度別のホットフィックスのインストール設定は次 
のとおりです。 


〇 :自動でインストールされます。 

A :インストールする場合、選択が必要です。初期状態では選択されています。 
-:手動でインストールしてください。 


重要度 

クイック 

モード 

ガイドモード 

開封 

説明 

必須ホットフィックス 

〇 

〇 

〇 

システム運用前に必ずイン 
ストールしていただくホツ 
トフイツクスです。 

推奨ホットフィックス 

〇 

A 

A 

システム運用前にインス 
トーノレすることをお勧めす 
るホツトフイツクスです。 

条件付き推奨ホット 

フィックス 

- 

- 

- 

条件によって、システム運 
用前にインストールするこ 
とをお勧めするホット 
フイツクスです。 


ホットフィックスはスタートアップディスクに格納されており、 OS のインストール時にイン 
ストールしなかったホットフィックスは、手動でインストールできます。格納されている 
ホットフィックスについては、『ホットフィックスー覧』をご覧ください。 
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4.2 システムを最新の状態にする 


PPOINT 

► Windows Update を実行すると、お使いの OS にインストール可能な最新のホットフィックスを自動的 
に検索してインストールし、 OS を最新の状態に更新できます。定期的に Windows Update を実行す 
ることをお勧めします 。 Windows Update の実行には、インターネットに接続可能なネットワーク環 
境が必要です。 

■ 内蔵 DVD-ROM ユニッ トを搭載していない場合 

Windows Server 2008をインストール後、 OS のイベントログに予期しないエラーが記録され 
ることがあります。 

レジストリにキーを設定し、内蔵 DVD-ROM ドライブを無効にすることで回避できます。な 
お、本設定を行った後に内蔵 DVD-ROM ュニットを搭載した場合は、レジストリキーを元に 
戻す必要があります。 

詳しくは 、 Microsoft の情報 ( httD _:// suDj ) ort . microsoft . com / kb / 933757 /[ a ) をご覧く ださい。 


4.2.3 ドライバと高信頼ツールの更新 


「UpdateAdvisor (本体装置)」を実行すると、サーバにインストールされているドライバが弊 
社の提供する最新ドライバかどうかを診断し、インストールされているドライバより新しい 
ドライバが提供されている場合、最新のドライバが自動的にインストールされます。また、 
同様に高信頼ツ'ールに対する修正モジュ'ールがある場合、修正モジュ'ールが自動的にインス 
トールされます。 

詳しくは、 「7.7ドライバと高信頼ツールの更新 「UpdateAdvisor (本体装置)」」 （— P .149) を 
ご覧ください。 



► 弊社から提供されているドライバ以外はインストールしないでくださし、。 


4.2.4 OEM 情報のコピー (Windows Server 2003 R 2 インス 
卜ールタイプのみ） 


Windows Server 2003 R 2 インストールタイプで、 OS を再インストールした場合は、次の手順 
で OEM 情報 を コピーし ます。 

f 管理者権限でログオンします。 

2スタートアップディスクをセットします。 

「 PRIMERGY スタートアップディスク」画面が表示されたら、いったん終了します。 

3 「スタート」ボタン—「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 
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4.2 システムを最新の状態にする 

4 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

d :¥ OEMCOPY.BAT 
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4.3 ドライブサイズの変更 


4.3 ドライブサイズの変更 


Windows Server 2008では、 OS のインストール後にドライブサイズを拡張または 
縮小できます。 

4.3.1 ドライブサイズの拡張 


ドライブサイズを拡張する場合は、次の操作を行います。 

1 管理者権限でログオンします。 

2 「スタート」ボタン—「管理ツール」—「サーバーマネージャ」の順にクリッ 
クします。 

サーバーマネージャが起動します。 

3 「記憶域」をダブルクリックし、「ディスクの管理」をクリックします。 

「ディスクの管理」画面が表示されます。 

4 「ディスクの管理」で、拡張するボリュームを右クリックし、「ボリュームの 
拡張」をクリックします。 

「ボリュームの拡張ウィザードの開始」画面が表示されます。 

5 「次へ」をクリックします。 

「ディスクの選択」画面が表示されます。 

6 「ディスク領域 （ MB ) を選択」に、追加するサイズを入力します。 

p POINT 

► 「ボリュームサイズの合計 （MB)」 には、拡張後のドライブサイズが表示されます。 

► 「最大ディスク領域 （MB)」 には、「ディスク領域 （ MB ) を選択」で指定できる最大値が表示され 
ています。 

7 「次へ」をクリックします。 

「ボリュームの拡張ウィザードの完了」画面が表示されます。 

8 ドライブサイズを確認し、「完了」をクリックします。 

ドライブが指定したサイズに拡張され、「ディスクの管理」画面が表示されます。 

9 「ファイル」メニュ— ► 「終了」をクリックします。 

サーバーマネージャが終了します。 
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4.3 ドライブサイズの変更 


4^3.2 上_ライブ5■イズの縮/上_ 

ドライブサイズを縮小する場合は、次の操作を行います。 

1 管理者権限でログオンします。 

2 「スタート」ボタン — 「管理ツール」—「サーバーマネージャ」の順にクリッ 
クします。 

サーバーマネージャが起動します。 

3 「記憶域」をダブルクリックし、「ディスクの管理」をクリックします。 

「ディスクの管理」画面が表示されます。 

4 「ディスクの管理」で、縮小するボリュームを右クリックし、「ボリュームの 
圧縮」をクリックします。 

「<選択したボリューム>:の圧縮」画面が表示されます。 

5 「圧縮する領域のサイズ （ MB )」 に、削減するサイズを入力します。 

pPOINT r 

► 「圧縮後の合計サイズ （ MB )」 には、圧縮後のドライブサイズが表示されます。 

► 「圧縮可能な領域のサイズ （ MB )」 には、「圧縮する領域のサイズ （ MB )」 で指定できる最大値が 
表示されています。 

6 「圧縮」をクリックします。 

ドライブが指定したサイズに縮小され、「ディスクの管理」画面が表示されます。 

7 「ファイル」メニュ ► 「終了」をクリックします。 

サーバーマネージャが終了します。 
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4.4 高信頼ツールの設定 


4.4 高信頼ツールの設定 


os のインストール後に必要な高信頼ツールの設定を行います。 

4.4.1 ServerView Operations Manager の設定 


ServerView Operations Manager の谷設足を行います 0 

『ServerMew Operations Manager ユ'ーザ'ーズガイド』の「2.4インスト'ール後の設定」をご覧に 
なり、必要な操作を行ってください。 

4.4.2 ServerView Windows エージエントの設定 

ServerView Windows ェージェント の各設定を行レ、ます。 

『ServerView Windows エージェントユーザーズガイド』の「2.4インストール後の設定」をご 
覧になり、必要な操作を行ってください。 


4.4.3 ServerView RAID の設定 


ServerView RAID の各設定を行います。 

詳しい 設定 方法については、 「アレイコントローラドキュメント&ツール CD 」 内の マニュア 
ルを ご覧ください。お使いの サーバのアレイコントロー ラとご覧になる マニュアル 名称につ 
いては、 「アレイ 構成に ついて」 （— P .31) をご覧ください。 

參アレイ管理者アカウントの作成 

ServerView RAID を使用するために、アレイ管理者用のューザーアカウントが必要です。 
「 raid - adm 」 というグループを作成し、同グループ内にアレイ管理者用の任意の名前のュー 
ザーアカウントを作成してください。 

• HDD チェックスケジューラの設定 

SAS アレイコントローラ （MegaRAID SAS ) またはオンボードソフトウェア RAID 
(Embedded MegaRAID SATA ) をお使いの場合は、 HDD チェックスケジューラの設定を運用 
に合わせて適宜変更してください。初期設定では、毎日12:00に設定されています。 

• バッテリリキヤリブレーシヨンスケジューラの設定 

SAS アレイコントローラ （MegaRAID SAS ) に、バッテリバックアップュニットを接続して 
お使いの場合は、バッテリリキヤリブレーションスケジューラの設定を運用に合わせて適宜 
変更してください。初期設定では、毎月1日の11:00に設定されています。 
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4.4 高信頼ツールの設定 


4.4.4 REMCS エージエントの設定 


REMCS エージェントを使用するには、 REMCS センターとの接続設定などを行う必要があり 
ます。詳しくは、 『 REMCS エージェント運用ガイド』の「第3章レジストレーシヨン」を 
ご覧ください。 

4.4.5 PROBEPRO の設定 


PPOINT 

► Windows Server 2003 X86 をお使いの場合のみ設定してください。 PROBEPRO は 、 Windows Server 
2008 、 Windows Server 2003 x 64 には対応していません。 


■ 動作環境の定義 

PROBEPRO をお使いになるには、 PROBEPRO の動作環境を定義する必要があります。動作環 
境の定義は、標準のインストーラでのインストール時、または定義ウイザードにより行いま 
す。 SVIM を使用して PROBEPRO をインストールした場合は、 OS のインストール後に定義 
ウィザードを起動して動作環境を定義します。 

定義ウィザードを起動して動作環境を定義するには、次の操作を行います。 

1 管理者権限でログオンします。 

2 「スタート」ボタン — 「すべてのプログラム」 —「PROBEPRO Vn.nLnn」— 
「PROBEPRO 定義ウィザード」の順にクリックします。 

「 Vn . nLnn 」 部分にはお使いの PROBEPRO のバージョンが表示されています。 

定義ウィザードが起動し、ウィザードの初期画面が表示されます。 

3 「次へ」をクリックします。 

PROBEPRO で収集できる情報の種類が表示されます。 

4 収集したい情報にチェックを付け、「次へ」をクリックします。 

5 システム情報の収集契機を運用に合わせて適宜変更し、「次へ」をクリックし 
ます。 

6 システム情報を出力するディレクトリを必要に応じて変更し、「次へ」をク 
リックします。 

7 「はい」を選択し、「次へ」をクリックします。 

8 「完了」をクリックします。 
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4.4 高信頼ツールの設定 


■ 初期設定値 

參システム情報の収集契機 


機能 

収集契機 

モジュール情報の収集 

システム起動時、24時間インターバル 

レジストリ情報の収集 

システム起動時、24時間インターバル 

パフォーマンス情報の収集 

30分インターバル 


參システム情報の出カディレクトリ 

PROBEPRO が収集したシステム情報は、次のディレクトリに出力されます。 

C:¥Program Files¥FUJITSU¥PROBEPRO¥Data 


4.4.6 LAN ドライバの設定 


チームの構成、 VLAN の 構成、 ジャンボフレーム などを使用す る 場合は、 Intel ® PROSet を使 
用し、 LAN ドライバを設定します。 

詳しくは、 『 LAN ドライバ Vnn . n ユーザーズガイド』をご覧ください。 
rVnn . nJ にはお使いの LAN ドライパのパー ジョンが 表示されています。 
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4.5 メモリダンプの設定 


4.5 メモリダンプの設定 


サーバの運用を始める前に、メモリダンプを取得するための設定を行ってくださし、。 

參メモリダンプとは 

メモリダンプを取得するための設定をしておくと、 システムで STOP エラー （致命的な シス 
テムエラ ー）が発生した場合に、自動的にデバッグ情報が保存されます。これをメモリダン 
プと呼び、保存されたメモリダンプにより、 エラー 発生時の原因を分析できます。 

4.5.1 メモリダンプを取得するための設定方法 


メモリダンプの設定は、次の流れで行います。 


ハードディスクの空き容量の確認 （― P .86) 


▽ 

メモリダンプファイルの設定 （― R 87) 


▽ 

ページングファイルの設定 （― P _89) 


^_ 

_ y 


■ ハードディスクの空き容量の確認 

メモリダンプを取得するには、ページングファイルとメモリダンプファイルの作成用に、十 
分なハードディスク容量が必要です。 

取得可能なメモリダンプの種類と必要なハードディスク容量は次のとおりです。 

參完全メモリダンプ（推奨） 

物理メモリ全体の内容が記録されます。ファイルは「ダンプファイル」で指定されている 
ファイル名で作成されます。完全メモリダンプに必要なハードディスク容量は次のとおりで 
す。 

. ページングファイル：搭載物理メモリ+ 11 MB (推奨：搭載物理メモリ X 1.5) 

• メモリダンプファイル：搭載物理メモリと同量 

參カーネルメモリダンプ 

使用中のカーネルメモリの内容のみが記録されます。ファイルは「ダンプファイル」で指定さ 
れているファイル名で作成されます。カーネルメモリダンプに必要なハードディスク容量は次 
のとおりです。 

. ページングファイル：搭載物理メモリ容量に依存 
256 MB 〜1，373 MB の場合、搭載物理メモリ： ■.1.5 

1，374 MB 以上の場合、32ビットシステムでは 2 GB + 16 MB 、 64ビットシステムでは搭載 
物理メモリ+ 128 MB 

. メモリ ダンプ ファイル： STOP エラー 発生時の カーネルモー ドアドレス空間の使用量に依存 
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4.5 メモリダンプの設定 


• 最小メモリダンプ 

問題の識別に役立つ最小限の情報が記録されます。ファイルは「最小ダンプディレクトリ」 
で指定されているディレクトリに作成されます。最小メモリダンプに必要なハードディスク 
容量は次のとおりです。 

• ページングファイル： 2 MB 以上 
• メモリダンプファイル： 64 KB または 128 KB 

■ メモリダンプファイルの設定 

次の手順に従って、メモリダンプファイルの設定を行います。 



2GB 以上のメモリが搭載されている場合 

► 完全メモリダンプは、次の手順で設定する必要があります。 

1. 次のコマンドを実行し、メモリダンプの種類を完全メモリダンプに設定します。 

C:¥>wmic recoveros set DebuglnfoType =l 

2. 次のコマンドを実行し、メモリダンプファイルを指定します。 

C:¥>wmic recoveros set DebugFilePath = くメモリダンプファイルへのフルパス〉 

3. 次のコマンドを実行し、メモリダンプファイルが存在するときに上書きするかどうかを指定しま 
す。 

上書きする場合は「1」を、上書きされないようにする場合は「0」を指定します。 

C:¥>wmic recoveros set OverwnteExistincrDebugFile = 0 または l 

4. システムを再起動します。 

詳しくは 、 Microsoft の情報 (http://suDport.microsoft.com/kb/307973/ja) をご覧く ださい 0 

1 管理者権限でログオンします。 

2 メモリダンプファイルを格納するドライブの空き容量を確認します。 

「ハードディスクの空き容量の確認」 （— P .86) で必要な空き容量を確認してください。 
ドライブに空き容量がない場合は、サーバの『ユーザーズガイド』の「5.3ソフトウェ 
アのトラブノレシューティング」をご覧ください。 

3 「システムのプロパティ」画面を表示します。 

► Windows Server 2008 の場合 

1. 「スタート」ボタン—「コントロールパネル」の順にクリックします。 

コン トロール パネルが表示されます。 

2. 「システム」アイコンをダブルクリックします。 

システムのコントロールパネルが表示されます。 

3. タスクの「システムの詳細設定」をクリックします。 

「システムのプロパティ」画面が表示されます。 
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4.5 メモリダンプの設定 


► Windows Server 2003の場合 

1. 「スタート」ボタン—「コントロールパネル」—「システム」の順にクリックし 
ます。 

「システムのプロパティ」 画面が表示されます。 

2. 「詳細設定」タブをクリックします。 

4 「起動と回復」の「設定」をクリックします。 

「起動と回復」画面が表示されます。 

5 次の設定を行います。 

1. 「デバッグ情報の書き込み」で、メモリダンプの種類を選択します。 

• 完全メモリダンプ（推奨） 

物理メモリ全体の内容が指定されたメモリダンプファイルに記録されます。 

. カー ネ/レメモリダンプ 

使用中のカーネルメモリの内容だけが指定されたメモリダンプファイルに記録 
されます。 

• 最小メモリダンプ (64 KB ) 

最小限の情報がメモリダンプファイルに記録されます。 

致命的なエラーが発生するたびに、「最小ダンプディレクトリ」に指定した 
ディレクトリに新しいメモリダンプファイルを作成します。 

2. 完全メモリダンプまたは力ーネルメモリダンプの場合、「ダンプファイル」にメ 
モリダンプファイル名をフルパスで指定します。最小メモリダンプの場合、「ダ 
ンプファイル」にメモリダンプファイルを作成するディレクトリ名をフルパスで 
指定します。 

カーネル メモリダンプ、または完全メモリダンプの場合、「既存のファイルに上 
書きする」にチェックを付けると、デバッグ情報が毎回指定したファイルに上書 
きされます。 

6 「 OK 」 をクリックし、「起動と回復」画面を終了します。 

7 「 OK 」 をクリックし、「システムのプロパティ」画面を終了します。 

8 システムを再起動します。 

システム 再起動後、設定が有効になります。 
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4.5 メモリダンプの設定 


■ ページングファイルの設定 

次の手順に従って、ページングファイルを設定します。 

1 管理者権限でログオンします。 

2システムドライブの空き容量を確認します。 

「ハードディスクの空き容量の確認」 （— P .86) で必要な空き容量を確認してください。 
ドライブに空き容量がない場合は、 サーバの 『ユーザーズガイド』 の 「5.3 ソフト ウェ 
アのトラブルシューティング」をご覧ください。 

3 「システムのプロパティ」画面を表示します。 

► Windows Server 2008 の場合 

1. 「スタート」ボタン—「コントロールパネル」の順にクリックします。 

コントロールパネルが 表示されます。 

2. 「システム」アイコンをダブルクリックします。 

システムのコントロールパネルが表示されます。 

3. タスクの「システムの詳細設定」をクリックします。 

「システムのプロパティ」 画面が表示されます。 

► Windows Server 2003 の場合 

1. 「スタ_卜」ボタン—「コントロールパネル」一》「システム」の順にクリックし 
ます。 

「システムのプロパティ」 画面が表示されます。 

2. 「詳細設定」タブをクリックします。 

4 「パフ ォーマンス」 の「設定」をクリックします。 

「パフォーマンスオプション」 画面が表示されます。 

5 「詳細設定」タブをクリックします。 

6 「仮想メモリ」の「変更」をクリックします。 

「仮想メモリ」画面が表示されます。 

7 ページングファイルを作成するドライブを指定します。 



► Windows Server 2008の場合、「すべてのドライブのページングファイルのサイズを自動的に 
管理する」にチェックが付いている場合は、チェックを外してください。 

「ドライブ」でシステムドライブを選択します。 

8 「カスタムサイズ」を指定し、「初期サイズ」に値を入力します。 

設定したダンプファイルの種類によって値を設定します。 

「すべてのドライブの総ページングファイルサイズ」の「推奨」の値より大きい値を 
設定してください。 
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4.5 メモリダンプの設定 



► ページングファイルサイズに小さい値を設定した場合、性能に影響があります。最良のシステ 
ム効率を得るには、「すべてのドライブの総ページングファイルサイズ」に記載されている 
「推奨」以上の値を「初期サイズ」に設定してください。推奨サイズは、システムの搭載メモ 
リ総量の 1.5 倍です。ただし、メモリを大量に消費するプログラムを定期的に使用する場合 
は、必要に応じてサイズを大きく設定してください。 

9 「最大サイズ」に値を入力します。 

「初期サイズ」以上の値を設定します。 

10 「設定」をクリックします。 

設定が保存され、「ドライブ」の「ページングファイルのサイズ」に設定した値が表示 
されます。 

11 roKj をクリックし、「仮想メモリ」画面を終了します。 

12 「 ok 」 をクリックし、「パフォーマンスオプション」画面を終了します。 

13 「0 K 」 をクリックし、 「システムのプロパティ」 画面を終了します。 

14 システムを再起動します。 

システム 再起動後、設定が有効になります。 

■ メモリダンプ取得後の再起動について 

0 S のメモリダンプ設定で、メモリダンプ取得後に再起動するように設定をしていても、ハー 
ドウェアが故障している場合は、再起動が行われないことがあります。 

ハードウ: n ア故障時はすみやかに対処する必要がありますが、継続稼働が必要な場合はソフ 
トウェアウォッチドッグによる再起動の設定を行ってください。ソフトウェアウォッチドッ 
グの詳細•設定方法については 、 『ServerView Operations Manager ユーザーズガイド』の「3.4 
異常発生時の対処 （ ASR )」 をご覧ください。 
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4.5 メモリダンプの設定 


4.5.2 その他のダンプ取得の設定について 

SVIM を使用して OS をインストールした場合、トラブル調査時に必要な情報を取得するた 
め、次の2つの設定が有効に設定されます。 

參保守用スイッチ （ NMI 機能）/キーボード操作によるメモリダンプの取得設定 

保守用スイッチまたはキーボードを使用して強制的にメモリダンプを取得できる設定を有効 
にしています。 

強制的にメモリダンプを取得する方法については、サーバの『ューザーズガイド』の「5.4卜 
ラブル発生時の情報収集」をご覧ください。 

參クラッシュダンプの取得設定 

メモリダンプの他に、ソフトウェア単位で発生するプログラム例外に対応するクラッシュダ 
ンプを取得できます。 

• Windows Sever 2008の場合 

ソフトウェアの使用中にプログラム例外が発生した場合に、 Windows の 「 Windows エラー 
報告」により、詳細な情報を含むクラッシュダンプファイルを取得する設定を有効にして 
います。 

• Windows Sever 2003の場合 

ソフトウェアの使用中にプログラム例外が発生した場合に、 Windows の「ワトソン博士」 
により、詳細な情報を含むクラッシュダンプファイルおよびワトソンログを取得する設定 
を有効にしています。 
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4.6 システム修復のためのバックアップの作成 


4.6 システム修復のためのバックアップの 
作成 

〇 S をインストール後、システム修復のためのバックアップを作成しておきます。こ 
れにより、システムにトラブルが発生した場合に復旧が可能になります。 



► 〇 s のインストール後や、システム構成を変更した場合は、必ず本操作を行ってバックアップを作成 
してください。 

4.6.1 Windows Server 2008の場合 


Windows Server 2008 の場合、サーバ全体の構成を、 DVD などの媒体や他のサーバの共有 フォ 
ルダにバックアツプできます。 



► Windows Server バックアップは、テープ装置には対応していません。テープ装置を利用する場合は、 
別途 ARCserve などのテープバックアップ専用ソフトウェアをお使いください。 

► Windows Server 2008を Server Core インス I —ルした場合は 、 Windows Sever バックアップの機能のう 
ち、 Wbadmin コマンドラインツールのみ使用可能です 。 Windows Sever バックアップスナップインや、 
Windows Sever バックアップコマンドレット （Windows PowerShell コマンド）は使用できません。 

PPOINT 

► Windows Server 2008の 、 「Windows Server バックアップ」の、主な機能は次のとおりです。 

■ システム全体のバックアップと復元 
■ 変更されたデータだけを保存する増分バックアップ 
■ スケジュールによる自動バックアップ 
運用形態に応じて設定してください。 

#バックアップコンポーネントのインストール 

Windows Server 2008の初期設定では、バックアップコンポーネントはインストールされてい 
ません。次の手順でインストールしてください。 

ブ「スタート」ボタン—「管理ツール」—「サーバーマネージャ」の順にクリッ 
クします。 

サーバー マネージャが起動します。 

2 「機能」—「機能の追加」の順にクリックします。 

3 「Windows Server バックアップの機能」にチェックを付け、「次へ」をクリッ 
クします。 
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4.6 システム修復のためのバックアップの作成 


4 「インストール」をクリックします。 

選択した機能がインストールされます。 

5 「閉じる」をクリックします。 

6 「ファイル」メニュ ► 「終了」をクリックします。 

サーバーマネージャが終了します。 

參バックアップの作成 

次の手順に従って、サーバ全体の構成をパックアップします。 

f 「スタート」ボタン—'「管理ツール 」— 「Windows Server バックアップ」の順 
にクリックします。 

Windows Server バックアップが起動します。 

2 「操作」メニュ>「バックアップ （1 回限り）」の順にクリックします。 

「バックアップオプション」画面が表示されます。 

3 「次へ」をクリックします。 

「パックアップの構成の選択」画面が表示されます。 

4 「サーバー全体（推奨）」を選択し、「次へ」をクリックします。 

「作成先の種類の指定」画面が表示されます。 

5 バックアップ用の記憶域の種類を選択し、「次へ」をクリックします。 

6 詳細オプションを選択し、「次へ」をクリックします。 

7 「バックアップ」をクリックします。 

バックアップが開始されます。 

8 バックアップが終了したら、「閉じる」をクリックします。 

9 「ファイル」メニュ>「終了」をクリックします。 

Windows サーバーバックアップが終了します。 
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4.6 システム修復のためのバックアップの作成 


4.6.2 Windows Server 2003の場合 


Windows Server 2003の場合、自動システム回復 ( ASR ) セットを作成します。作成には、 
フォーマット済みのフロッピーディスクが1枚と、バックアップファイルを保存するメディ 
アが必要です。 

pPOINT r 

► 本操作により作成した自動回復セットを使用して復旧できるのは、システム情報のみです。お客様が 
作成したファイルなどのデータは含まれません。別途バックアップ装置などを使用して定期的にデー 
夕をバックアップすることをお勧めします。バックアップについては、サーバの『ユーザーズガイ 
ド』の「第 4 章運用と保守」をご覧ください。 

1 「スタート」ボタン — 「すべてのプログラム」 — 「アクセサリ J — 「システム 
ツール」—「バックアップ」の順にクリックします。 

「パックアップまたは復元ウィザード」画面が表示されます。 

2 「次へ」をクリックします。 

「パックアップまたは復元」画面が表示されます。 

3 「ファイルと設定のバックアップを作成する」を選択し、「次へ」をクリック 
します。 

「パックアップを作成する項目」画面が表示されます。 

4 「このコンピュータにある情報すベて」を選択し、「次へ」をクリックします。 

「パックアップの種類、パックアップ先と名前」画面が表示されます。 

5 バックアップの保存場所と名前を指定し、「次へ」をクリックします。 

「パックアップまたは復元ウィザードの完了」画面が表示されます。 

6 「完了」をクリックします。 

バックアップが開始されます。 

7 フロッピーディスクをセットするようメッセージが表示されたら、フロッ 
ピーディスクをセットし、 「 OK 」 をクリックします。 

自動システム回復ディスクが作成されます。 

8 ディスクの作成が終了すると、メッセージが表示されます。メッセージに 
従ってフロッピーディスクを取り出し、ラベルを貼ります。 

9 「 OK 」 をクリックし、「バックアップユー亍ィリティ」を終了します。 

10 「閉じる」をクリックして、「バックアップの進行状況」画面を閉じます。 

以上で、自動システム回復セットの作成は完了です。 
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第 5 章 


Linux のインストール 


この章では、サーバに Linux をインス！ルす 
る方法について説明しています。 


5.1 CD の作成 . 96 

5.2 クイックモード . 99 

5.3 力ーネルのアツプデート . 105 
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5.1CD の作成 


5 」 ⑶の作成 

インストールを開始する前に、必要な CD を作成します。 

5.1.1 RHN への登録 


Linux をお使いになるには 、 RHN (Red Hat Network ) への登録が必要です。詳しくは 、 「Red 
Hat Network 、 サブスクリプションの登録方法」 ( http :// www . redhat . co . jp / FAQ / regist . html ) をご 
覧ください。 

5.1.2 インストール CD の作成 

インストール CD は、 RHN からダウンロー ドして作成します。 

PP 0 INT 

► Linux インストールタイプの場合、インストール CD が添付されていますので、インストール CD の作成 
は不要です。 

■ 作成する CD 

次の CD を作成します。ディストリビューションに応じて、必要な枚数のブランク CD を用 
意してください。 


デイストリビユーシヨン 

作成する CD 

RHEL5.3 (Intel64) 

インストール CD 1/6〜6/6 

RHEL5.3 (x86) 

インストール CD 1/5〜5/5 

RHEL4.8-AS (EM64T) 

インストーノレ CD 1/5〜5/5 

RHEL4.8-AS (x86) 

インストール CD 1/5〜5/5 

RHEL4.8-ES (EM64T) 

インストール CD 1/5〜5/5 

RHEL4.8-ES (x86) 

インストール CD 1/5〜5/5 


■インス!-ール CD の作成 

ブ RHN にログインします。 

2次の手順で ISO images の公開サイトページを表示します。 

► RHEL 5.3 ( Intel 64) 

「チヤンネル」 — 「ソフトウェアのダウンロード 」— 「Red Hat Enterprise Linux ( v .5 for 
64 -bit x 86_64) J の順にクリックします。 
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5.1 CD の作成 


► RHEL 5.3 ( x 86) 

「チヤンネル」—「ソフトウェアのダウンロード」 — 「 Red Hat Enterprise Linux (v.5 for 
32-bit x86)J の順にクリックします。 

► RHEL 4.8 -AS ( EM 64 T ) 

「チヤンネル」 — 「ソフトウェアのダウンロード 」— 「Red Hat Enterprise Linux AS ( v . 4 
for 64 -bit AMD 64 /Intel EM 64 T )」 の順にクリックします。 

► RHEL 4.8 -AS ( x 86) 

「チヤンネル」—「ソフトウェアのダウンロード 」 — 「 Red Hat Enterprise Linux AS ( v . 4 
for 32 -bit x 86 )J の順にクリックします。 

► RHEL 4.8 -ES ( EM 64 T ) 

「チヤンネル」 — 「ソフトウェアのダウンロード 」 —「Red Hat Enterprise Linux ES (v. 4 
for AMD64/Intel EM64T)J の順にクリックします。 

► RHEL 4.8 -ES ( x 86) 

「チヤンネル」—「ソフトウェアのダウンロード 」— 「Red Hat Enterprise Linux ES ( v . 4 
for 32 -bit x 86) J の順にクリックします。 

p POINT ； 

► サイト内に「ソフトウェアのダウンロード」は2 ヶ 所あります。どちらをクリックしてもかま 
いません。 

3 Binary Disc の ISO image をダウンロードします。 



► RHN の画面に MD 5 チェックサムが表示されています。必ず、ダウンロードした ISO イメージ 
ファイルの MD 5 チェックサムが正しいか確認してください。 

4 ダウ ンロー ドした IS 〇イメ ー ジファイルからインスト ー ル CD を作成します。 

作成した CD には、それぞれ「インストール CD < ディスク番号>/<ディスク枚数 
>」と記入しておきます。 
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5.1 CD の作成 


5.1.3 カーネルアップデート CD の作成 


RHEL 5.3 ( Intel 64) の場合は、 OS のインストール後にカーネルをアップデートします。カーネ 
ルアップデート CD は、 RHN から必要なパッケージファイルをダウンロードして作成しま 


す0 


PPOINT 

► Linux インストールタイプの場合 、 Errata CD が添付されていますので、力ーネルアップデート CD の作 
成は不要です。 

► PRIMERGYTX 100 S 1 をお使いの場合は、力ーネルアップデート CD を作成する必要はありません。 

1 RHN にログインします。 

2 RHN ページ上部から「エラータ」を選択し、テキストボックスにアドバイザ 
リを入力して「検索」をクリックします。 

アドバイザリは次のとおり入力します。 


デイストリビューシヨン 

アドバイザリ 

RHEL5.3 (Intel64) 

RHSA- 2009:0326 


検索結果が表示されます。 

3 表示されたアドバイザリをクリックします。 

4 「パッケージ」をクリックします。 

5表示されたパッケージをすべてダウンロードします。 

6 ダウンロー ドしたパッケージファイルを CD に書き込みます。 
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5.2 クイックモード 


5.2 クイックモード 


最低限の設定を行って 0 S をインストールする方法です。素早く簡単に 0 S をイン 
ストールしたい場合は、クイックモードをお使いください。 

1 サーバの電源を入れて、すぐにスタートアップディスクをセットします。 

しばらくするとコンフイグレーシヨンファイルの保存先を選択する画面が表示されま 
す。 


2 「 RAM ディスク」を選択し、「次へ」をクリックします。 



► PRIMERGYTX 100 S 1 をお使いで、インストール中にアレイを構成する場合は、フォーマット 
済みのフロッピーディスクまたは USB メモリをセットし、「口ーカルドライブ」を選択して、 
セットしたドライブを選択します。 

p POINT 

► 「システムがリブートされると全ての設定情報は失われます。」というメッセージが表示される 
場合がありますが、「はい」をクリックしてください。 



「 InstallationManager の初期化処理を実行中」画面が表示され、 SVIM の初期化処理が 
開始されます。ハードウェアの構成により、初期化処理には数分かかる場合がありま 
す。 

初期化が終了すると、「ようこそ ServerView Installation Manager へ」画面が表示されま 

す。 
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5.2 クイックモード 


3 「 Deployment 」 をクリックします 0 



「 Installation Manager Deployment Process Selection 」 画面が表不されます。 

4 「クイックモード」を選択し、「次へ」をクリックします。 



「オペレーティングシステムのインストール」画面が表示されます。 
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5.2 クイックモード 


5 インストールする os を選択し、「次へ」をクリックします。 



「RAID とディスクの構成」画面が表示されます。 


6 次の手順で RAID とディスクの構成を設定します。 

►新規にアレイを構成する場合 

1. 「RAID コントローラ0」の「新規に RAID を構築する」を選択します。 

2. 「RA 旧レベル」を設定し、「次へ」をクリックします。 

「RAID レベル」 で「自動」を選択した場合、搭載されているディスク数に応じて 
次の RAID レベルで構成されます。 


ディスク数 

RAID レベル 

2 

RAID 1 

3 

RAID 5 

4 以上 

ホットスペア付 RAID 5 
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5.2 クイックモード 


既存のアレイはすべて削除され、ロジカルドライブ0にパーテイシヨンが3つ作 
成されます。 



►既存のアレイを使用する、またはアレイを構成しない場合 
1.「 RAID コントロー ラ 0」 の 「ロジカル ドライブ 0」 を選択し、 「次へ」 をクリック 
します。 

ロジカルドライブ0にパーテイシヨンが3つ作成されます。 

p POINT 

► 作成されるパーティションは次のとおりです。 


パーティション [注] 

サイズ 

ファイルシステム 

マウントポイント 

/ dev/sdal 

256 MB 

ext 3 

/boot 

/ dev / sda 2 

10240 MB 

ext 3 

1 

/ dev / sda 3 

2048 MB 

swap 



注： SATA モデルでアレイを構成していない場合、 sda は had に変わる場合があります。 


「 OS の設定」画面が表示されます。 
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5.2 クイックモード 


7 インストールする os の情報を設定し、「次へ」をクリックします。 

RHEL 5.3 の場合、 インス トール番号の入力をお勧めします。 



圖 し onfiguratio 

田〇 RAID とデイスクの 
El Q RHEL5<x8® 

田 D 設納容の確詨 



「設定内容の確認」画面が表示されます。 

8 設定内容を確認し、「インストール開始」をクリックします。 

ServerView Installation Manager 


し onfiguratio 

田 .Q RAID とディスク ® 
田 G RHEL50c8O 
田 Q 設納额確 IS 


戻5 」 \mj ィンスト-ル 閉始） キやン to レ 



「Installation Manager インスト'—ルモ' ード」画面が表示され、10秒後に自動的に インス 
トールが開始されます。 


Red Hat Enterprise Linux 

設定内容の確認 


ディスクの設定 

コントローラ： 

卜-ラィプ名： 

RAID: LSI RAID 01 SAS 4P (0) 
Seagate st 9146802 ss 2101 

パーティシ 

容量： 

MX： 256 

140011 mb 



OS ® 設定 

タイプ： RedHat Enterprise Linux VS.x (Q86) 

インスト'-ルメディア： cdrom 

タイムゾン： Asia/Tokyo 

コンビユータ名： noname.nodomain.nowhere 

DHCP true 



Red Hat Enterprise Linux 

OS の驗 
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5.2 クイックモード 


p POINT 

► アレイを新規に構成するように設定した場合は、ここでシステムが再起動します。再起動後 
セットアップが継続されますのでそのままお待ちください。 

ファイルのコピーが 終了すると、「システムが再起動します」という メッセージが 表示 
されます。 

9 スタートアップディスクを取り出し、 「 OKJ をクリックします。 

フロッピーディスクまたは USB メモリをセットしている場合は、それらも取り出しま 
す。 



システムが再起動し、設定に従って自動的にインストールが行われます。 

10 「CD Not Found 」 または 「 CD が見つかりません」というメッセージが表示さ 
れたら、インストール CD の1枚目をセットし、 「 OKJ をクリックします。 

この後は、画面の指示に従ってインストール CD を入れ替えてください。 

11 「インストールが完了しました。」というメッセージが表示されたら、「再起動 
する」をクリックします。 

システムが再起動し、高信頼ツールのインストールが自動で行われます。 

pPOINT r 

► 高信頼ツールのインストールには、10分程度かかります。その間画面には何も表示されませ 
ん。そのままお待ちください。 

12 RHEL 5.3( lntel 64) の場合は、次の手順に進み力ーネルのアップデートを行い 
ます。 


p POINT 

► PRIMERGYTX 100 S 1 をお使いの場合は、カーネルのアップデートの必要はありません。 

• 「5.3_1 RHEL 5.3 ( Intel 64) の場合」（― P .105) 

以上でサーバのセットアップは完了です。 

サーバの運用を開始する前に 「第6章 Linux インストール後の操作」（― P .107) をご覧にな 
り、必要な操作を行ってください。 
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5.3 力ーネルのアップデート 


5.3 力ーネルのアップデート 


RHEL 5.3 ( Intel 64) をインストールした場合は、力ーネルのアップデートを行いま 
す。 


PPOINT 

► PRIMERGYTX 100 S 1 をお使いの場合は、力ーネルのアップデートの必要はありません。 

■ 「5.3.1 RHEL 5.3 ( Intel 64) の場合」（― P .1 Q 5) 

5.3.1 RHEL5.3 (Intel64 ) の場合 


1 root でログインします。 

2 力ーネルアップデート CD をセットします。 

3 画面の何もないところを右クリックし、表示されたメニューの「端末を開く」 
をクリックします。 

4次のコマンドを実行し、インストール済みの力ーネルパッケージを表示しま 
す。 

# rpm -qa | arep kernel 

5 次のコマンドを実行し、力ーネルをアップデートします。 

手順4 で表示された カーネルパッケージのみアップデー トしてください。 

# rpm -ivh kernel-2.6.18-128.1.6.el5.x86 64.rpm 

# rpm -ivh kernel-devel-2.6.18-128.1.6.el5.x86_64.rpm 

# rpm -Fvh kernel-headers-2.6.18-128.1.6.el5.x86_64.rpm 

6 次のコマンドを実行し、力ーネルアップデート CD を取り出します。 

# cd / 

# umount /media/cdrom 

# eject 

7 インストールされている力ーネルに合わせて、 mkinitrd コマンドにより RAM 
ディスクイメージを作成します。 

ここでは、 kemel -2.6.18-128.1.6. el 5 がインストールされている場合を例として説明しま 

す。 
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5.3 力ーネルのアップデート 


1. 次のコマンドを実行します。 


# cp /boot / initrd-2.6.18-128.1.6.el5.img /boot/initrd-2.6.18-128.1 
.6.el5.img.bak 

# mkinitrd -f /boot/initrd-2.6.18-128.1.6.el5.img 2.6.18-128.1.6.e 

15 

次のコマンドを実行し、 / etc / sysctl . conf の編集を開始します。 


# vi /etc/sysctl.conr 


次の行を追加します。 


# Controls tne approach to reclaim memory when a zone runs 

memory 

vm.zone reclaim mode=0 

out of 


4. ファイルを保存して vi を終了します。 

8 次のコマンドを実行し、システムを再起動します。 

# shutdown -r now 


9 次の手順で、動作中の力ーネルを確認します。 

1. 画面の何もないところを右クリックし、表示されたメニューの「端末を開く」を 
クリックします。 

2. 次のコマンドを実行します。 

# uname -r 

3. 次のように表示されれば力ーネルは正常にアップデートされています。 

I 2.6.18-128.1.6.el5 1 
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第 6 章 


Linux インストール後の操作 


この章では、 Linux をインストールした後の操 
作について説明しています。サーバの運用を開 
始する前に、必ずお読みください。 


6.1 サーバの設定 . 108 

6.2 パスワードの変更 . 109 

6.3 高信頼ツールの設定 . 111 

6.4 メモリダンプの設定 . 114 

6.5 運用形態に応じた環境設定 . 120 

6.6 オプション増設時の設定 . 126 

6.7 使用上の留意事項 . 130 


ソフトウェアガイド 

107 











6.1 サーバの設定 


6.1 サーバの 設定 


0 S をインストールした後に必要なサーバの設定について説明します。 

6.1.1 ハードウェアの設定 


■ アレイの再構成 

OS のインストール前にアレイの構成を削除した場合は、アレイを再構成し、バックアップし 
たデータがある場合は復元します。 

アレイを構成する方法については、「アレイ コントローラ ドキュメント&ツール CD 」 内のマ 
ニュアルをご覧ください。お使いの サーバの アレイ コントローラと ご覧になるマニュアル名 
称については、 「アレイ構成について」 （— P .31) をご覧ください。 

■外付けストレージの接続 

0 S のインストール前に接続しなかつた外付けの SCSI / SAS オプシヨン装置、 ETERNUS な 
どの外付けストレージシステム、 USB ストレージデバイスを接続します。 

6.1.2 BIOS の設定 


次の場合は、 BIOS の設定が必要です。詳しい設定方法については、サーバの『ユーザーズガ 
イド』の「3.3事象別 BIOS 設定」をご覧ください。 

• WOL (Wake On LAN) を使用する場合 



► WOL (Wake On LAN ) を有効にするには OS の設定も必要です。詳しくは 、 「WOL (Wake On LAN ) 
を使用する」 （— R 125) をご覧ください0 

6.1.3 複数の LAN ポートが存在している場合の設定 


■ クイックモードでインストールした場合 

複数の LAN ポートを搭載したサーバに、 SVIM のクイックモードを使用して 0 S をインス 
トールする場合、1つの LAN ポートに対してのみネットワークを構成できます。他の LAN 
ポートについては、手動で設定してください。 
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6.2 パスワードの変更 


6.2 パスワードの変更 


root パ スワー ドとブート ロー ダパ スワー ドの変更および設定方法に ついて 説明しま 
す。 

SVIM を使用して 0 S をインストールした場合、ブートローダパスワードは設定さ 
れません。また、 Linux インストールタイプの場合、ご購入時には固定されたパス 
ワードが設定されていますので、セキュリティ確保のため、必ずパスワードを変更 
してください。 

6.2.1 root パスワードの変更 


^ root でログインします。 

^POINT r 

► Linux インストールタイプの場合、初期パスワードは 「 jW % m 9 zPn 」 に設定されています。 

2 画面の何もないところを右クリックし、表示されたメニューの「端末を開く」 
をクリックします。 

3 次のコマンドを実行します。 

# passwd 

パスワード変更のメ ッ セージが表示されます。 

4 新しいパスワードを入力します。 

入力したパスワードは表示されません。 

5 確認のため、もう一度同じパスワードを入力します。 

入力したパスワ'ードは表示されません。 

パ スワ ードが変更されると、次のメ ッ セージが表示されます。 
passwd: all authentication tokens updated successfully. 
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6.2 パスワードの変更 


6.2.2 ブートローダパスワードの設定/変更 

1 root でログインします。 

p POINT 

► Linux インストールタイプの場合、初期パスワードは 「 jW % m 9 zPn 」 に設定されています。 

2 画面の何もないところを右クリックし、表示されたメニューの「端末を開く」 
をクリックします。 

3 次のコマンドを実行します。 

# grub 

4 grub のプロンプトで、次のコマンドを実行します。 

grub> md5crypt 

5 「 Password 」 に設定するパスワードを入力します。 

Password : ******** —パスワードを入力 

Encrypted: $1$IJfVL/$fzh2oc3gxfK.sgo8rZPIC. 

「 Encrypted : 」に続く文字列が暗号化されたパスワードです。 

6 暗号化されたパスワ _ ドをクリップボードにコピ _ します。 

7 次のコマンドを実行し、 grub を終了します。 

grub> quit 

8 / boot / grub / grub . conf を、次の手順で編集します。 

1. 次のコマンドを実行します。 

# vi /boot/grub/grub.conf 

2. 「 password 」 行にコピーした文字列を貼り付けます。 

このとき、 - md 5 オプシヨンが必要となります。 

「 password 」 行がない場合は追加します。 

sp 丄 ashimage= (hdO, 0) / grub/splash.xpm.gz 
hiddenmenu 

password - md 5 $1 $1 JfVL /$ fzh 2 oc 3 gxfK . sgo 8 rZPIC . 

3. ファイルを保存して vi を終了します。 

9 次のコマンドを実行し、システムを再起動します。 

# shutdown -r now 

次の起動から新しいブート ローダパスワ ードが有効になります。 
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6.3 高信頼ツールの設定 


6.3 高信頼 ツールの 設定 


0 S のインストール後に必要な高信頼ツールの設定を行います。 

6.3.1 ServerView Operations Manager の設定 


pPOINT r 

► RHEL5.3 (x86) / RHEL4.8 (x86) をお使いの場合のみ設定してください。 ServerView Operations 
Manager は、 RHEL5.3 (Intel64) / RHEL4.8 (EM64T) 上での、 Web ブラウザを使用した画面表示に 
は対応していません。 ServerView Operations Manager の画面表示を行う場合は、別のサーパ/パソ 
コンの Web ブラウザを使用してください 

ServerView Operations Manager の各設定を行います 0 

『ServerView Operations Manager ユ^ーザーズガイド』の「2.4インストール後の設定」をご覧に 
なり、必要な操作を行ってください。 

なお、 SVIM を使用して 0 S をインストールした場合は、 Web ブラウザおよび Java 2 Runtime 
Environment Standard Edition (32 ビット）が同時にインスト'ールされます。ただし、 Java プラ 
グインは Web ブラウザに登録されていないため、手動で Web ブラウザに Java プラグインの 
登録をします。詳しくは 、 『ServerView Operations Manager ユーザーズガイド』の「2.4.2 
Java 1 M 2 Runtime Environment Standard Edition のインストール」をご覧く ださい 0 


6.3.2 ServerView Linux エージェントの設定 

ServerView Linux ェージェントの各設定を行います。 

『ServerView Linux ェージェントユーザ^ーズガイド』の「2.4インストール後の設定」をご覧 
になり、必要な操作を行ってください。 

なお、 SVIM を使用して 0 S をインストールした場合、 SNMP サービスは自動起動に設定され 
ています。 
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6.3 高信頼ツールの設定 


6.3.3 ServerView RAID の設定 



► RHEL 5.3 ( Intel 64)/ RHEL 4_8 ( EM 64 T ) 上での、 Web ブラウザを使用した画面表示には対応していませ 
ん 。 ServerView RAID の画面表示を行う場合は、別のサーバ/パソコンの Web ブラウザを使用して 
ください 


ServerView RAID の各設定を行います。 

詳しい設定方法については、次の操作を行って表示される 「ServerView RAID ( Linux ) のイン 
ストール手順」をご覧ください。 

1 「アレイコントローラドキュメント&ツール CD 」 に格納されている次の ファ 
イルを Web ブラウザで開きます。 

/ media / cdrom / ReadmeJP.html 

2 画面中程の「ソフトウェアー覧」までスクロールします。 

3 「対象アレイ コン トローラ」からお使いのアレイ コン トローラを探します。 

お使いのサーバで使用しているアレイコントローラについては、サーバの『ューザー 
ズガイド』の「付録 A 本体仕様」でご確認ください。 

4 「ソフトウェア名称」の 「ServerView RAID 」 をクリックします。 

5 「 Linux 」 をクリックします 0 

6 「 ReadmeJP . txt 」 をクリックします。 

• アレイ管理者アカウントの作成 

ServerView RAID を使用するために、アレイ管理者用のューザーアカウントが必要です。 
「 raid - adm 」 というグループを作成し、同グループ内にアレイ管理者用の任意の名前のュー 
ザーアカウントを作成してください。 

• HDD チェックスケジューラの設定 

SAS アレイコントローラ （MegaRAID SAS ) またはオンボードソフトウェア RAID 
(Embedded MegaRAID SATA ) をお使いの場合は 、 ServerView RAID をインストールすると、 
crontab に、 HDD チェックスケジューラの起動シェル （/ usr / bin / hddcs . sh ) が登録されます。 
初期設定では、毎日12:00に HDD チェックスケジューラの起動シェルが実行されるように設 
定されています。設定は運用に合わせて適宜変更してください。 
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6.3 高信頼 ツールの 設定 


參バッテリリキヤリブレーシヨンスケジューラの設定 

SAS アレイコントローラ （ MegaRAIDSAS ) に、バッテリバックアップュニットを接続して 
お使いの場合は 、 ServerView RAID をインストールすると、 crontab に、バッテリリキヤリブ 
レーシヨンチェックスケジューラの起動シェル (/ usr / bin/batrc s . sh ) が登録されます。 
初期設定では、毎月1日の11:00にバッテリリキヤリブレーシヨンチェックスケジューラの 
起動シ I ルが実行されるように設定されています。設定は運用に合わせて適宜変更してくだ 
さい。 

6.3.4 REMCS エージ エン トの 設定 


REMCS エージェントを使用するには、 REMCS センターとの接続設定などを行う必要があり 
ます。詳しくは、 『 REMCS エージェント運用ガイド- Linux -』 の「第3章レジストレーシヨ 
ン」をご覧ください。 
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6.4 メモリダンプの設定 


6.4 メモリダンプの設定 


サーバの運用を始める前に、メモリダンプを取得するための設定を行ってくださ 
い。 



► PRIMERGY TX 100 S 1 はメモリダンプ機能をサポートしていません。 

• 「6.4.1 RHEL 5.3 の場合」（― P .114) 

• f 6 . 4.2 RHEL 4.8 の場合」_ (― P .117) 

• メモリダンプとは 

メモリダンプを取得するための設定をしておくと、システムで STOP エラー（致命的なシス 
テムエラー）が発生した場合に、自動的にデバッグ情報が保存されます。これをメモリダン 
プと呼び、保存されたメモリダンプにより、エラー発生時の原因を分析できます。 

6.4.1 RHEL5.3 の場合 


PPOINT 

► Linux インス！ルタイプの場合、 kdump はインストールおよび設定済みです。 

■ パッケージのインストール 
• RHEL 5.3 ( Intel 64) の場合 

1 画面の何もないところを右クリックし、表示されたメニューの「端末を開く」 
をクリックします。 

2 ftp クライアントなどを使用し、次の ftp サイトに anonymous でログインします。 
ftp :// ftp . redhat . com / pub / redhat / linux / enterprise /5 Server / en / os / x 8 b _()4/ Debuginfo / 

3 次のパッケージをダウンロードします。 

• kernei - debuginro - common -2. o . 1 8-128. 1 .6. el 5. x 86 64 .rpm 

• kemel - debuginfo -2.6.18-128.1.6. el 5. x 86 64.1 pm 

4 パッケージをダウンロードしたディレクトリで、次のコマンドを実行し、 
パッケ_ジをインストールします。 

# rpm -ivh kernel-debuginfo-common-2.6.18-128.1.b . el5 .x8t> _64 . rpm 

# rpm -ivh kernel-debuginfo-2.6.18-128.1.b.el5.x86_b4.rpm 

5 インストール CD 2/6 をセツトします。 
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6.4 メモリダンプの設定 


6 次のコマンドを実行し、 roKj と表示されることを確認します。 


# cd /meaia/cdrom/Server 

# rpm -K busybox-1.2.0-4.el5.x86 b4.rpm 

busybox-1.2.0-4.el5.x86 64.rpm: (shal)dsa shal md5 gpg OK 

# rpm -K kexec-tools-1.102pre-56.el5.x86_64.rpm 

kexec-tools-1.102pre-56.el5.x86_64.rpm: (shal)dsa shal md5 gpg OK 


7 次のコマンドを実行し、パッケージをインストールします。 

# rpm -ivh busvbox-1.2.0-4.el5.x86 64.rom 

# rpm -ivh kexec-tools-1.102pre-56.el5.x86_64.rpm 


8 次のコマンドを実行し、インストール CD を取り出します。 

# cd / 

# umount /media/cdrom 

# eject 


參 RHEL 5.3 ( x 86) の場合 

1 画面の何もないところを右クリックし、表示されたメニューの「端末を開く」 
をクリックします。 


2 ftp クライアントなどを使用し、次の ftp サイトに anonymous でログインします。 

ftp://ftp.redhat.com/pub/redhat/linux/enterprise/5Server/en/os/i386/Debugmio/ 


3 次のパッケージをダウンロードします。 

• kernel-debuginfo-common-2.o.l8-128.el5.i68o.rpm 

• kernel-PAE-debuginfo-2.6.18-128.el5.i686.rpm 


4 パッケージをダウンロードしたデイレクトリで、次のコマンドを実行し、 
パッケージをインストールします。 


# rpm -ivn kernel-debuginro-common- 2 . 6 . 18 - 128 .el5. 1680 .rpm 

# rpm -ivh kernel-PAE-debuginfo-2.6.18-128.el 5.1686 .rpm 


5 インストール CD 2/5 をセツトします。 

6 次のコマンドを実行し、 roKj と表示されることを確認します。 


# cd /meaia/cdrom/Server 

# rpm -K busybox-1.2.0-4.el5.i386.rpm 

busybox-1.2.0-4.el 5.1386 .rpm: (shal)dsa shal md5 gpg OK 

# rpm -K kexec-tools-1.102pre-56.el5. 1 j 86.rpm 

kexec-tools-1.102pre-56.el5. 1 j 86.rpm: (shal)dsa shal md5 gpg OK 


7 次のコマンドを実行し、パッケージをインストールします。 


# rpm -ivn busybox-1. 2 .0-4.el5. 1 J86.rpm 

# rpm -ivh kexec-tools-1.l02pre-56 . el5 .i38t>. rpm 
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8 次のコマンドを実行し、インストール CD を取り出します。 

# cd / 

# umount / media/cdrom 

# eject 


■ kdump ツールの解凍 

スタートアップディスクに格納されている kdump ツールを、任意のディレクトリに解凍しま 

す。 

1 スタートアップディスクをセットします。 

2 任意の作業用ディレクトリに移動します。 

3 次のコマンドを実行し、 kdump ツールを解凍します。 

# tar zxvf /media/cdrom/PROGRAMS/Japanese2/SCS/kdump/kdump_vl.2.tar.az 

4 次のコマンドを実行し、スタートアップディスクを取り出します。 

# umount /meaia/cdrom 

# eject 


PPOINT 

► kdump の設定または設定解除操作後、 kdump ツールを解凍して展開されたファイルが不要な場合は、 
削除してかまいません。 

■ kdump の設定 



► kdump の設定は、 root でログインして操作を行ってください。 
kdump ツールを解凍したディレクトリで、次の操作を行います。 

1 次のコマンドを実行し、 kdump を設定します。 

<領域サイズ > に指定する値は次のように計算します。 

(< 搭載メモリ [GB] > X 1024 + 2048) X 1.1 X <保存するダンプファイルの数> 
•例：搭載メモリが 12GB で、保存するダンプファイルの数が 1 の場合、 

(12 X 1024 + 2048) X 1.1 X 1 二 15770 [MB] 

# cd kdump vl.2 

# sh ./kdumpon.sh -c /dev/sda : く領域サイズ > 

2 / etc / sysconfig/kdump を、次の手順で編集します。 

1. 次のコマンドを実行します。 

# Vi /etc/sysconng/kdump 
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2. 次の行を変更します。 

• 変更前 

KDUMP COMMANDLINE APPEND="irqpoll maxcpus=l reset devices" 

• 変更後 

KDUMP COMMANDLINE APPEND="irqpoll maxcpus=l reset devices 8250 . nr_ua 
rts =0" 

3. ファイルを保存して vi を終了します。 

3 次のコマンドを実行し、システムを再起動します。 

# shutdown -r now 


■ kdump の設定解除 



► kdump の設定解除は、 root でログインして操作を行ってください。 

kdump ツールを解凍したデイレクトリで、次の操作を行います。 

1 次のコマンドを実行し、 kdump を設定解除します。 

# cd kdump vl. 2 

# sh ./kdumpoff.sh 

2 次のコマンドを実行し、システムを再起動します。 

# shutdown -r now 


6.4.2 RHEL4.8 の場合 


pPOINT r 

► Linux インス！ルタイプの場合、 diskdump はインストールおよび設定済みです。 

► netdump の設定については、 「 SupportDesk 」 ( http :// eservice . fujitsu . com / supportdesk /) から、「お客 
様専用ホームページ」にログインして、 Linux ページに記載されている netdump の手順をご覧くださ 
し、。ご利用いただくには、 「 SupportDesk 」 の「サービス管理者 ID 」 が必要です。 

■ diskdump ツールの解凍 

スタートアップディスクに格納されている diskdump ツールを、任意のディレクトリに解凍し 
ます。 

1 画面の何もないところを右クリックし、表示されたメニューの「端末を開く」 
をクリックします。 

2スタートアップディスクをセットします。 
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3 任意の作業用ディレクトリに移動します。 

4 次のコマンドを実行し、 diskdump ツールを解凍します。 

# tar zxvf /media/cdrom/PROGRAMS / j apanese2 / SCS/diskdump/diskdump vl.4.tar. qz 

5 次のコマンドを実行し、スタートアップディスクを取り出します。 

# umount /media/cdrom 

# eject 


PPOINT ； 

► diskdump の設定または設定解除操作後、 diskdump ツールを解凍して展開されたファイルが不要な場 
合は、削除してかまいません。 

■ diskdump の設定 



► diskdump の設定は、 root でログインして操作を行ってください。 
diskdump ツールを解凍したデイレクトリで、次の操作を行います。 

1 次のコマンドを実行し、 diskdump を設定します。 

<ダンプ退避領域 > に指定する値は次のように計算します。 

(く搭載メモリ [ GB ] > X 1024 + 2048) X く保存するダンプファイルの数〉 

•例：搭載メモリが 12 GB で、保存するダンプファイルの数が2の場合、 

(12 X 1024 + 2048) X 2 = 28672 [ MB ] 

<ダンプデパイス > に指定する値は次のように計算します。 

< 搭載メモリ [ GB ] > X 1024 + 2048 
•例：搭載メモリが 12 GB の場合、 

12 X 1024 + 2048 =14336 [ MB ] 

# cd aiskdumD vl.4 

# sh ./diskdumpon. sh -c /dev/sda : く ダンプ退避領域 > -d /dev/sda : く ダンプデバ 

イス > 

次のメッセージが表示されます。 

Do you want to tormat /dev/sda6 (yes/NO)? 

2 ryes 」 と入力し、 [ Enter ] キーを押します。 

3 次のコマンドを実行し、システムを再起動します。 

# shutdown -r now 
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■ diskdump の設定解除 



► diskdump の設定解除は、 root でログインして操作を行ってください。 

diskdump ツールを解凍したディレクトリで、次の操作を行います。 

ブ次のコマンドを実行し、 diskdump を設定解除します。 

# cd aiskkdump _vl. 4 

# sh ./diskdumporf.sh 

2 次のコマンドを実行し、システムを再起動します。 

# shutdown -r now 
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6.5 運用形態に応じた環境設定 


6.5 運用形態に応じた環境設定 


運用形態に応じて、必要な設定を行ってください。 

6.5.1 ハードディスクを増設して運用する 


SAS / SCSI オプション装置や USB 接続のデバイスを増設して運用する場合、デバイス名ずれ 
が発生し、正しいデパイスにマウントされない場合があります。 

ファイルシステムラベル機能を行うと、ファイルシステムマウント時にデバイス名ではなく、 
ファイルシステムラベルが使われます。そのため、デパイス名ずれが発生した場合でも、 
誤ったデパイスにマウントされません。 

ファイルシステムとして利用するパーティションには、可能な限りラベルを付与するように 
してください。 

次の手順では、デバイス 「/ dev / sdbl 」 に、ラベル 「/ work 」 を付与する場合を例として説明し 
ます。必要に応じて読み替えてください。 

1 次のコマンドを実行し、ラベル名の有無を確認します。 

# e21abel /dev/sdbl 

ラベル名が表示された場合は、 手順4 に進んでください。 


2 次のコマンドを実行し、ラベル名を付与します。 

# e21abel /dev/sdbl /work 


3 次のコマンドを実行し、ラベル名を確認します。 

# e21abel /dev/sdbl 
/work 


4 / etc / fstab を、次の手順で編集します。 

1. 次のコマンドを実行します。 

# vi /etc/fstab 

2. 次の行を変更します。 

• 変更前 

/dev/sdbl /work ext3 defaults 1 2 
• 変更後 

LABEL=/work /work ext3 defaults 1 2 

3. ファイルを保存して vi を終了します。 
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6.5.2 パッケージを追加インストールする 


インストールされているパッケージの一覧は次のコマンドを実行して確認できます。 

# rpm -qa 

必要なパッケージがインストールされていない場合は、 root でログインしてパッケージを追 
加インストールしてください。パッケージの追加インストールには、インストール CD を使 
用します。 

f root でログインします。 

2追加するパッケージが収録されているインストール CD をセットします。 

CD が自動的にマウントされます。 

3 次のコマンドを実行します。 

► RHEL 5.3 の場合 

# cd /media/cdrom/Server 

► RHEL 4.8 の場合 

# cd /media/cdrom/RedHat/RPMS 

< package _ file > には、追加インストールするパッケージを指定します。 

# rpm -ivh <packaae_nle> 

►例： make のパッケージをインストールする場合 

# RHEL 5.3 ( Intel 64) の場合 

# cd /media/cdrom/Server 

# rpm -ivh make-J .81.3-l.el5. x8 6_t>4 . rpm 

# RHEL 5.3 ( x 86) の場合 

# cd /media/cdrom/Server 

# rpm -ivh make-3.81.3-1.el 5.1386 .rpm 

# RHEL 4.8 の場合 

# cd /media/cdrom/RedHat/RPMS 

# rpm -ivh make-3.80-7.EL4.i386.rpm 


4 次のコマンドを実行し、インストール CD を取り出します。 

# cd / 

# umount /media/cdrom 

# eject 
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6.5.3 複数 LAN アダプタを使用してチーきングを構成する 

Bonding (チーミングツール）を使用して、複数の Ethernet コントロー ラを仮想的にまとめる 
ことで、耐障害性機能を向上させることができます。 

PPOINT 

► 結合インターフェースとスレーブインターフェース 

■ 結合インターフェース： Bonding で作成した仮想インターフェース （ bondO ) 

■ スレーブインターフェース： Bonding で作成した物理インターフェース ( ethO . ethl ) 

Bonding はアクティブバックアップモードをサポートしています。 

アクティブバックアップモードでは、結合インターフェース中の 1つの スレーブインター 
フェースのみ運用系としてアクティブにします。 

運用系のスレーブインターフェースが失敗した場合に、運用系から待機系のスレーブイン 
ターフェースへ自動的に通信が引き継がれます。 

次の操作は、アクティブバックアップモードでの基本的な設定例です。 

■ Bonding の設定方法 (RHEL5-3) 

1 X - Window の画面で右クリックし、表示されたメニューから「端末を開く」を 
選択します。 

2 / etc / modprobe.conf を修正します 0 

1. / etc / modprobe . conf ファイルの編集を開始します。 

次のコマンドを実行します。 

# vi /etc/modprobe.conf 

2. 次の2行を追加します。 

• Bonding デバイスが1つの場合 

alias bondO bondina 

options bondina mode=l primarv=ethO mnmon=l00 

• Bonding デバイスが 2 つの場合 

alias bondO bonding 
alias Dondl bondina 

3. 上書きします。 

3 bondO のネットヮーク設定を行います。 

1. ifcfg - bondO ファイルを作成します。 

次のコマンドを実行します。 

# vi / etc/sysconng/network-scripts/if crg-bondO 
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2. 次の内容で作成します。 

• Bonding デバイスが1つの場合 

DEVICE=bondO 
BOOTPROTO=none 
IPADDR=x.x.x.x レェ ] 
NETMASK=x.x.x.x レェ ] 
NETWORK=x.x.x.x [ 注 ] 

IONB 〇〇 T=yes 


注：使用環境に合わせて設定してください。 

Bonding デパイス（マスター）の設定ファイルは、通常の NIC . ( ifcfg - ethX ) の 
設定と変わりません。ただし、物理 MAC アドレスを持たないので HWADDR 
の記述は必要ありません。 

Bonding デパイスが2つの場合 

DEVICE=bondO 
BOOTPROTO=none 
IPADDR=x.x.x.x [注] 

NETMASK=x.x.x.x じ主 ] 

NETWORK=x.x.x.x 『注 ] 

IONB 〇〇 T=yes 

BONDING_OPTS="mode=l primary=ethO miimon=100" 


注：使用環境に合わせて設定してください。 

Bonding デパイス（マスター）の設定ファイルは、通常の NIC ( ifcfg - ethX ) の 
設定に加え、 BONDING _ OPTS 文で Bonding オプシヨンを記述します。 

3. 保存します。 

4 ethO および ethl のネットワーク設定を行います。 


1. ifcfg - ethO ファイルを編集します。 

次のコマンドを実行します。 

# vi /etc/sysconfig/network-scnpts/ifcfg-ethO 

2. 次のように編集してください。 


DEVICE=ethO 

MASTER=bondO 

SLAVE=yes 

ONBOOT=yes 

BOOTPROTO=none 

USERCTL=no 

rjii 

HWADDR=xx : xx : xx : xx : xx : xx L/ J 

注：使用環境に合わせて設定してください。 

3. 上書きします。 

4. 同様に ifcfg - ethl ファイルを編集してください 0 

上記 手順2 の 「 DEVICE =」 は 「 ethl 」 を指定してください。 
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■ Bonding の設定方法 (RHEL4.8) 

1 X - Window の画面で右クリックし、表示されたメニューから「端末を開く」を 
選択します。 

2 / etc / modprobe.conf を修正します。 

1. / etc / modprobe.conf ファイルの編集を開始します。 

次のコマンドを実行します。 

# vi /etc/modprobe.conf 

2. 次の2行を追加します。 

• Bonding デバイスが1つの場合 

alias bondO bonding 

options bondina mode=l pnmary=ethO miimon=100 

• Bonding デバイスが 2 つの場合 

alias bondO bonding 

options bondina mode=l pnmary=ethX miimon=100 

install bondN / sbin/modprobe ..ignore.install bonding .o bondingN 
mode=l primary=ethY mnmon=100 

Bonding デバイスを複数設定する場合でも、 alias 文は bondO 用を1つだけ追加し 
てください。複数設定する場合は必要な数の options 文と install 文を追加します。 
options 文は、1つ目のインターフェースにのみ使用できます。2つ目以降には 
install 文を使用してください。 install 文での番号 （ N ) は昇順に1から割りふって 
いきます。 

3. 上書きします。 

3 bondO のネットワーク設定を行います。 

1. ifcfg-bondO ファイルを作成します。 

次のコマンドを実行します。 

# vi /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-bondO j 


2. 次の内容で作成します。 


DEVICE=bondO 


B 〇〇 TPR 〇 T 〇 =none 


I PADDR=x.x.x.x 

[ 注 ] 

NETMASK=x.x.x. : 

く [ 注 ] 

NETWORK=x.x.x.i 

く [ 注 ] 

I 〇 NB 〇〇 T=yes 



注：使用環境に合わせて設定してください。 

Bonding デバイス（マスター）の設定ファイルは、通常の NIC ( ifcfg - ethX ) の設 
定と変わりません。ただし、物理 MAC アドレスを持たないので HWADDR の記 
述は必要ありません。 

3. 保存します。 
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6.5 運用形態に応じた環境設定 


4 ethO および ethl のネットワーク設定を行います。 

1.ifcfg-ethO ファイルを編集します。 

次のコマンドを実行します。 

# vi /etc/sysconfig/network-scnpts/ifcfg-ethO 

2. 表示された内容の 「HWADDR」 行以外の行をコメントに変更し、次の内容を追加 
します。 


3. 

4. 


5 次のコマンドを実行し、システムを再起動します。 


DEVICE=ethO 

MASTER=bondO 

SLAVE=yes 

ONBOOT=yes 

BOOTPROTO=none 

USERCTL=no 

P 士 1 

HWADDR=xx : xx : xx : xx : xx : xx L J 

注：使用環境に合わせて設定してください。 

上書きします。 

同様に ifcfg-ethl ファイルを編集してください。 

上記 手順2 の 「 DEVICE =」 は 「 ethl 」 を指定してください。 


# shutdown -r now 


6.5.4 WOL (Wake On LAN ) を使用する 

WOL (Wake On LAN ) を使用する場合は、次の設定を行ってください。 

1 画面の何もないところを右クリックし、表示されたメニューの「端末を開く」 
をクリックします。 

2 / etc / rc . local を、次の手順で編集します。 

1. 次のコマンドを実行します。 

# vi /etc/rc.local 

2. ファイルの最終行に次の行を追加します。 

/ sbin/ethtool-s ethO wol g 

3. ファイルを保存して vi を終了します。 

3 次のコマンドを実行し、システムを再起動します。 

# shutdown -r now 



► WOL (Wake On LAN ) を有効にするには BIOS の設定も必要です。詳しくは 、 「WOL (Wake On 
LAN ) を使用する場合」（― P .76) をご覧ください。 
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6.6 オプシヨン増設時の設定 


6.6 オプション増設時の設定 


インストール後にオプションを取り付けた場合は、取り付けたオプションの種類に 
よって、設定が必要な場合があります。 

6.6.J_ SCSI オプション装置を増設した場含 

SCSI オプション装置を増設した場合は、次の手順で LUN 数を定義してください。 

LUN 数の初期値は1です。 

f root でログインします。 

2 画面の何もないところを右クリックし、表示されたメニューの「端末を開く」 
をクリックします。 

3 /etc/modprobe.conf を、次の手順で編集します。 

1. 次のコマンドを実行します。 

# vi /etc/modprobe.conf 

2. 次の行を追加します。 

N には定義したい LUN 数を指定します。 

options scsi_mod max_iuns=N 

3. ファイルを保存して vi を終了します。 

4 mkinitrd コマンドを実行します。 

► RHEL5.3 (Intel64) の場合 



► PRIMERGYTX100S1 をお使いの場合は、「2.6.18-128. 1.6.el5」 を「2.6.18-128」に読み替え 
てください。 


# cp /boot/ imtrd-2. 6 .18-128. 1 .b . el5 .lmg /boot/imtrd-2.6.18-128.1.6. el 
5.img.bak 

# mkinitrd -f /boot/initrd-2.6.18-128.1.6.el5.img 2.6.18-128.1.6.el5 

► RHEL5.3 (x86) の場合 

# cp /boot/initrd-2.6.18-128.el5PAE.img /boot/initrd-2.6.18-128.el5PAE 
.img.bak 

# mkinitrd -f /boot/initrd-2.6.18-128.el5PAE.img 2.6.18-128.el5PAE 
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6.6 オプシヨン増設時の設定 


► RHEL4.8 の場合 

# cp /boot/imtrd-2. 6 .9-xx.ELsmp.ima /boot/initrd-2 . <o . 9-xx.ELsmp. lmg.b 
ak 

# mkinitrd -f /boot/initrd-2.6•9-xx•ELsmp.img 2.6.9-xx.ELsmp 


5 次のコマンドを実行し、システムを再起動します。 

# shutdown -r now 


6^6.2 ファイバーチャネル製品を増設した場合 

ファイバーチャネル製品を増設した場合は、次の操作を行ってください。 

■ RHEL5.3 の場合 

1 root でログインします。 

2 画面の何もないところを右クリックし、表示されたメニューの「端末を開く」 
をクリックします。 

3 /etc/modprobe.conf を、次の手順で編集します。 

1. 次のコマンドを実行します。 

# vi /etc/modprobe.conf 

2 . 


3. 

4 mkinitrd コマンドを実行します。 
► RHEL5.3 (Intel64) の場合 



► PRIMERGYTX 100 S 1 をお使いの場合は、「2.6.18-128.1. 6. el 5 j を「2.6.18-128」に読み替え 
てください。 


# cp /boot/imtrd-2. 6 .18-128. 1 .b.el5.img /boot/initrd-2.6.18-128.1.6.el 
5.img.bak 

# mkinitrd -f /boot/initrd-2.6.18-128.1.6.el5.img 2.6.18-128.1.6.el5 

► RHEL5.3 (x86) の場合 

# cp /boot/initrd-2.6.18-128.el5PAE.img /boot/initrd-2.6.18-12 8.el5PAE . 
img.bak 

# mkinitrd -f /boot/initrd-2.6.18-128.el5PAE.img 2.6.18-128.el5PAE 


次の行を追加します。 

options scsi_mod max_luns=512 

ファイルを保存して vi を終了します。 
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6.6 オプシヨン増設時の設定 


5次のコマンドを実行し、システムを再起動します。 

# shutdown -r now 


■ RHEL 4.8 の 場合 

1 電源を入れます。 

しばらくすると、ハードウェア検出ューティリティ （ Kudzu ) が起動します。 

2任意のキーを押します。 

「追加されたハードウェア」画面が表示されます。 

芦 POIMT ； 

► 一定の時間が経過すると画面が切り替わってしまいます。その場合は、 【 Alt 】 + [ F 8] キーを 
押してください。設定画面に戻ります。 

3 【Tab】 キーを押して「設定」を選択し、 【Space】 キーを押します。 

設定が終了すると、ログイン画面が表示されます。 

4 root でログインします。 

5画面の何もないところを右クリックし、表示されたメニューの「端末を開く」 
をクリックします。 

6 /etc/modprobe.conf を、次の手順で編集します。 

1. 次のコマンドを実行します。 

# vi /etc/modprobe.conf 

2 . 

3. 

7 mkinitrd コマンドを実行します。 

# cp /boot/initrd-2 . t>. 9-xx. ELsmp.lmg /boot/initrd-2 . t>. 9-xx. ELsmp.lmg. b 
ak 

# mkinitrd -f /boot/initrd-2•6•9-xx•ELsmp.img 2.6.9-xx.ELsmp 

8 次のコマンドを実行し、システムを再起動します。 

# shutdown -r now 


次の行を追加します。 

options scsi mod max— 丄 uns=512 

ファイルを保存して vi を終了します。 
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6.6 オプシヨン増設時の設定 


6.6.3 SAS/SCSI/LAN カード（ボード）を増設した場合 
(RHEL4.8 のみ） 


SAS / SCSI/LAN カード（ボード）を増設した場合は、次の操作を行ってください。 

1 電源を入れます。 

しばらくすると、ハードウェア検出 ューティリティ ( Kudzu ) が起動します。 

2任意のキーを押します。 

「追加されたハードウェア」画面が表示されます。 

p POINT 

► 一定の時間が経過すると画面が切り替わってしまいます。その場合は、 【 Alt 】 + [ F 8] キーを 
押してください。設定画面に戻ります。 

3 検出されたデバイスごとに 【 Tab 】 キーを押して「設定」を選択し、 [ Space ] 
キーを押します。 

LAN カードを増設した場合は、画面の表示に従ってネットワークの設定を行ってくだ 
さい。 

設定が終了すると、ログイン画面が表示されます。 

4 root でログインします。 

5画面の何もないところを右クリックし、表示されたメニューの「端末を開く」 
をクリックします。 

6 mkinitrd コマンドを実行します。 

# cp /boot/initrd-2 . <〇 . 9-xx. ELsmp.imq /boot/initrd-2 . o . 9-xx. ELsmp.lmg.b 
ak 

# mkinitrd -f /boot/initrd-2.6.9-xx.ELsmp.img 2.6.9-xx.ELsmp 


7 次のコマンドを実行し、システムを再起動します。 

# shutdown -r now 
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6.7 使用上の留意事項 


6.7 使用上の留意事項 


Linux をお使いになるうえでの留意事項について説明します。 


6.7.1 未サポート機能 


次の機能はサポートしていません。ご使用にならないでください。 
• サウンド機能 
• pci ホットプラグ機能 


6.7.2 SQ^ipd のログ出カレ^ルの変更 （RPEL5.3 のみ） 

RHEL 5.3 をご使用の場合、 snmpd がメッセージを大量にシステムログファイルに出力します。 
このため、運用を開始する前に、次の操作を行い、 INFO レベルのメッセージ出力を抑止し 
ます。 

PPOINT 

► SVIM を使用して OS をインストールした場合は、操作の必要はありません。 

1 画面の何もないところを右クリックし、表示されたメニューの「端末を開く」 
をクリックします。 

2 /etc/sysconfig/snmpd.options を、次の手順で編集します。 

1. 次のコマンドを実行します。 

# vi /etc/sysconng/snmpd.options 

2. 次の行を変更します。 

• 変更前 

# snmpd command line options 

OPTIONS="-Lsd -Lf /dev/null 一 p /var/run/snmpd.pid -a" 

• 変更後 

# snmpd command line options 

OPTIONS="-LS 5d -Lf /dev/null-p /var/run/snmpd.pid -a" 

3. ファイルを保存して vi を終了します。 

3 次のコマンドを実行し、 SNMP サービスを再起動します。 


# service snmpd restart 


ソフトウェアガイド 

130 











6.7 使用上の留意事項 


j®POINT r 

►「 snmpd を停止中：[失敗]」と表示される場合があリますが、問題ありません。 

6.7.3 USB 接続の DVD - RAM ドライプを使用する場合のマウン 
卜方法 


USB 接続の DVD-RAM ドライブを接続すると、マウント方法が変更されます。 

次の手順でマウントを行つてください。 

參 USB 接続の DVD-RAM ドライプを接続した場合 

• 内蔵 DVD-ROM ドライブのマウント方法 

# mount -r /dev/scdO /media/cdrom 

• USB 接続の DVD-RAM ドライブのマウント方法 

# mount -r /dev/scdl /media/cdrecorder 

參内蔵 DVD-ROM ドライプのみの場合 （USB 接続の DVD-RAM ドライプは未接続) 

# mount -r /dev/cdrom /media/cdrom 


6.7.4 CD / DVD が自動的にマウントされな t 〜場合 
( RHEL 4.8 のみ） 


RHEL 4.8 をお使いで、 CD や DVD が自動的にマウントされない場合は、次のコマンドを実行 
してください。 

# mount -r /dev/cdrom /media/cdrom 


6.7.5 シング^/ユーザーモードまたはテキストモードで、 CD や 
DVD を使用する場含 

シングルユーザーモードまたはテキストモードでは、 CD や DVD は自動的にマウントされま 
せん。次の手順でマウントしてください。 

1 初回のみ、次のコマンドを実行し、マウントポイントを作成します （RHEL5.3 
のみ）。 

# mkdir /media/cdrom 

2 次のコマンドを実行し、 CD や DVD をマウントします。 

# mount -r / dev/cdrom /media/cdrom 
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第 7 章 

高信頼 ツール 

この章では、高信頼ツールのインストールや必 
要な設定について説明しています。 


7.1 高信頼ツールの一括インストール 「PowerUp Gear 」. 133 

7.2 サーバ異常の早期発見 「ServerView Operations Manager / 

ServerView エージェント」 . 135 

7.3 ディスク異常の早期発見 「 ServerViewRAID 」. 137 

7.4 定期交換部品の状態監視 「 RAS 支援サービス」 . 139 

7.5 保守支援ツール 「HRIWserverj . 147 

7.6 サボートサービス 「 REMCS ェージェント J . 148 

7.7 ドライバと高信頼ツールの更新 「UpdateAdvisor (本体装置)」 149 

7.8 トラブルの早期解決 「DSNAPJ . 151 

7.9 トラブルの早期解決 「PROBEPROJ . 152 

7.10 テー プ装置の管理 「Tape Maintenance Advisor 」. 154 

7.11 トラブルの早期解決 r ソフトウェアサボートガイド」 . 156 

7.12 LAN ドライバの詳細設定 「 Intel ® PROSet 」. 158 
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7.1 高信頼ツールの一括インストール 「PowerUp Gear 」 


7.1 高信頼ツールの一括インストール 
fPowerUp Gear 」 


PowerUp Gear は、高信頼ツールや必須ホットフィックスを一括してインストール 
することのできるソフトウェアです。 



► PowerUp Gear は Linux には対応していません。 

PPOINT 

► SVIM を使用して 0 S をインストールした場合、多くの高信頼ツールは一括インストールされていま 
す。 SVIM を使用して〇 S をインストールした場合にインストールされる高信頼ツールについては、 
「1.4 SVIM でインス!ルされる高信頼ツール」（― P _21) をご覧ください。 


7.1.1 PowerUp Gear による高信頼ツールのインストール 



► ServerView Operations Manager ( MS 版）をインス I —ルするためには、 MS がインストールされてい 
ることが必要です 。 ServerView Operations Manager ( NS 版）をインストールする場合は、あらかじ 
め MS をインストールしておいてください。 

1 管理者権限でログオンします。 

2 スタートアップディスクをセットします。 

「 PRIMERGY スタートアップディスク」画面が表示されたら、いったん終了します。 

3 「スタート」ボタン—「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

「ファイル名を指定して実行」画面が表示されます。 

4 「名前」に次のように入力し、 「0K」 をクリックします。 

• Windows Server 2008 (64- bit ) / Windows Server 2003 x 64 の場合 
d:¥PROGRAMS¥Japanese¥PGPUGR64¥PGPUGR64.EXE 

• Windows Server 2008 (32- bit ) / Windows Server 2003 x 86 の場合 
d:¥PROGRAMS¥Japanese¥PGPUGEAR¥PGPUGEAR.EXE 

PowerUp Gear が起動します。 
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7.1 高信頼ツールの一括インストール 「PowerUp Gear」 


: f ノストー j し対象ツール名称 

□jServerViewX 一 〇 ェ> F 

□ Serve rV iew Operations Manage「(Apache 版) for .. 

□ ServerView Operations N/bnager(IIS 版) for Win2.. 

□ RAS 支援サービス 

□ HRM / server 

□ REMO S エージェント 

□ RAID 管理ツール 
G UpdateAdvisor 

□ DSNAP 

0Tape N/eintenance Advisor 

□必須ホットフィック > for Win 2008 
□ソフトウェアサボートガイド 

□ iNTELPROSet 


実行⑻ 終了 ( E ) 


「選択したツールのインストールを実施します。」というメッセージが表示されます。 

6 「はい」をクリックします。 

選択されたツールのインストールが開始されます。 

「アレイコントローラドキュメント&ツール CD 」 をセットするようメッセージが表示 
された場合は、「アレイコントローラドキュメント&ツール CD 」 をセットし、「はい」 
をクリックします。 



► 各ツールのインストール終了時に、システムを再起動するようメッセージが表示されることが 
ありますが、再起動しないでください。再起動を行うと PowerUp Gear での一括インストール 
が中断されます。 

「選択した高信頼ツールの一括インストールを実施しました。」というメッセージが表 
示されます。 

7 「 OKJ をクリックします。 

インスト'ールの結果が表示されます。 

8 「終了」をクリックします。 

高信頼ツールの一括インストールは完了です。 

9 スタートアップディスクを取り出し、システムを再起動します。 


5 インストールしたいツールにチェックを付け、「実行」をクリックします。 



選択した高信頼ツールの一括インストールを実施してよろ u 、ですか？ 






i 済済不済済済済済済 未済 済済 
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7.2 サーバ異常の早期発見 「ServerView Operations Manager / ServerView ェージェント」 

7.2 サーバ異常の早期発見 

rserverView Operations Manager 
/ ServerView エージェント」 


ServerView Operations Manager / ServerView エージエントは、サーバの大切な資 
源を保護するために、 サーバのハー ドウエアの状態を監視するソフトウェアです。 



► ServerView Operations Manager (Apache 版 ）、 ServerView Operations Manager (IIS 版）は、 
Windows Server 200 8 の Server Core インス I —ル環境には対応していません。 

► ServerView Operations Manager (Apache 版）は、 RHEL 5.3 ( Intel 64) / RHEL 4.8 ( EM 64 T ) 上での、 
Web ブラウザを使用した画面表示には対応していません 。 ServerView Operations Manager の画面表 
示を行う場合は、別のサーバ/パソコンの Web ブラウザを使用してください。 

► ServerView Operations Manager (IIS 版）は 、 Windows Server 2008 (64- bit ) / Windows Server 2003 
x 64 には対応していません。 


7.2.1 ServerView Operations Manager / ServerView X — 
ジェントのインストーノレ 


PPOINT 

► SVIM を使用して OS をインストールした場合は、〇 S や他の高信頼ツールと同時に一括インストールさ 
れます。 

■ 手動でのインストール ( Windows の場合） 

• ServerView Operations Manager 

[f ServerView Operations Manager ユーザ^ーズガイド』の「第2章インストール」をご覧くださ 
い0 

• ServerView エージェント 

『ServerView Windows ェージェントユーザーズガイド』の「第2章インストール」をご覧く 
ださい。 

■ 手動でのインストール ( Linux の場合） 

• ServerView Operations Manager 

[f ServerView Operations Manager ユーザ^ーズガイド』の「第2章インストール」をご覧くださ 
い0 


ソフトウェアガイド 

135 






7.2 サーバ異常の早期発見 「ServerView Operations Manager / ServerView エージェント」 


# ServerView エージエント 

『ServerView Linux エージ ヱント ユーザ^ー ズガイド』の「第 2 章インスト ー ル」をご覧くださ 
い。 


7.2.2 ServerView Operations Manager / ServerView エー 
ジェントの使用方法 


■ 使用方法 ( Windows の場合） 

• ServerView Operations Manager 

『 Server\^ew Operations Manager ユ^ーザ^ーズガイド』の「第3章 ServerView Operations Manager 

の使用方法」をご覧ください。 

# ServerView エージェント 

『ServerView Windows ェージェントユーザーズガイド』 の「第 3章 ServerView Windows ェー 
ジェントの使用方法」をご覧ください。 

■使用方法 （ Linux の場合） 

• ServerView Operations Manager 

『ServerMew Operations Manager ユ^ーザ^ーズガイド』の「第3章 ServerView Operations Manager 

の使用方法」をご覧ください。 

# ServerView エージェント 

『ServerView Linux ェージェントユーザ^ーズガイド』の「第3章 ServerView Linux 工^ージェン 
卜の使用方法」をご覧ください。 
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7.3 ディスク異常の早期発見 「 ServerViewRAID 」 


7.3 ディスク異常の早期発見 
「ServerView RAID 」 


ServerView RAID は、アレイの管理や監視を行うソフトウェアです。 

7.3.1 ServerView RAID のインストール 


PPOINT 

► SVIM を使用して 0 S をインストールした場合は、 0 S や他の高信頼ツールと同時に一括インストールさ 
れます。 


■ 手動でのインス I ' - ル (Windows の場合） 

ServerView RAID を手動で インストール する方法については、「アレイ コントローラド キュメ 
ント& ツール CD 」 内のマニュアルをご覧ください。お使いの サーバの アレイ コントローラ 
とご覧になるマニュアル名称については、 「アレイ構成に ついて」 （— P .31) をご覧ください。 

■ 手動でのインス I ' _ル (Linux の場合） 

ServerView RAID を手動でインストールする方法については、次の操作を行って表示される 
「ServerView RAID ( Linux ) のインストール手順」をご覧ください。 

1 「アレイコントローラドキュメント&■ツール CDJ に格納されている次のファ 

イルを Web ブラウザで開きます。 

/ media / cdrom / ReadmeJP.html 

2 画面中程の「ソフトウヱアー覧」までスクロールします。 

3 「対象アレイコントローラ」からお使いのアレイコントローラを探します。 

お使いの サーバで 使用している アレイコントローラに ついては、 サーバの『ューザー 
ズガイド』 の 「付録 A 本体仕様」 で ご確認ください。 

4 「ソフトウェア名称」の 「ServerView RAID 」 をクリックします。 

5 「 Linux 」 をクリックします。 

6 「 ReadmeJP . txt 」 をクリックします。 
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7.3 ディスク異常の早期発見 「 ServerViewRAID 」 


7.3.2 ServerView RAID の使用方法 


ServerView RAID の使用方法については、「アレイコントローラドキュメント&ツール CD 」 
内のマニュアルをご覧ください。お使いのサーバのアレイコントローラとご覧になるマニュ 
アル名称については、 「アレイ構成について」 _(— P .31) を ご覧ください。 
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7.4 定期交換部品の状態監視「 RAS 支援サービス」 

7.4 定期交換部品の状態監視 
「 RAS 支援サービス」 

RAS ( Reliability , Availability , Serviceability ) 支援サービスは、サーバの定期交換部 
品、消耗品の使用状況を監視し、交換時期を事前に通知するソフトウェアです。 

RAS 支援サービスで監視できる定期交換部品/消耗品は次のとおりです。 


定期交換部品 

消耗品 

UPS のバッテリ 

アレイコントローラカードのバッテリ 


PPOINT 

► お使いのサーバの定期交換部品、消耗品の種類や有無については、サーバの『ユーザーズガイド』の 
「第4章運用と保守」をご覧ください。 


7.4.1 RAS 支援サービスのインストール 



► RAS 支援サービスは、サーバの運用開始前にインストールしてください。 

PPOINT 

► SVIM を使用して OS をインストールした場合は、 OS や他の高信頼ツールと同時に一括インストールさ 
れます。 

RAS 支援サービスを手動インストールする場合は、次の操作を行います。 

■ 手動でのインス I ' - ル ( Windows の場合） 

1 管理者権限でログオンします。 



► Windows Server 2008 の場合、 Administrator でログオンしてください。 

2スター ト アップディスクをセットします。 

「PRIMERGY スタートアップディスク」画面が表示されたら、いったん終了します。 

3 「スター ト」 ボタン—「ファイル 名を指定して実行」 の 順に クリックします。 

4 「名前」に次のように入力し、 [ OK ] をクリックします。 
d :¥ PROGRAMS ¥ Japanese 2¥ RASAssist ¥ Windows ¥ setup.bat /y 


ソフトウェアガイド 

139 
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p POINT 

► Windows Server 2008の Server Core インストール環境の場合は、コマンドプロンプトからファ 
イルを実行してください。 

コマンドプロンプト画面が表示され、 「 Succeed .」 と表示されたら、インストールは終 
了です。任意のキーを押して画面を閉じてください。 

インストールの終了後、 RAS 支援サービスのサービス ( F 5 EP 50) が g 動で起動します。 



RAS 支援サービスを使用するうえでの注意事項 

► RAS 支援サービスは、アンインストールしないでください。 

► RAS 支援サービスのサービス ( F 5 EP 50) は停止しないでください。 

► Windows Server 2008のフルインストール環境の場合、 RAS 支援ザービスをインストールすると、ス 
夕一トアップに 「 F 5 EP 50 Startup 」 が登録されます。 

■「 F 5 EP 50 Startup 」 は削除しないでください。 

■「 F 5 EP 50 Startup 」 のプロセス （ F 5 EP 50 SU . exe ) は停止しないでください。 

► Windows Server 2008の Server Core インストール環境の場合、 RAS 支援サービスをインストールする 
と、スタートアップタスク 「 RASAssistj が登録されます。 

■タスク 「 RASAssist 」 は削除しないでください。 

■タスク 「 RASAssistj によって起動されるプロセス （ F 5 EP 50 SU . exe ) は停止しないでください。 

► Windows Server 2008のフルインストール環境の場合、 RAS 支援ザービスをインストールすると、次 
のイベントがシステムイベントログに記録されますが、問題はありません。 


レベル 

エラー 

ソース 

Service Control Manager 

イベント ID 

7030 

カテゴリ 

なし 

説明 

F5EP50 サービスは、対話型サービスとして マーク されています。 

しかし、システムは対話型サービスを許可しないように構成されています。この 
サービスは正常に機能しない可能性があります。 


■ 手動でのインストール （ Linux の場合） 

RAS 支援サービスを手動でインストールする方法については、 『RAS 支援サービス for Linux 
vn . n.n ユーザーズガイド』の「2 RAS 支援サービスのインストール」をご覧ください。 
「 vn . n . n 」 部分にはバ'ージョンが表示されています。 
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7.4.2 RAS 支援サービスの使用方法 


RAS 支援サービスを起動します。 

■ 使用方法 ( Windows の場合） 

1 管理者権限でログオンします。 



► Windows Server 2008の場合、 Administrator でログオンしてください。 

2 「スタート」ボタン—「すべてのプログラム」 —「 RAS 支援サービス」の順に 
クリックします。 

p POINT 

► Windows Server 2008の Server Core インス！ル環境の場合、コマンドプロンプトから次の 
ファイルを実行してください。 

■ Windows Server 2008 (32- bit ) の場合 
" c:¥Program Files ¥ Fujitsu ¥ F 5 ep 50¥ F 5 EP 50 Ul . exe " 

■ Windows Server 2008 (64- bit ) の場合 

" c:¥Program Files ( x 86)¥ Fujitsu ¥ F 5 ep 50¥ F 5 EP 50 Ul . exe " 

メニュー画面が表示されます。 



各メニューの説明は次のとおりです。 


メニュー 

説明 

部品寿命情報参照 • 設定 

•バッテリの交換予定日、搭載日を表示します。バッテリの交 
換を行ったときに、搭載日を今日の日付にリセットします。 

• サーバの稼働時間を表示します。稼働時間を入力することも 
できます。 

障害の通知方法設定 

定期交換部品、消耗品の交換予告、および交換時期を知らせる 
メッセージを、画面に表示するかどうかを設定します。 


3 終了する場合は、「終了」をクリックします。 

■使用方法 （ Linux の場合） 

RAS 支援サービスの使用方法については、 『RAS 支援サービス for Linux vn . n.n ユーザーズ ガ 
イド』の「3 RAS 支援サービスの使用方法」をご覧ください。 

「 vn . n . n 」 部分にはバージョンが表示されています。 
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7.4 定期交換部品の状態監視「 RAS 支援サービス」 


7.4.3 部品寿命情報 


「部品寿命情報参照•設定」メニューで、定期交換部品、消耗品の状態、交換推奨時期を確 
認します。サーバの運用開始前、および定期交換部品、消耗品の交換を行った場合、最新の 
情報に変更しておいてください。 

1 「部品寿命情報参照 ■ 設定」をクリックします。 

「部品寿命情報参照•設定」画面が表示されます。 



各項目の説明は次のとおりです。 


項目 

説明 

寿命部品名 

定期交換部品、消耗品の種類を表示します。 

搭載日 

バッテリの搭載日を表示します。 

バッテリを交換した場合は、交換した日付を入力します。すでに 
お手持ちの UPS やアレイコントローラカードを搭載した場合は、 

ご購入された日を搭載日として入力してください。 

交換予定13 

定期交換部品、消耗品の交換推奨日時を表示します。 

確認済 

定期交換部品の交換予告が通知された後、修理相談窓口に連絡し 
た場合、または、消耗品の交換予告が通知された後、手配が完了 
した場合にチェックを付けてください（交換予告のメッセージで 
「はい」をクリックした場合は、自動でチェックが付きます)。 
チェックを付けると、以降の交換予告メッセージは表示されません。 

サーバ稼動時間 

サ^ーパの稼働時間を表示します。 

ServerView エージェントがインストールされている場合、 RAS 支 
援サ'ービスのインスト'ール直後には、メインボ 1 ードに記憶してい 
る稼働時間が自動的に反映されます。 

搭載日を今日にする [a] 

クリックすると、カーソルのある「搭載日」欄の日付が今日の日 
付に設定されます。運用開始時や、バッテリを交換した場合にク 
リックすると、入力の手間が省けて便利です。 

稼動時間を0にする 

クリックすると、「サーバ稼動時間」の時間が 0 に設定されます。 


注：「搭載日を今日にする」と「稼動時間を0にする」は、同じ場所に排他で表示されます。 
「搭載日を今日にする」は「搭載日」に力ーソルがある場合に表示されます。 

「稼動時間を0にする」は「サーバ稼動時間」にカーソルがある場合に表示されます。 
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7.4 定期交換部品の状態監視 「 RAS 支援サービス」 


定期交換部品の交換メッセージ通知時期は次のとおりです。 


定期交換部品 

交換予告メッセージ通知開始時期 

交換メッセージ通知時期 

UPS のバッ テリ 

使用開始またはバッテリ交換後から 
約 1 年 9 ヶ月後 

約 2 年後 


消耗品の交換メッセージ通知時期は、次のとおりです。 


消耗品 

交換予告メッセージ通知開始時期 

交換メッセージ通知時期 

アレイコントローラカー 
ドのバッテリ 

使用開始またはバッテリ交換後から 
約 2 年 6 ヶ月後 

約 3 年後 



► 交換時期の通知 

■定期交換部品は、交換予告メッセージが通知されてから、次回定期保守時に交換することを 
想定しています。定期交換部品は、交換予告メッセージの通知後、約1年間は使用可能で 
す。ただし UPS バッテリの交換予告メッセージが通知された場合は、すみやかに修理相談 
窓口までご連絡ください。修理相談窓口について、詳しくは『サポート&サービス』をご覧 
ください。 

■消耗品の交換予告メッセージは、交換部品の手配時期をお知らせします。交換予告メッセー 
ジの通知後、約6ヶ月間は使用可能です。交換部品の手配については、サーバの『ユーザー 
ズガイド』の「第4章運用と保守」をご覧ください。 

► RAS 支援サービスのインストール直後、アレイコントローラのバッテリの搭載日には初期値と 
して、 RAS 支援サービスのインストール日が表示されます。したがって、バッテリを搭載し 
た後に、 RAS 支援サービスをインストールした場合は、手動で搭載日を修正してください。 
修正しない場合は交換推奨時期の誤差が大きくなります。 

pPOINT r 

► ups 、 アレイ コン トローラのバッテリは、サーバの電源が切れている状態でも寿命を消費しま 
す。 

► サーバ稼働時間の計算方法は、次のとおりです。 

稼働時間=1日の稼働時間 x 1ヶ月の稼働日数 x 使用月数 
■ 1日8時間、1ヶ月に20日稼働しているシステムを4ヶ月使用した場合 
稼働時間=1日の稼働時間 （8) x 1ヶ月の稼働日数 （20) x 使用月数 （4) =640時間 

2各情報の確認、および設定が終了したら、 roKj をクリックします。 

設定を変更した場合は、変更を保存するかどうかの確認のメッセージが表示されます。 

3 roKj をクリックし、終了します。 



► 定期交換部品、消耗品の交換周期について 

定期交換部品、消耗品の交換周期は周囲温度で変動します。 

定期交換部品、消耗品の交換周期は、サーバ本体の使用温度を年間平均温度25 ° C と想定しています。 
年間平均温度が25 ° C を超えた環境で使用すると、交換周期が早くなる場合があります。一般的に温 
度が10 ° C 上がると（年間平均温度35 °〇、定期交換部品、消耗品の寿命は約半分に短縮されます。 
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7.4.4 障害の通知方法の設定 


交換予告、および交換時期を通知するメッセージを画面に表示するかどうかを設定します。 

1 「障害の通知方法設定」をクリックします。 

「障害の通知方法設定」画面が表示されます。 

2 「画面への表示」にチェックを付け、 「 OKJ をクリックします。 



部品の交換予告開始時期、および交換周期を過ぎた場合に、メッセージが画面に表示 
されます（初期設定値)。 

チニックを付けない場合は、部品の交換予告開始時期、および交換周期を過ぎても、 

メッセージが画面に表示されません。 



► Windows Server 2008 の場合、画面への通知メッセージは、 Administrator でログオンしている 
ときにのみ表示されます。「障害の通知方法設定」画面で「画面への表示」にチ I ックを付け 
ていても、 Administrator でログオンしていないときには表示されません。ログオフ中に発生し 
た通知メッセージについては、ログオン後に画面に表示されます。 


7.4.5 メッセージ 


■定期交換部品、消耗品の交換予告メッセージ 

參定期交換部品、消耗品の交換予告メッセージ（ディスプレイ） 

次は定期交換部品、消耗品の交換予告開始時に、ディスプレイに表示されるメッセージです。 
交換予告開始時に表示されます。 

メッセージに「いいえ」をクリックした場合、以降3日ごとにメッセージが表示されます。 
「はい」をクリックした場合、および「部品寿命情報参照•設定」画面の「確認済」チェック 
ボックスにチェックを付けた場合、以降メッセージは表示されません。 



► Windows Server 2008 の場合、ディスプレイへの交換予告メッセージは、 Administrator でログオンし 
ているときにのみ表示されます。 


メツセ ーシ 

内容と対処 

UPSBBU の寿命時間まで nn 日（時間）です。定期 
交換部品の寿命による故障を回避するため修理相談 
窓口までご連絡ください。 

連絡済みでしょうか？[はい][いいえ] 

UPS のバッテリの交換時期が近づいています。 
修理相談窓口に連絡してください。修理相談 
窓口について、詳しくは『サポート&サービ 
ス』をご覧ください。 
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内容と対処 


メツセーン 


RAID 電池の寿命時間まで nn 日（時間）です 
( RAID # mm ) [注]。 

RAID 電池の性能/機能を維持するために交換が必 
要となります。 

交換部品手配について、ご購入元までご相談くださ 

い。 

交換部品を手配しましたでしようか？ 

[はい][いいえ] 


アレイコントローラカードのバッテリの 交換 
時期が近づいています。 

交換部品の手配については、ご購入元までご 
相談ください。 


注： mm はバッテリ付アレイコントローラカードの搭載番号 

參定期交換部品、消耗品の交換予告メッセージ（システムイベントログ） 

次は定期交換部品、消耗品の交換予告開始時に、システムイベントログに記録されるメッ 
セージです。 

交換予告開始時に1回のみ表示されます。 


メツセーシ 

ID 

内容と対処 

UPSBBU の寿命時間まで nn 日（時間）です。 
修理相談窓口までご連絡ください。 

1203 

UPS のバッテリの交換時期が近づいています。 
修理相談窓口に連絡してください。修理相談 
窓口について、詳しくは『サポート&サービ 
ス』をご覧ください。 


メ ツセー シ 

ID 

内容と対処 

RAID 電池の寿命時間まで 皿 日（時間）です 
( RAID # mm ) [ 注] 0 
ご購入元までご相談ください。 

1205 

アレイコントローラカー ドの バッ テリの交換 
時期が近づいています。 

交換部品の手配については、ご購入元までご 
相談ください。 


注： mm はパッテリ付アレイコントローラカードの搭載番号 

■定期交換部品、消耗品の交換時期メッセージ 

參定期交換部品、消耗品の交換時期メッセージ（ディスプレイ） 

次は定期交換部品、消耗品の交換時期に、ディスプレイに表示されるメッセージです。 

交換時期到達時に表示され、以降は、システム起動時 （ F 5 EP 50 サービスの開始時）に毎回表 
示されます。24時間稼働の場合は、30日ごとに表示されます。 



► Windows Server 2008の場合、ディスプレイへの交換時期メッセージは、 Administrator でログオンし 
ているときにのみ表示されます。 


メツセ ーシ 

内容と対処 

UPS BBU が寿命を超えました。 

この状態のまま本サーバを運用しますと、定期交換 
部品の寿命による故障が発生する可能性があります。 
早期に修理相談窓口までご連絡ください。 

UPS のバッテリの交換時期です。 

早期に修理相談窓口に連絡してください。修 
理相談窓口について、詳しくは『サポート& 
サービス』をご覧ください。 
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メツセーシ 

内容と対処 

RAID 電池が寿命を超えました （ RAID # mm ) W Q 
RAID 電池の性能/機能を維持するために交換が必要 
となります。 

早期にご購入元までご相談ください。 

アレイコントローラカードのバッ テリ の 交換 
時期です。 

早期にご購入元までご相談ください。 


注： mm はパッテリ付アレイコントローラカードの搭載番号 

參定期交換部品、消耗品の交換時期メッセージ（システムイベントログ） 

次は定期交換部品、消耗品の交換時期に、システムイベントログに記録されるメッセージで 
す。 

交換時期到達時に1回のみ表示されます。 


メッセージ 

ID 

内容と対処 

UPS BBU が寿命を超えました。 

早期に修理相談窓口までご連絡ください。 

1204 

UPS のバッテリの交換時期です。 

早期に修理相談窓口に連絡してください。修 
理相談窓口について、詳しくは、『サポート& 
サービス』をご覧ください。 


メッセージ 

ID 

内容と対処 

RAID 電池が寿命を超えました （ RAID # mm ) 

[注] 

早期にご購入元までご相談ください。 

1206 

アレイ コントローラカー ドの バッ テリの交換 
時期です。 

早期にご購入元までご相談ください。 


注： mm はパッテリ付アレイコントローラカードの搭載番号 


■ システムイベントログに記録されるエラーメッセージ 

次は異常時に、システムイベントログに記録されるエラーメッセージです。 


メツセーシ 

ID 

内容と対処 

RAS 支援 サービス （ F 5 EP 50) で エラーが 発 
生しました。 

1200 

担当営業員、またはシステムエンジニア ( SE ) 

に連絡してください。 


■ システムイベントログに記録される通知メッセージ 

次は RAS 支援サービスのインストール時、および運用開始後にシステムイベントログに記録 
される通知メッセージです。 


メツセーシ 

ID 

内容 

RAS 支援サービス （ F 5 EP 50) をインストー 
ルしました。 

1001 

RAS 支援サービスが正常にインストーノレされ 
ました。 

RAS 支援サービス （ F 5 EP 50) の実行を開始 
しました。 

1000 

RAS 支援サービスが正常に起動しました。 

RAS 支援サービス ( F 5 EP 50) 稼動状況 
イノスト—ノレ： yyyy / mm/dd hh : mm:ss 
サーバ稼動時間 : nnnnn 
平均稼動時間/日： n.n 

1004 

RAS 支援サービスの稼働状況を示す情報イべ 
ントです。 

システム起動時 （ F 5 EP 50 サービスの開始時） 

に表示されます。 

RAS 支援サービス （ F 5 EP 50) の実行を停止 
しました。 

1002 

RAS 支援サービスが停止しました。 
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7.5 保守支援ツール rHRM/serverj 

7-5 保守支援ツール 「 HRM/server 」 


HRM/server は、システムの安定稼働を目的とし、保守作業の迅速かつ確実な実施 
を支援するソフトウェアです。 

7.5.1 HRM / server のインストール 



► HRM / server を使用するには、 ServerView エージエントがインストールされている必要があります。 

PPOINT 

► SVIM を使用して 0 S をインストールした場合は、 0 S や他の高信頼ツールと同時に一括インストールさ 
れます。 


HRM / server を手動でインストールする方法については、 『 HRM/serverforPRIMERGY 
[ Windows / Linux ] version n . n インストールガイド』をご覧ください 0 
rversion n . nj 部分にはバージョンが表示されています。 

7.5.2 HRM / server の使用方法 


HRM/server の使用方法については、 『 HRM/server for PRIMERGY [ Windows / Linux ] version n.n 

インストールガイド』をご覧ください。 

「 versionn . n 」 部分にはバ^ージョンが表示されています。 
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7.6 サポートサービス 「REMCS エージヱント」 


7.6 サポートサービス 

「REMCS エージェント」 


REMCS エージヱントは、弊社サボートセンターとの連携サービス（リモート保守 
サービス）をご利用になるときに使用するソフトウェアです。 

7.6.1 REMCS エージ エン トの インス トール 



► REMCS エージェントを使用するには、 ServerView エージェントがインストールされている必要があ 
ります。 

PPOINT 

y svim を使用して os をインストールした場合は、 os や他の高信頼ツールと同時に一括インストールさ 
れます。 


■ 手動でのインストール （ Windows の場合） 

REMCS エージェントを手動でインストールする方法については、 『 REMCS エージェント運 
用ガイド』をご覧ください。 

■ 手動でのインス I 'ール ( Linux の場合） 

REMCS エージェントを手動でインストールする方法については、 『 REMCS エージェント運 
用ガイド- Linux -』 をご覧ください。 


7.6.2 REMCS エージエントの使用方法 


運用を開始する前に、 REMCS センターとの接続形態を決めておく必要があります。 

■ 使用方法 ( Windows の場合） 

REMCS エージェントの使用方法については、 『 REMC . S ェージェント運用ガイド』をご覧く 
ださい。 

■使用方法 （ Linux の場合） 

REMCS エージェントの使用方法については、 『 REMCS エージェント運用ガイド- Linux -』 を 
ご覧ください。 
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7.7 ドライバと高信頼ツールの更新 「UpdateAdvisor (本体装置）」 


7.7 ドライバと高信頼ツールの更新 
fUpdateAdvisor ( 本体装置)」 


UpdateAdvisor (本体装置）は、サーバを最新の状態に更新するためのソフトウェ 
アです。サーバにインストールされているドライバや高信頼ツールに対する修正モ 
ジュールの最新版を、まとめて更新できます。 



► UpdateAdvisor (本体装置）は Linux には対応していません。 Linux をお使いの場合は、 『サポート& 
サービス』をご覧ください。 

7.7.1 UpdateAdvisor (本体装置）のインストール 


PPOINT 

► SVIM を使用して 0 S をインストールした場合は、 0 S や他の高信頼ツールと同時に一括インストールさ 
れます。 

UpdateAdvisor (本体装置）を手動インストールする場合は、次の操作を行います。 

1 管理者権限でログオンします。 

2 スタートアップディスクをセットします。 

「 PRIMERGY スタートアップディスク」画面が表示されたら、いったん終了します。 

3 「スタート」ボタン—「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

4 「名前」に次のように入力し、 [0 K ] をクリックします。 
d :¥ PROGRAMS ¥ Japanese ¥ advisor ¥ Setup.exe 

インストーラが起動します。 

5 以降、画面のメッセージに従ってインストールを行います。 

6 インストールの終了後、スタートアップディスクを取り出し、システムを再 
起動します。 
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7.7 ドライバと高信頼ツールの更新 「UpdateAdvisor (本体装置）」 


7.7.2 UpdateAdvisor (本体装置）の使用方法 


UpdateAdvisor (本体装置）を使用するにはインターネットに接続できる環境が必要です。 
サーバがインターネットに接続できない場合は、別途インターネットに接続できるパソコン 
を用意してください。 

ブ「スタート」ボタン— • 「すべてのプログラム」— •「 UpdateAdvisor 」 
「UpdateAdvisor (本体 装置）」 の 順に クリックします。 

UpdateAdvisor (本体装置）が起動します。以降、画面の指示に従って操作してください。 
詳しくは、『 UpdateAdvisor ( 本体装置） Vn.nn Lnn ソフトウェア説明書』をご覧くださ 

い0 

「 Vn . nnLnn 」 部分にはバ'ージョンが表示されています。 



UpdateAdvisor (本体装置）を利用するには 

► 次のユーザー ID / パスワードをお使いください。 

■ ユーザー ID : updguest 
■パスワード ： update 

7；7.3 UpdateAdvisor (本体装置）情報収集の使用方法 

次の手順に従って、情報収集を行ってください。 

ブ「スタート」ボタン— • 「すべてのプログラム」— •「 UpdateAdvisor 」 
「UpdateAdvisor (本体装置)情報収集」 の 順に クリックします。 

UpdateAdvisor (本体装置）情報収集が起動します。以降、画面の指示に従って操作し 
てください。 
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7.8 トラブルの早期解決 「DSNAP」 


7.8 トラブルの早期解決 「DSNAP」 


DSNAP は、サーバ環境情報などの障害調査用資料を一括して採取するためのソフ 
トウェアです。 



► DSNAP は Linux には対応していません。 


7.8.1 DSNAP のインストーノレ 


PPOINT 

► SVIM を使用して OS をインストールした場合は、 OS や他の高信頼ツールと同時に一括インストールさ 
れます。 

1 スタートアップディスクに格納されている次の実行ファイルを、サーバの 
ハードディスク上の任意のフォルダにコピーします。 

• Windows Server 2008 (64-bit) / Windows Server 2003 x64 の場合 
d:¥PROGRAMS¥Japanese¥DSNAP¥x64¥dsnap.exe 

• Windows Server 2008 (32-bit) / Windows Server 2003 x86 の場合 
d:¥PROGRAMS¥Japanese¥DSNAP¥x86¥dsnap.exe 


7.8.2 DSNAP の使用方法 


DSNAP の使用方法については 、 『DSNAP Vn.nLnn 説明書』をご覧ください。 
「 Vn.nL 皿」部分にはパージョンが表示されています。 
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7.9 トラブルの早期解決 rpROBEPROj 


7.9 トラブルの早期解決 「 PROBEPRO 」 


PROBEPRO は、トラブルが発生したときに、サボート要員がトラブル発生前後の 
システム環境の変更点や特異点を客観的に特定し、トラブル解決をより迅速に行う 
ことを目的としたソフトウェアです。 



► PROBEPRO は Windows Server 2008 、 Windows Server 2003 x 64 、Linux には対応していません。 


7.9.1 PROBEPRO のインストール 


PPOINT 

► SVIM を使用して OS をインストールした場合は、 OS や他の高信頼ツールと同時に一括インストールす 
ることができます。 

PROBEPRO を手動インストールする場合は、次の操作を行います。 

1 管理者権限でログオンします。 

2 スタートアップディスクをセットします。 

「 PRIMERGY スタートアップディスク」画面が表示されたら、いったん終了します。 

3 「スタート」ボタン—「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

「ファイル名を指定して実行」画面が表示されます。 

4 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 
d:¥PROGRAMS¥Japanese¥PROBEPRO¥SETUP.EXE 

インストーラが起動します。 

5 画面のメッセージに従ってインストールします。 

PROBEPRO のインストールが終了すると、動作環境の定義を行うかどうかを確認する 
メッセージが表示されます。 

6 「はい」をクリックします。 

定義ウィザードが起動し、ウィザードの初期画面が表示されます。 

以降の設定については、 「4.4.5 PROBEPRO の設定」（― P .84) をご覧ください。 
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7.9 トラブルの早期解決 rpROBEPROj 


7.9.2 PROBEPRO のアンインストール 


PROBEPRO をアンインストールする場合は、次の操作を行います。 

1 管理者権限でログオンします。 

2 「スタート」ボタン—「すべてのプログラム」— 「PROBEPRO Vn.nLnn」— 
「PROBEPRO アンインストール」の順にクリツクします。 

「 Vn . nLnn 」 部分にはお使いの PROBEPRO のバージョンが表示されています。 

アンインストーラが起動します。 

3 画面のメツセージに従ってアンインストールを行います。 


7.9.3 PROBEPRO の使用方法 


PROBEPRO の使用方法については 、 『PROBEPRO Vn . nLnn ソフトウエア説明書』をご覧くだ 
さい。 

「 Vn . nLnn 」 部分にはバ'ージョンが表示されています。 
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7.10テープ装置の管理 「Tape Maintenance Advisor」 


7.10 テープ装置の管理 

fTape Maintenance Advisor 」 


Tape Maintenance Advisor は、テープ装置の運用時間に応じてへツドクリーニング 
の時期を通知するソフトウェアです。 



► Tape Maintenance Advisor は Windows Server 2008の Server Core インス I —ル環境には対応していま 
せん。 


7.10.1 Tape Maintenance Advisor のインストール 



► メンテナンス対象のテープ装置がサーバに搭載されていることを確認してからインストールを行って 
ください。テープ装置が接続されていないサーバに Tape Maintenance Advisor はインストールできま 
せん。 

PPOINT 

► SVIM を使用して〇 S をインストールした場合でも、 Tape Maintenance Advisor はインスI—ルされま 
せんが、 PowerUp Gear を使用してインストールすることができます。 PowerUp Gear の使用方法に 
ついては、 「7.1高信頼ツールの一括インス！ル 「PowerUp Gear」」（—P.133) をご覧ください。 

Tape Maintenance Advisor を手動インストールする場合は、次の操作を行います。 

■ 手動でのインスI 'ール ( Windows の場合） 

1 管理者権限でログオンします。 

2 スタートアップディスクをセットします。 

「 PRIMERGY スタートアップディスク」画面が表示されたら、いったん終了します。 

3 「スタート」ボタン—「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

「ファイル名を指定して実行」画面が表示されます。 

4 「名前」に次のように入力し、 「OK」 をクリックします。 
d:¥PROGRAMS¥Japanese¥TmAdvisor¥Setup.exe 

インストーラが起動します。 

5 以降、画面のメッセージに従ってインストールを行います。 

6 インストールの終了後、スタートアップディスクを取り出し、システムを再 
起動します。 
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7.10 テープ装置の管理 「Tape Maintenance Advisor 」 


■ 手動でのインス I 'ール ( Linux の場合） 

1 「 PRIMERGY 」 ページの「ダウンロード」 ( http :// primeserver . fuiitsu . com / 
primergy / downloads /) で、「ダウンロード検索」をクリックします。 

2 お使いのサーバの製品名、型名、 OS を選択し、「カテゴリ」で「添付ソフト」 
を指定して「検索開始」をクリックします。 

3 r Fujitsu Tape Maintenance Advisor for Linux Vn.nj をダウン ロードします。 

「 Vn . n 」 にはノ—ジョンが表示されています。 

4 ダウンロードしたファイルに格納されているマニュアルに従って、インストー 
ルを行います。 


7. 10.2 Tape Maintenance Advisor の使用方法 


■ 使用方法 ( Windows の場合） 

Tape Maintenance Advisor の使用方法については 、 『Tape Maintenance Advisor for Windows Vn.n 

Lnn 操作説明書』をご覧ください。 

「 Vn . nLnn 」 部分にはバージョンが表示されています。 

■使用方法 （ Linux の場合） 

Tape Maintenance Advisor の使用方法については、ダウンロードしたファイルに格納されてい 
るマニュアルをご覧ください。 
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7.11 トラブルの早期解決「ソフトウェアサポートガイド」 


7.11トラブ^^の早期解決 

「ソフトウエアサポートガイド」 h 

ソフトウェアサポートガイドは、ソフトウェアトラブルの発生時に、トラブルの原 
因を調査するうえで必要な情報を採取するためのソフトウェアです。 

也 

► ソフトウェアサボートガイドは Linux には対応していません。 

7.11.1 ソフトウェアサポートガイドのインストール 


pPOINT r 

► SVIM を使用して OS をインストールした場合は、 OS や他の高信頼ツールと同時に一括インストールさ 
れます。 


ソフトウエアサポートガイドを手動インストールする場合は、次の操作を行います。 

f 管理者権限でログオンします。 

2 スタートアップディスクをセットします。 

「 PRIMERGY スタートアップディスク」画面が表示されたら、いったん終了します。 

3 「スタート」ボタン—「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

「ファイル名を指定して実行」画面が表示されます。 

4 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

• Windows Server 2008 (64- bit ) / Windows Server 2003 x 64 の場合 
d:¥PROGRAMS¥Japanese¥SupportGuide¥x64¥ssg.msi 

• Windows Server 2008 (32- bit ) / Windows Server 2003 x 86 の場合 
d:¥PROGRAMS¥Japanese¥SupportGuide¥x86¥ssg.msi 

インストーラが起動します。 
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7.11 トラブルの早期解決「ソフトウェアサポートガイド」 


5 以降、画面のメッセージに従ってインストールを行います。 

p POINT 


► インストール終了後「再起動しない」をクリックした場合に、次のイベントがアプリケーシヨ 
ンイベントログに記録されますが、自動的に再起動は実行されません。 


イベント ID 

メツセーン 

1005 

ソフ トウエアサボート ガイドの 構成を完了または続行するために、 Windows 
インス トーラにより システムの 再起動が実行されました。 


6 インストールの終了後、スタートアップディスクを取り出し、システムを再 
起動します。 

7.1 1 .2 ソフトウェアサボートガイドの使用方法 


システム運用を開始する前に、次の手順でソフトウェアトラブルの発生に備えます。 

1 デスクトップに作成されたアイコン「ソフトウェアサボートガイド」をダブ 
ルクリックします。 

ソフトウェアサポートガイドが起動します。 

2 「ヘルプ」をクリックします。 

3 「目次」の「ソフトウェアサボートガイド Vn . nLnn 」 をダブルクリックし、 

「トラブル発生時の資料採取方法」をダブルクリックします。 

「 Vn . nLnn 」 にはお使いのソフトウェアサボ 1 ートガイドのバ'ージョンが表示されていま 
す。 

4 各項目をクリックし、トラブルが発生したときの資料の採取方法を確認しま 
す。 

5 「目次」の「ソフトウェアサボートガイドの機能」をダブルクリックします。 

6 各項目をクリックし、メモリダンプの採取方法を確認します。 

留意事項については、『ソフトウェアサポートガイド Vn . nLnn 説明書』をご覧くださ 

い。 

「 Vn . nLnn 」 にはお使いのソフトウェアサポートガイドのバージョンが表示されていま 
す。 


ソフトウェアガイド 

157 







7.12 LAN ドライバの詳細設定 「 Intel ® PROSet 」 


7.12 LAN ドライバの詳細設定 
「 Intel ® PROSet 」 


Intel ® PROSet は、複数の LAN ポートでチーム化機能を使用する場合や、 VLAN を 
構成する場合などに、 LAN ドライバの詳細な設定を行うソフトウヱアです。 



► Intel® PROSet は Linux には対応していません。 


7.12.1 Intel® PROSet のインストール 


PPOINT 

► SVIM を使用して OS をインストールした場合は、 OS や他の高信頼ツールと同時に一括インストールさ 
れます。 


デパイスマネージャから LAN アダプタのプロパティを表示したときに「リンク」、「チーム 
化」、 「 VLAN 」 などのタブが追加されていない場合は、 Intel ® PROSet がインストールされて 
いません。 Intel ® PROSet を手動でインストールするには、 『 LAN ドライバ Vnn . n ユーザーズ 
ガイド』の「第2章 LAN ドライバのインストール」をご覧ください。 
rVnn . nj にはお使いの LAN ドライパのバージョンが表示されています。 


7.12.2 Intel® PROSet の使用方法 


Intel ® PROSet の使用方法については、 『 LAN ドライバ Vnn . n ユーザーズガイド』をご覧くだ 
さい。 

「 Vnn . n 」 にはお使いの LAN ドライバのバージョンが表示されています。 
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付録 


Windows インストールタイプのシステム環境、 
Linux のシステム環境について説明しています。 


A Windows インストールタイプのシステム環境 . 160 

B Linux のシステム環境 . 161 
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A Windows インス I -ールタイプのシステム環境 


A Windows インストールタイプの 
システム環境 


Windows Server 2008インストールタイプ 、 Windows Server 2003 R 2 インス I — 
ルタイプのシステム環境について説明します。 

■インストール環境 


項目 

環境 

インストーノレ OS 

Windows Server 2008 

Windows Server 2003 R2 

インストール先ドライブ 

C ドライブ 

インストール先ドライブのサイズ 

32GB [ ，注 1 ] 

12GB [注 2 ] 

フアイルシステム 

NTFS 

システムデイレクトリ名 

WINDOWS 

ディスプレイの設定（解像度/色数） 

800 X 600 ピクセル/ High Color (16 ビット） [注 3 ] 


注1:開封終了後に別途ドライブサイズを変更できます。詳しくは、 「4.3ドライブサイズの変更」（― P.81) をご覧 
ください。 

注2 : SVIM を使用して開封した場合、4100 (MB) 〜ハードディスク容量の範囲で変更できます。 

注3 :リフレッシュレートは接続されたディスプレイによって異なります。 

■ プレインストールドライバ情報 

Windows インストールタイプにインストールされているドライバに関する情報は、『プレイン 
ストールドライバ情報』をご覧ください。 

■インストール済み高信頼ツール 

次の高信頼ツールはあらかじめインストールされています。 

• UpdateAdvisor (本体装置） 

• DSNAP 

• ソフトウェアサポートガイド 

SVIM を使用して開封した場合にインストールされる高信頼ツールについては、 「1.4 SVIM で 
インストールされる高信頼ツール」 （— R 21) をご覧ください。 

手動開封を行った場合、上記以外の高信頼ツールは、 PowerUp Gear を使うか、手動でインス 
トールしてください。詳しくは、 「第7章高信頼ツール」」 — P .132) _ をご覧ください。 
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B Linux のシステム環境 

Linux インス！—ルタイプ、および Linux を SVIM のクイックモ_ドでインスト_ 
ルした場合のシステム環境について説明します。 

PPOINT 

► システム起動時に起動するデーモンは、次のコマンドで確認できます。 

# ntsysv 


B.1 RHEL5.3 


項目 

設定値 

説明 

Linux インス 1 —ル 
タイプ 

クイックモード 

カーネル 

RHEL5.3 

(Intel64) 

2.6.18-128.el5 

マルチ CPU 向けのカーネルです。 

RHEL5.3 Cx86) 

2.6.18-128.el5PAE 

root のパスワ'ード 

jW%m9zPn 

インストール時に 
設定 

セキュリティ確保のため、パスワードは 
必ず変更してください。 

インストール番号 

未設定 

インストール時に 
設定 

未設定の場合、初回起動時にお客様が設 
定します。 

ネットワーク 
設定 

IP アドレス 

192.168 .1.2 

インストール時に 
設定 

お客様の環境に合わせてネットワーク設 
定を変更後、ネットワークに接続してく 
ださい。 

ネツトマスク 

255.255 .255.0 

ゲートウェイ 

192.168 .1.1 

ネームサーバ 

0.0.0.0 

セカンダリ 
ネームサーバ 

0.0.0.0 

NIS ドメイン 

未設定 

ホスト名 

noname.nodomam.now 

here 

インストール時に 
設定 

ドメイン名 

nodomain.nowhere 

ブートローダ 

ブートローダ 

GRUB 


タイトル 

(RHEL5.3 

(Intel64)) 

R.ed Hat Enterprise Linux Server 
(2.6.18-128.el5) 


タイトル 

(RHEL5.3 

(x86)) 

Red Hat Enterprise Linux Server 
(2.6.18-128.el5PAE) 


パスワード 

jW%m9zPn 

未設定 

セキュリティ確保のため、パスワードは 
必ず変更してください。 

ファイアウォール設定 

有効 

(外部からのすベてのサービス接続要求が 
拒否されます。ただし、 DNS 返信、 DHCP 
要求などの発信要求に対応する接続を除 
きます。） 

ファイアウォールの設定は、次のコマン 
ドを実行して変更できます。 

# system-config-securitylevel 

ServerViewRAID のサービスでポート番号 
「3173」を使用しています。ファイアウォー 
ルを設定する場合はご注意ください。 

マウス設定 

ホイールマウス 


kdump 設定 [注] 

設定済み 

未設定 


kdump のダンプ退避領域 [ a ] 

搭載メモリに応じて 
設定済み 

未設定 

(< 搭載メモリ [GB] > X 1024 + 

2048) X 1.1 X1(保存するダンプファ 
イルの数）で決定されます。 
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項目 

設定値 

説明 

Linux インス 1 —ル ... _ 

タイプ クイックモート 

システムパラメータ 
(/etc/sysconfig/kdump の内容） 

[ 注 ] ' 

# Kernel Version string for the -kdump kernel, such as 2.t).13-1^44.FC5kdump 

# If no version is specitied, then the init script will try to find a 

# kdump kernel with the same version number as the running kernel. 

KDUMP_KERNELVER="" 

# The kdump commandline is the command line that needs to be passed off to 

# the kdump kernel. This will likely match the contents of the grub kernel 

# line. For example: 

# KDUMP—COMMANDLINE="ro root=LABEL=/" 

# If a command line is not specified, the default will be taken from 

# /proc/cmdline 

KDUMP_COMMANDLINE="" 

# This variaole lets us append arguments to the current kdump commandline 

# As taken from either KDUMP COMMANDLINE above, or from /proc/cmdline 
KDUMP_COMMANDLINE_APPEND="irqpoll maxcpus=l reset—devices 8250.1 ir_uarts=0" 

# Any additional kexec arguments required. In most situations, this should 

# be left empty 

# 

# Example: 

# KEXEC_ARGS="—elf32-core-headers" 

KEXEC_ARGS=" --args-linux" 

#Where to find the boot image 

KDUMP_BOOTDIR="/boot" 

#What is the image type used for kdump 

KDUMP—IMG="vmlinuz” 

#What is the images extension. Relocatable kernels don't have one 

KDUMP_IMG_EXT="" 

システムパラメータ 
(/etc/sysctl.conf の内容） 

# Kernel sysctl configuration rile for Red Hat Linux 

# 

# For binary values, 0 is disabled,1 is enabled. See sysctl(8) and 

# sysctl.conf(5) for more details. 

# Controls IP packet forwarding 
net.ipv4.it) forward = 0 

# Controls source route verification 
net.ipv4.conf.default.ro niter =1 

# Do not accept source routing 

net.ipv4.conf.default.accept source route = 0 

# Controls the System Request debugging functionality of the kernel 
kernel, sysrq =1 

# Controls whether core dumps will append the PID to the core filename 

# Useful for debugging multi-threaded applications 
kernel.core uses_pid =1 

# Controls the use of TCP syncookies 
net.ipv4.tcp syncookies =1 

# Controls the maximum size of a message, in bytes 
kemel.msgmnb = 65536 

# Controls the default maxmimum size of a mesage queue 
kerael.msgmax = 65536 

# Controls the maximum shared segment size, in bytes 
kernel.shmmax = 68719476736 (RHEL5.3 (Intel64) の場合） 
kerael.shmmax = 4294967295 (RHEL5.3 (x86) の場合） 

# Controls the maximum number of shared memory segments, in pages 
kerael.shmall= 4294967296 (RHEL5.3 (Intel64) の場合） 
kerael.shmall= 268435456 (RHEL5.3 (x86) の場合） 

# Controls the panic information 
kemel.panic =1 
kernel-panic on oops =1 
kernel-unknown nmi_panic =1 
kemel.panic on unrecovered nmi =1 

# Controls the approach to reclaim memory when a zone runs out of memory 
vm.zone reclaim mode = 0 (RHEL5.3 (Intel64) の場合） 


注： PmMERGYTXIOOSI はメモリダンプ機能をサボートしていません。 
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SATA モ亍ルでアレイを構成していない場合、 sda は had に変わる場合があります。 
お客様の必要に応じてパーティションやマウントポイントを設定してお使いください。 
SATA モデルの場合は、設定されません。 


■ テイスクパーテイシヨンの設定値 


ディスクパーティシヨンは次のとおり設定されています。 


パーティション [ 注 1 ] 

サイズ 

フアイルシステム 

マウントポイント 

/dev/sda 上 

256MB 

ext3 

/boot 

/dev/sda2 

10240 MB 

ext3 

/ 

/dev/sdaJ 

2048MB 

swap 


/dev/sda4 ( 拡張） [ 注 2 ] [ 注 3 ] 




/dev/sda5 ほ 2 ] 眠 3 ] 

15770 MB 

ext3 



主主主 
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B.2 RHEL4.8 


項目 

設定値 

説明 

Linux インス 1 —ル 
タイプ 

クイック 

モー ド' 

カーネル 

2.6.9- 89.EL.smp または 

2.6.9- 89.ELlargesmp 

マルチ CPU 向けのカーネルです。 

root のパスワード 

jW%m9zPn 

インストール 
時に設定 

セキュリティ確保のため、パスワード 
は必ず変更してください。 

ネットワーク 
設定 

IP アドレス 

192.168 .1.2 

インストール 
時に設定 

お客様の環境に合わせてネットワーク 
設定を変更後、ネットワークに接続し 
てください。 

ネツトマスク 

255.255 .255.0 

ゲートウェイ 

192.168 .1.1 

ネームサーバ 

0.0.0.0 

セカンダリネーム 
サーバ 

0.0.0.0 

NIS ドメイン 

未設定 

ホスト名 

noname.nodomain.nowhere 

インストール 
時に設定 

ドメイン名 

nodomam.nowhere 

ブートローダ 

ブートローダ 

GRUB 


タイトル 

(RHEL4.8-AS 
(EM64T ) または 
RHEL4.8-AS (x86)) 

Red Hat Enterprise Linux AS 2.6.9-89.EL 


タイトル 

(RHEL4.8-ES 
(EM64T ) または 
RHEL4.8-ES (x86)) 

Red Hat Enterprise Linux ES 2.6.9-89.EL 


パスワード 

jW%m9zPn 

未設定 

セキュリティ確保のため、パスワード 
は必ず変更してください。 

ファイアウォール設定 

有効 

(外部からのすベてのサービス接続要求が 
拒否されます。ただし、 DNS 返信、 

DHCP 要求などの発信要求に対応する接 
続を除きます。） 

ファイアウォールの設定は、次のコマ 
ンドを実行して変更できます。 

# system-config-securitylevel 

ServerView RAID のサービスでポート番 
号「 3173 」を使用しています。ファイ 
アウォールを設定する場合はご注意く 
ださい。 

マウス設定 

ホイールマウス 


diskdump 設定 [ 注 ] 

設定済み 

未設定 


diskdump のダンプ退避領域 [ 注 ] 

搭載メモリに応じて設定 
済み 

未設定 

( く搭載メモリ [GB] > X 1024 + 

2048) X1 (保存するダンプファイルの 
数）で決定されます。 

システムパラメータ 
(/etc/sysctl.conf の内容） 

net.ipv^.ip rorward = 0 

net.ipv4.coni.deiault.rp filter =1 

net.ipv4.com.deiault.accept source route = 0 

kernel, sysrq =1 

kernel.core uses_pid =1 

kemel.shmmax = 4000000000 

kernel.sem = 1100 35406 200 800 

kerael.msgmax = 32768 

kernel, msgmni = 8199 

kernel, shmmni = 4315 

kernel, msgmnb = 4194304 

kemel.panic on unrecovered nmi =1 


注： PRIMERGYTX100S1 はメモリダンプ機能をサボートしていません。 
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SATA モデルでアレイを構成していない場合、 sda は had に変わる場合があります。 
お客様の必要に応じてパーティションやマウントポイントを設定してお使いください。 
SATA モデルの場合は、設定されません。 


■ テイスクパーテイシヨンの設定値 


ディスクパーティシヨンは次のとおり設定されています。 


パーティション [ 注 1 ] 

サイズ 

ファイルシステム 

マウントポイント 

/dev/sdal 

256MB 

ext3 

/boot 

/dev/sda2 

10240 MB 

ext3 

/ 

/dev/sdaJ 

2048MB 

swap 


/dev/sda4 ( 拡張） [ 注 2 ][ 汗 - 3 ] 




/dev/sda5 は 2 ] し 注 3 ] 

14336 MB 

ext3 

/var/crash 

/dev/sda6 は 2 ] №3] 

14336 MB 


( ダンプデバイス） 


注注注 
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